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防 火 攻 修 賓 物 見 本 懸 賞 審 査 評

陣、募され1= もの 、塗壁見本67勲 、外に同案 1剖iの多数に 上り まし七 o その 内容

は材料から 見れば、 セメン ト節約を主とし? こも の、セ メント を除外 し?こもの 、即

ち、火山 友、 石次マグネジアを主躍の j厚着剤と せる 木節粘土、 1-'1土の利用が多

かつに。木節粘土 乃耐火性の大 7よると施工の仕払き と廉債を? 目的とし? こから と思

ふ。材料的 に見 て革祈的の市場にない新接見のものはなかっ 仁o 之を期待するの

は無理かも 知れなし 、。又施工的に新しいものもなかっ仁。一方改修の念を遠へて

技術説字 、腕 自慢の立波な作品が多かつ1 : 。立仮過 ぎて如何色且l、はれ る位向相官

同種の 施工法が見られに。審有は改修用 として最j也、牒{氏、簡単、普通 のものが

選樫され、平凡化 し?こも のにな ってしまつ にかも知れない 。

技術より改修 を 目的とし＿こか ら 、 併し 、 之が ｪ ｊＺ 宵界 を 刺激し＿こ事は ｾ Ｚ 日 嘗大きい

と信すe る。

表を遣作佳賞入

( 賞品1( 及It 金50悶宛〉

大阪市南区千年町31松川住市方

京都市桃木町丸太町南入京都左官業組合事務所内

大 阪市浪速区東Ill '!1Dl IUi861 

• 入

雄辰

謹

節

原

田

部

竹

友

渡

男

( 貰:AA及白金20阿宛〉

京都市新植木町丸太町南入京都左官業組合事務所 内

大阪市浪速区元nl i 1の751播磨谷方

京都市新枯木町丸ｊＮ Ｈｬｬｬｔ 南入京都左 Ｑｦｾｓ 組合事務所 内

大阪市浪速匿元町 l の751播虎方

大阪市西成区北紳介nlT I9

作佳

部

幸

郎

崎

将

郎

久 繁 太

尾 好

西 義 太

尾 好

木 龍 太

本

長

大

長

袖

iiu:図法人 日 本 建 築 協 合

京 阪 市11t正 官 業 組 合 聯 合 令

昭 和 1 7  ｾ＠ 6 月 l 日



映高のタミ見事曾開催の件曾告

本幹事舎主催に係る六月催として下記の通り大和路映奮と講演 のタ を開催し旬

日なら十して共映寓の跡 を訪ね賀地見撃 を試みる事ー とい? こし まし仁。何 れ も近 来

稀なる豪華版で す。何卒御 誘合 せ多 数御参加 あらん事-を希望い ?こします。

第 一 映 書 ご 講 演 の タ

時 六月十七日 ( 火〉午後六時間令

所 大 同 ピ ノν 八 階 集 令 室 ( 西区肥後橋電停前〕

講 演 大和路及H央書内容に就て

講 師 在 京 都 マii; 大大皐院 猪 熊 策 繁 氏

映 番 大 和 七 巻 興 踊 寺 三巻

i徐 輿 奈 良 名 所 笑 緬 亭 松 鶴 師

申 込 はが きにて嘗 日迄申込の事。但尚 員の時は不惑御諒承下さい o

第二大和路蔦葉史跡見主要舎

時 六月二十一日 ( 日) 午前九時集合( 晴雨不論)

集 会 所 開念線橿原利i 常騨 東出口附近

見皐先 飛 鳥 地 方 ( 参加者ぬ希望 により時間 の許 す限り )

東道役及講師j 闘阿墜院大皐 閑文科講師i 北 島 直 江 氏

中 食 各自排嘗持参の 事 ( 中食場所後日 参加者に通知 す)

交通費 自排の 事 ( 闘念橿原往復習 1. 60)

解 散 午後五時植原神宮騨 にて解散の珠 定

申込締切 六月十八日迄に往復 J 、ガキにて申込の事

0  映番 大 平日ｻ ま 猪熊殺 紫 、 吉 川 Ｚｴｉ ｪｩ 方剛氏指 導 、杭 街シ ネ マ 商介監修 の 下に闘西，ｾＺ行餓道株式

千合7祉乞ηJ製 作 Iに亡係 るも の lに乞て灯

宜 3を? 興 へ られT仁こるも の。

官 日のHilt 拐は 飛鳥 よ り奈良、天千 :J) 文化 、古 き都の面影、吉野山 に加lふ るに興師寺な り。

更 K 講演 -A' (立考 古筆 の若手斗猪 熊先 生 j ) jit-P'j夫諾は本11111'[ 錦 卜. の量産である 。

0  二十一 日高葉 J ) 史踏を訪ねる飛，!0地 方の見撃は映幻後の貴地 主? 親しく究む る事と て一層

意義深かる べ く加lふ るに同文撃者 とし て進諸深き 北 島先生の御東道 と現地 御説明は再ひ' 得

られぬ好機です 奮って御申込下さ い。

昭和十七年六 月一 日
日本 建 築 協 舎 合 勢 幹 事 長

山 脇 友 三 郎



ti¥ 3  0  fii l 貧 験

左は防列l ガラスず" ｾ士制人ガラ λｦｮｊ れも ｩ 波 ｊ｜ Ｍ の飛散を ｬ 坊

いで照る。

第 2 第 1 Ｑｔｉｬ Ｑｾ＠ .!w! 

1L端及 rl ザとはレ ースを桁子の内商に糊付け したもの、

何 れも新子と j内分れ してゐて効果少 し。

中央の孔のあいてゐるのは始からレ ー スに干しがあい て

居た。との部分丈は普通硝、子よ りもはるかに早〈死仰

の械に抜けてた・。

20m 

35m 

3p. 向l

Ug I緋

第 1

第 l 阿 1' e験

;{:j t'I' /，jは!日j でよくやって l去る採に線十字に布を陥ったも

の 、此れは持適時' iT よ りも非常に弱〈百qf{- あって一利

なきもの。

65m 距 瑚L第 5

20m 

第 2 0  li'l ｾ従Ａ場Ａ

合 せ材i子 ( A) 非

':H' にり:_ml"、。

Ugl )j( 1  第 4

圃圃圃圃・・画面』← .  
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大阪府建築課・日本建築協曾

V I  

逆瀬川賓爆演習・硝子破壊献態賓験・纏嘗

( 中部軍司令部検 閲済〉
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逆 瀬 川 賓 爆 演 習 ・ 裕 子 破 爆 投走態 . . 駿

権 嘗

大 阪 府 建 築 課 ・ 日 本 建 築 協 舎

第 5 UB: 出(T ＳＵ 吊 ｾｾ 1 同 1( 験

J号f.. 3n.11の F庁ヲ・に eOO与セロ ハ Y をHli 手1'17 たもの。

第 6 Us 向(1: 35 n  ｾ， Ｒ 四Ｑｩ ｴ !険

j写 5.n: nの賄、子 に 60; ; セ ロ ハ ン を 特 殊 糊 を 以 て 繭 商 に

E占f寸けたものつ

第 7 Uf(肉(1: 35 n  ¥1;; .3 (il ，貨 験

1';( 5mmの 前二T に 600i 七ロ ハ ン を 特 殊糊 を 以てブJ 聞に

JI/; 付 けたものつ

以 上1iiJ れ もセロ ハ ン は 破片 の 飛 散 を 防 い で 居 る J

第 8 UF 肉(1: 35m i;j¥ 1  1

''

1  ｾ貨Ａ 験

j手 3.n干の1' 1阪 frfi 二子。 このfJ lの ものは最も弱い。
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爆風による硝子の破壊紋態賓験
纏 嘗

大阪府建築課

日本建築協奮

イ13: 11;ー 小合 中佐、 外 山 11
1
尉 、 玉世盟主次郎 、

錦町直 ｾ 、 黒 ｄ ｉ 茂

制脊日 岡町逮捕、千 Jlf'忠均七、川 跡地二 、板 _tH

押I: 治郎 、平 谷 俊 持、千 01琴 治、音田手11

夫 、兵川i岩 雄、森 川 奈桜 、水本 正 夫 、

川 ｮ 一 存 、 吉町忠勝 、 ｉ ｉｾ 次長治

( 以 k大阪府〉

小十本 清、益 尾 辰 雄、I'J'. J場 浩

( 以 上 協 合〉

お民H 子¥':1] 1熊 雄、駒 敬三 ( 以ト. 大阪If:f)

序節

山崎 巌 ( 旭 硝 子 〉 戸 山 市 ( 大 日 本セ

ルロイ ド ) 堤 貞 磁 ( 日 本 板 硝 子 〕

Ri:{ ;fJl I6年 9 月20 日盛 行 の 逆 瀬川賞爆演習に際し

質験のー項nとして爆風 fC依る利子の破壊j伏態の

質験を行つ fこu) であるが 、官時配位し fこiij 'i 子 枠 の

位泣が爆ｾ標的の Ｑ Ｇ Ｑ Ｑ 心より ＱＵＰ ｭ ＭＴ Ｐ Ｐｭ であって

距雌ノミ l亡過ぎ fこのと 、使川爆開が人馬殺傷J i J のも

のであっ fこが話めに、殆んど附子の被害を見子、質

験主して成立しなかっ fこので、 ンド1r 験の{i三日t; fC捗:

つ ｦ こ ニ ｅ 也 、 ｓｩｩｩ 川 ＱｾＴ ｲＮは ｟ ｔｪＢ ｉＧ ￀ 豆大 ｬ Ａ ｢ｕＺｩｬｩ｛ 羽参 ｉ 誕ノ ｪ 、合 Ｑ Ｚ Ｑ ｾ Ｔ 主

iてお刷ひして快諾を得 、0 0部 隊の参 加 を 得て、

9 月2ヲ日同一場所に於てr 1 } 宜ー! 取を行つ Tこ。

この世z験 l亡於 て は 後 述の如〈火去をそ川ひ 、1i i' 1'了・枠

の位置も 附 闘の虫 Ｑ Ｑ＼近距肉 ｉｾ とし＿このである

第 1節 賓 験 方 法

賢 験 場 l ドうそ音jl lと律i さ約 1 mの訟を戸支出し 、其 上

l乞火告起を世主 、電 #{ 殻火にて燥護せしむ。

各ｦＮＱｉ供試Ｈｩ￭ＧｪＧ子 ｬ ま箱作或 ｬ 立子作 ｬ て ｦ 皮込み爆栄公 ｱｾ

心 として 20m、35m、65m、75m及び一部94mの 距

肉1Hz: 問孤佐引いて配列し? こ o ( 削世| 刈参!I(i)

fjl-ii 式市;i' n の柿類浪岡ぷ l亡示 しfこ如1< 、こ活iili 品i' 1' [-

特殊なる lij' r- r 、;及及ぴ普i通i凪副bωω凶11“山ii'ωi'i-上-子 lに亡セ口ハン 、紙 、イli

レース空手を? 貼f・H1 1こもの等で、狛 これらも数随の

l字、大き等合組合サ各ダリ! と配世し fこ。

宇和は第 11i品IJう至 第 3 1叫に示す様に、箱 型 に作り

燥 ￸ Ａ，ｉＱ と ｼ 師するＱｅＱｉｾｩｉ Ｇｃ 硝子を張 り、 建物の外壁 ｬ 宅取

小j けfこ窓( l j'1' 了・のi状態と近から しめ、桝叉之と 比較

する需にt () 4 i同陀示す様i乞、 スク リー ン式の枠 を

もイ1" つ fこ。 この栂のものは硝了寸断を爆i! f，ifCi ' .I し種

々の角度? なす如〈配列 しにのもある 。

仲は充分組丈l乞作 り、 爆 風 に依 る振動、査 等 の

nめ1'C1i j' 1' 子を破損する様の無い様、叉爆風に依 り

鞘倒せき' る桜根本lて石を干] ( み上 げ、堅聞に錠着せ

しめ fこ。爆設に首; りこれ らの 円的は充分に建せら

れ?こ。

.2節 賓 験 結 果

宜ー臓の結県は別表一覧表K 示す虫n( である ο こ

のliiiil 衣 IC於て

第 l 回とは火会長 10kgをj ト]ひて第 l 回 1:11 ' C なせる質

Ii E!.. {; - I.:  n1 

ＡＡ ｊ ，ｬｉｽｾ Ｇｪ ｆｉ ｊ 才 ｦＧＺ

都 Ｒ Ｑ 司とは筋 ＱＱ 司質ｾ後供試 ￬ｩ￭Ｇ ＱＧ子Ｍｾ新品と ｊ 以換へ

ることな い 共催陀残置' l t しめて火柴 50kg

ｾ 川 ひて第 Ｒ 四円陀なせる質脱税 ｩＪ

都 31口! とは節 21豆! と同様 100kg の爆柴を 川ひてな

せるt (n 回日の賓験結果

供 試 謹 1) 和類としては

n OO事セロハン; ; - 澱」とは 300 蒋セロハン( 普辿

)<J-) を附子の内商片側 fcl 殿粉糊にて貼付?こ

もの

「ー …・ ・・・・0 ・.) ［ Ｍ ｾ与 ｊ e は内l断片側陀特外ー糊にて

貼付 けTこも の

r  ..... ・・ ・・・ドH+' f- J e は1i i' 1' 子 J ) 内外削|古I f C特殊

ｬＧ却 ｬ Ｉｦ と て ｈｾｩ イ ＮｪＢ けにも の 。

「灼i化ヵーラス J e  Ｈま熱底 ｾｉｬＡ Ｎ を ＿ 施し御殿 ｬ 乙 到する強

度主? 高め Tこもの

1  V I  



「合せ硝了 Ｇ ａ ｊ とは強化硝子と普通尚子とを Ｔｾ ｬ ｬｮ

膜陀依り接着せしめ破片の飛散を防止す る

様加工されにもの

「合せ硝子 B J とは普通拍子 2 枚を 中|首l膜 f亡依り

接着させ fこもの「防姉硝ニr-J とあるも同様

のもの( 製作所のオil遣 のみ ) 、

AI B2C3A4等とあるは枠の干存続にして配世| 品lを

参!!Hナれば設置場所が分かり 、従って仇J式

市j! j子の位 置も分かる 。

賞験の結果はｾ ｾ 1: 表乃至第 3 去に依り li Jl 瞭 U 目、

ふが、その概要を記すと 。

U-C1 回 爆 依 ( IOkg) 中心t恒雄 20mのもの〉内料

‘ き硝子は貼付補強の有 J!!UC杯] ら今大略似壊せらる

距闘争35mのものは破壊量激減し海 きかrm杭 j くなる

もの械害を受 いこれら' も 4こ; 鹿又は亀裂程度のも

のが多い。距離 65m以 I-: IC於ては被害無し。

第 2 回爆依 ( 50kg) 距雌 20m、35mのも の対ん

ど大部分破壊せらる 。65mf C 於ては被害減少し、

人; 型硝子に被害あり 。

ー第 3 問爆峡 ( IOOkg) 世維20m 35mの ものは特

殊な硝了ーを除き殆んど全壊 し、更に第 2 1司爆破 IC

依り既に硝子 ｉｗ の ｉ ｾ 主体されてをつ ｦ こ錠枠 はその 澗

問、天井、底板等の四分板が年1)離飛散する AA態で

あっ? こ。距離65mのものも 相賞の被害を見る 。75

m 以上 のものは被害減少してゐる 。

狛特殊1m子ー補強貼付材料と破壊j{)¥況等 l乞就て

感じ? こ事を述べる ZLZ とする 。

網入硝 子、亀裂は厚みに比 し可成 り早く入るが

破昨飛散する事が少〈なし、、即 ち安全である 。
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特殊硝子一強化硝子 、強化合せ硝子、有機硝子

は非常 tて強〈亀裂ーも入らぬ 、普通合せ硝子は亀裂

は入るが20mの位置のものも飛散せ十。

網硝子こ 一 れ等の投J様入りの ものは依伴が早い

セ ロハン貼小j 一亀裂の入る事は普通硝子と同時

であるが、普通硝子が依昨せられて小破片が飛散

するのにまさI し大きな i政}i- の悩落下す る献態とな り

安全度を大いに; 婚す、セ ロハ ンは厚いのが良い事

勿論である 。

レ{ ス貼付一意低その他 のートーより 商白 い と思 ひ

期待してゐ fこのであるが、殆んど効果を認め得な

かっ ｔ こ 。 こ れはも ＱＳ 子商 Ｑ Ｇｃ ｾ Ｑ しレ ー ス等は密着せぬ

鴬であらふ o 貼付材料の良いものがあればと思ふ

新聞紙、美濃統一殆んど効果なし、セロハγ の

如 < ｬｩｪＧｪ 子商 伝統着 せぬｾ めらし い 。

ギri を:棒十文字に貼tJ け? こもの一殆んど効県なし

布の貼付されてゐぬ部分が依砕飛散する 。

柄本質験は周囲岩j間なる河原でなせるものであ

るから都市等 l乙於ては被将距離は相違する事勿論

である 。

これは又飴分の貫輸となっ? このであるが、爆 破

地黙から 400- - 500m距つに所に民家が 2 棟あつ ?こ

が、 こ〉の窓附子が 50kg 爆柴破裂の際数枚及十

数枚被害を受げに。 これは爆風に依る直後被害で

なく 、爆 風 l乙依り建具杢瞳が振動し、 その鴛陀被

告を受りにものであ る。か〉る被害をも入れ 刈 ま

質際都市建物の窓硝子被害は相官宏範 囲l乞亙る も

のと考へられる 。
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都 市 防 火 の 根 本 施 策

宣戦の大詔に昭示せられておりますごとし今

次戦争の目的は、大東亜 lておりる戦時在住駄を確保

する t 共 I C重要資源'地域をわ が粧輸の 下lと牧 め、

もってわが戟力者? 扱充し、調伊雨附とは特援な協

力をなし、 互に呼臨し森々制作戦を展開して 、 も

って米英雨闘を照服せしむるま官職ひ抜き 、 ｊｒ ￯Ｑｾ

悠久の平和を椛:1i: すること にありますが、米英1，14

闘は何といっても永年にわ fこって i11:界jjil J靭の必礎

を問め 、也ー界最大の富強を誇つ fこ同であり 、又戦

争の撤底的大見交にか 〉は らす・、&・す' や執t幼児抗し

て頒勢の挽回をは かつて 〈る ことは想像 ｬ 亡［･ ｾＱ ・ 〈な

いのであり£す。

現 l亡、 敵機は 4 月18 日の午後、大) R}gI 敬三ji :勃殻

以来始めてわが本土を空践して保ましに。元来航

空作戦の本質か らして、 fことひ優秀な防空部隊を

もって、間土の直倭防 Ｕｾ Ｑ 乞首っ て ゐ ても、敵 機の

佼入を絶:f.rl 亡防止することは不可能でありまして

今までは そんな こと を言つでも本首に腹から納得

の州公な かっ f こもの l亡、民 K 良い滋訓となりまし

ｦ こ 。 載 さ ｆ が長期 ｬ 亡わ ｦ これ今後各 積の困鄭 ｕｐｩｬＧ［ｾ そ

が稜生してまいることは蛍然史{ 脅しなければなら

ないのすあります。

今や、わが同は、南‘方作戦のー・段附 を? 抗すると

共 l亡、同家の締、ブ] を拳げて 、専ら鮒，.大町汎 Tよ大東

lRfjIJ 栄閤建設の大事業 lとj直進してゐるのであり ま

す。南方共J来聞の建設と経営につき まして は、ー

技術のh工場からし まして い 一伸 機 をZりする新し

い構想、を持って望 まね ばならない問題であります

が、 これと p，:I 'C不即イ、離のI #J係 にあるのは問土防

衛であります。

海軍力、航京母艦及び航岱機 J ) 殻 速 し そ の 攻

撃力 の 均骨 太とによって、時ひｾｪￌｦｪＧ ｌ 母 集囲イ十 ｩ 国 ｩ 等 ｬ 乞よ

って本 ニ ｉＭＺｾ 京製 して来る やもしれ十 、税 ｬ と 戦午Ｚの

型式が 一大佐 化を ヲ ｫｲ こしつ〉 ありますから 、 終ｾｾ
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井 上 新

或ひは漁港: ! を起へ fこ型! をもって攻撃が行はれるこ

とと思はれますので、わが聞が島閣として持って

ゐる千f利な佼1
L

Iコは著し 〈縫 ? で-S! Eて、直接同土の

要筒 lて到して敵のん規模の破壊行主主を受けるやも

しれないことは岱然' 克悟しなげればなりません;

わか聞の肋・ ｾ髄 制は ，ｊ ｦ ｬ 首 ｬ 亡整備され て ゐるとは

いへ、都市の制定j佐掛ド1，の大なるにかんがみ、者11

市の日:}j 本態勢を 一段と強化す ることは緊急: の問題

であり 、 問土 の ｬ め ｩｬＺｾｪ 控ｩＱ ￭ｬ ｊ を整 備するこ とは 、 高度

I&jpjj 岡家建設のfこめ のf f i . 要事項であ ります。 この

fこめに同家のあらゆる機闘 を協力せしめ、あらゆ

る;機構を動員することは勿論のこと 、俊秀な入、

英大な資金と資材を必要とするこ とは論をりもま

せん。

大;庶民共栄闘の建設が着々と賀行さ れてゐると

き、 。防空はひとりわが閥土の問題であるのみなら

す¥ 大東711f の防2きであり 、大来型の防空は大次官{

計苗と密後な閥聯をもって、本j: 合統・ーある計乱? を'

しなりればなりませんが 、こ ｾｉ て除ｼ土 ｰ ｽｪｾ Ｚ ｾ の ｹ ＮＡＮ ｊ 也

からみますと 、 凶土防ｾｾの根本列 ｩ 策は凶土百 ｬ Ｇｦｊ ｦｩ e  

並行しなげればなりません。、しか し情多事にかんが

み、緊急: なも のは同二i: 計部 lて先立つて賀行する必

要があり 、i副 主ーの|或|防|或|家建設の余剰に防与さ_I "， O)

要請を透徹せしめるこ とは、 4がめて緊要なことで

介ります。

pjj 京施策は 、凡 そ、必勝CDイ言念にもとづく防主

敢闘精 ｊｩ ｪｬ ｬｬ ｾｩｩ ｊ 十必ずる こ とが Ｑ ＺＱ Ｑ 心 であることは 、 識

沢ーの十号、言ふと ころでありますが、先づ防然組織

の強化であり 、{lilJ 度ー及び肢桃の整備であります。

わが阿防定の組織は短J Ol I l ¥l 1亡急: 速に賀行され、数

ｾ｜く の訓 練 によって長足の進歩 Ｍ をしま し＿ こが 、 ｦｰｊ 般

防1; s ; 法の改A I'Cよ り一段と強化されまして、民防

安の直接訂作機測として命令系統は内務行に一元

化さ れ、日方位の一貫性が制改: されまして、一層平



防主 と特接 l亡協力 す ることにな り、 各官隠との連

結も充分調整され ましfこ。

民防空の賓施は官、警防園及ぴ一般間見の活動

lてよって全 きを得 るのであ りますから 、闘民に民

の理解と的確な知識を輿へる? こめ l亡、閑民指導 機

闘を確 立 し 、 防・ Ｗ 実協令 及 ｏＭｾ 防空襲校 ｬ て おいて 防空

賞事者及び指導者の教育を普及徹底せ しめてゐ ま

すし、将来閤民場校、青年製校及び中等製校以上 の

墜授に防空科目を設げら れる のは官然であ り' ます

今 こ-::.1亡、防空の精神、訓練、組織、 lli l股 、 機

構等について は持き まして、 都市 防空防火の根

本針策を、 その施設計識の恥から述べ? こい と思 ひ

ます。 防空施設の整備 を、全保lにわ Tこり即時強 化

す るこは、或ひは困刻lーでありますが、う主ブ主主要者1¥

市を絶封安全ならしめる? こめ 、防主資材の確保金

期して高金の施策を進めなければなりません。今

年度の物資動員百十摘におべ、て色、 三大草黙を軍備

の増強、海J -_輸送力の増大と共 l亡、防空設備の充

賓 l亡必要な資材の供給を liJj 示しであります。

防 Ｕｾ が貰施され川工 、 大まかにヱミひますと 、 監

視、 通信、警報、時火管: l il] 及ひ' 慌援は防空の前日行

であ り、 空襲の時の直接釘策として、防弾、 防火

消防及 ぴi防毒があげられ、避難、救護及び臆急: 復

醤がJ政縫策としてあげられます。 これらの事項に

つい τ は、防空法第二焼及び第三艇によって、主

務大問、地方長官、指定されfこ市町村長及防空ートー

重要な事業叉は施設が、平時より毎年度防25計 訪

を設定して居上防 ＺｓＺ ｾｾ十市上必要な設備 Ｓ えは資材

の整備及び ｾＱＮＺｈ ￬ I乙防l しでは 、防空法施行令m三僚

に 〈はし 〈規定を設げて完壁を期しであります。

然し 、 防予定を防長岡土 Ｓ 十 五日 ｦ の府汎 Ｑｊｾ 見 地 からみ

るならば、都市闘を構築してゐる施設、建築物及

物件等の分散、疎開及ぴ空地、縁地の設定、並 l乙

木造建築物の防火改修及び消火施設の整備が、根

本の劉策であり ます。

先づ分散、疎開の問題は、闘士計話、地方計識

の策定事項として 、従来より充分研究され. 相詰・検

討 されて来Tこのでありますが、防空の施策として

即緊急:要件 とな りま し1: 。都市防定 上、工場、 そ

の他 の特殊建築は勿論、2さ製 l亡より危害を半干し 〈

増大させる民のある建築物の分散を| 品lって 、辻sん

で これ等の建築物 を防空計哉、凶土計 Ji の iてから

配置宜しきを得ることが最も 必要であり ます。此

の門的の fこめに、改正防杢法では、工場、 その他

のヰ砂k匙喋物について、 一定の匿域を指定 して、

叉昼製によっ て危容を増大する 民のある建築物に

ついて、防益上必要 あるとき 、区域を限らす・これ

等の建築物の建築を 制限叉は禁止:い?こし、進んで

これらの既作建築物の除却、、改築等の措置をな し

得る ことになりまし fこ。なほ建築物のみなら 子、

ｾｽｪ 定 ｪ て重 要 な物 件 、危険物等を分散して配置 す る

fこめ|亡、必要ある場合にはこれら の物件を移料し

得ることになりま v 1こ。危険を: 檎大す るEえある建

築物については、防本法施行規則第一寸摩郡一明 l乙

詳し〈詑iリj { e なし、禁止、 11i1l限 をする 特殊建築物

につ いては、同 じく規則第三僚に詳しく示してゐ

ますし、移特し得る物件 については 、規則第三保

ノ二1<:: 規定されてゐます。

此等防民法の施策と並行して 、都市計F15法、市

街地建築物法による地域 ;1日!、 地直{IJI] をf . j 日極的!と運

川 し、特 別地区、専月j地匿を指注いfこし、証gんで

都市: J ( 要施設、特殊業態の工場、特殊建築物等の

配置を適切 ｉ ＼ＺＺ ｾ 十議し 、 都 市 機能を 、 生産術 充 の 機

械を 、現。想的 lて整備しなげ ばなりません 。叉将来

分散疎開の地方計者において、 全閥土に汎って規

1ii l]地域、開設地域、農耕地域、縁地地域主? 設定し

問土防主計讃の本質ｾ登揮しなげればなりません

次 l亡、都市周回部のみなら 今、 都市圏全般に汎

って 、防空J --消防、防火、防弾等の fこめに充分な

民地主? 保有することが必要でありまして 、都市計

iL?事業 として の紘地計者を急:速に施行もなりれば

なりませんし 、 ｘ 改正 ｾｪ ｪ 益法では ｾｊ ｪ 安本Ｚｊ ｉ￟ ｾ設け

るf こめに一定の阪城主? 指定して 、一般建築物の建

築を {l i I ] 以又は禁止し、又その士山院内におげる低作

処築物の除却改築 をなし得ることになりまし ?こ。

此の広域内に許容し得る建築物については 、防長

法随行規則第四僚に示されてゐます。 これらと並

行して 、市街地建築物法によって主地地慌を 、都

市計 Jf 法によって風致地区営運) l j し・まして 、匙ん

で地方計fEf の1: 百五! 都市論、集圏{ j -宅百一l i!; をJ I. -惜的

l乙賓親しなければな りま せん。

第三 l亡、 ｾｊ｟防 ｪ方 ｪ 己ｾｾ Ｍ 卜 Ｎ重要者都 Ｑ官 ｩ叶司市 Ｑ Ｑ ＼ＺＺ亡あおＮＭ 1(.の) ;るる ユ木t.:起起匙!3i 建築物 をを?  

肋防.火榔浩となすことは、す こぶる緊要な事柄であ

ります。昭和 14年 4 月l亡、防空建築規則が地行さ

7  VI  



れまして、六太都市は云ふに及ば子、 その他の防

空重要都市において、新に建築する木造建築物に

ついては防火構造を命す・ることになり 、又 これと

並行して既存の木造建築物について防火改修工事

を施行する事を勧奨して来 ましにが、今年の四月

K 防空建築規則が改正 されま して、 これまでの研

究の結果を綜合してし新 l亡建築する木造建築物に

ついては一段と布効な防火構造を命す・る事 lてなり

ましに。防火改修についても 、 これまでの成果に

かんがみて、一定の区域を指定し、 その区域内の

木造建築物の所有者 l亡封して 、期限を附して防火

改修を命令る事になりましTこ。木造建築物の範閏

立立陀防火改修の程度及ひず方法については、防火改

修規則が公平li され、詳 しく);fl 定されております。

又防火改修命令を受け fこ場合lζ 、期限内に工事

が完了せぬとき 、叉建築物所ー有者から申請のあっ

? こときは、市町村長が代って工事を施行し得るこ

とになって 、一段と防火改修工事の促進をはかる

やうになりまし f こ。

待望の防火改修の法文化が行はれ、今年度一年

間の準備期間をへ、昭和十八年Sとからの五ヶ年計

識を策定しまして 、全闘の防益重要都市に汎って

大規模の施策が行はれる筈ですが、情勢の如何に

よっては、念速に施行しなげればなりません。 そ

の? こめ l亡、努務、資材、金融等に就きまして充分

な計識を? こてなりればなりませんがら、綜合的に

強力な防火改修管圏をつくることも考へられます

防火改修は 、防室施策として生れて来まし fこが

防火構造でありますから防主上の焼夷蹄針策とし

て有効であるのみならす¥ 平時の火災11:: t-i しでも

充分緩燃焼構造の役目を果しますから 、 il王戦雨様

の施策であります。

なほ第四 lて、消火施設の整備を 、水利、消火泊ー

路等の司王演について、充分強化されねばなりませ

ん。
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防益建築及び防火改修を進める主共 l亡、思ひ{ f

ｩ 主き Ｑ ＱＺＺ及ぼし 、 都市閏建築群の将来の織成に着 ｉ ｾ ｬ

して、. t o > が闘力の増大に即臆して、都市全臨を耐

火建築群となす計訪を ｾ Ｑ こて 、 新 ｬ ノ い 意味におい て

市街地建築物法の防火地匿を運用して、都市計議

施設の計識とー韓とな り、 都市改造をなし、 進 ん

で都市圏の美化 を通して閥土美の理想、に遁進しな

ければなりません。

防空施設は何か臨むが ｪ な一 時的 Ｑｾ 事項のやうに

ｪ 山まれ勝ちでありますが 、 綿糸 、 平和になってｾｾ

泌が皆無となっ fこ時にふり 1寄ってみれば、儒 装、

時火管: 1m、防開等は、 それらの美観、採光、換策

耐民性等の嬰よから 、或ひは文化的にみるならば、

消極的であるといふこも言はれますが、情勢の緊

急kなるとき 、狛:像することなく整備されねばなら

ないことは勿論でありますし、 その文化性を夫々

専問的 l亡一層考究することが必要であります。又

防火封液として自術防火の消火設備、7.1<補等は充

分整備されねばなりません。

これ等の ｾｪｪ 宰施設の中にあって 、 防主防火の施

策としての分散、疎開及び杢地、縁地、並に防火

改修は、真r 恒久釘策であることを認識されなけ

ればなりませんし 、又その持ってゐる文化性厚生

的な性絡美糊の積極商を毎 々高揚きれなければな

りません。

理想、論となりますが 、わが闘が大東亜共栄闘の

建設と共に世界の日本となってゆくとき 、同土美

の思想、を平和建設への崇高な理念にもとづいて構

想しなければなりません。大東躍の中心として、

世界文化を創造する中 心 として、八紘鴛字の具現

地として達成 せられることが望ましい 。

わがi 1! 1l 除H亡L 、や栄える高過な精神文イじと共に 、

岡土美をわが岡に完成 しなければなりません。

( 昭和十七年四月二十日 )

( 筆者は大阪府警察部建築課長〉



都 市 防 空 の 根 本 針 策

都市 ｾＩｪＵ さの根本封策は色々の Ｑ 国難から考察せら

れねばならないが、方向ーは軍防裂の充賀であり 、

第二は都市自韓の強化である 。

1.  軍防空の克賓

去る 4 月 18日我が岡土は如宜:1て米閥航空母: 鑑か

ら ＱＱｾ 立つ ｦ こ爆撃機にょっ τ 初 ＲＵ 製を受げに。

然し開戦以糸約 4 ヶ月午敵機l亡益製きれなかっ

Tこのは外征陸海軍の進攻航常撃滅! i . 出の賜である。

陸 l亡、海 IC 、空 lと於ける赫々 7こる鞍挺の然らしむる

所である 。防空の第一要諦は外征作i般による敵主

主Iiの捕捉撃減 lてある事は申す迄もな い。従って今

後愈々外征軍の繍充 l亡努力せねばならない 。然し

今次笠製が如貰に示している如〈外征軍の進攻撃

滅f践によって閑土 l亡診Iする敵の宰裂を絶望苛的に阻

.Jl:しf与るものではない。

即ち問土 l亡主主jする宰襲は必至なちと究悟せねば

ならない。此れが航空作戦の本質である 。従って

都市)) 防主主を査からしめる震には米製融機l亡3討す

る都市直接の軍防空が必要である 。

軍防長部隊には飛行除や高射砲除やｽｦ ｮ＿Ｇｾ 除等が

あり 、 見敵必陰 、 一環必中を期してゐる 。 然し Ａ ［ｾ

界は J.i: 謹的であり 、無限である 。又防者は元米消

脱受動である所の根本的不利を免れ得ない 。向現

杭の爆蟻;機の速度は戦闘機の速度と大なる懸隔が

ないし、共装甲も段々と) 享くなってゐる。況んや

天候気象*I'C よって適時過切に! 被機を捜索鷲見し

得な い場合が齢 〈ない事ゼヨ苦慮せ・ねばならない 。

従って空中戦も亦高射砲除の射撃時11¥1 も我に有

利な場合でも僅か lて数十秒の至短時1 1 ¥11亡しか過ぎ

ない結果、必やしも 敵機を空襲墜し得るものではな

い、否之を常に望なことは過望である。然 し例へ、

之を撃墜せ争主も軍防空部隊が{ 佐和し、之が充

質せらるればせられる程敵悼の白山の跳梁は不可

難 波 三 十 四

能となる 。敵機は我が軍防Z5陣を恐れ、所望の爆

撃円摂をゆっ〈りと捜索する "1災もな い ‘行燥する

ことになる 。叉 ｊＡ ｾｾＮ 準も不良 となり、命中精度 ー は低

下する 。勢ひ燥抑、焼夷師宅; をパラマ イて持集と

して遁走する 事にな る。ベ ルリンでもロンドンで

も或はノトダくの我閥土空襲でも総て此川の消息を物

話つてゐる のである 。

此の際軍防長と都市との除] 係で、特 l亡注意され

?こL 、のは飛行場や高射砲隊等の陣。地である。

言」、迄もなく飛行除 t いへど も、のべつま くな

しに［ＨｉＧＺ ｾ 主し得るものではな い 共根棟地は飛行場

である。然るに飛行場が少ないと、或は j: 日の fこめ

に或は煙筒の fこめ lて使川不可能となる。従って都

市の四周 l亡は成るべく多〈の飛行場を設定し、随

時移動して天候気象の悪感作 を免れるや うにせぬ

ばならない。

叉高射砲 、Ｉ｛ ｾｾ ［ 段、騒音機は一地 ｬ 亡同定 ｌ てゐ

るｾ 、 ［ｊｻＺｽＮ威力闘は限定せられ 、 狭少であるからせ

めて共威力関内は自 111 自在に射撃し、照射し 、聴 音

せねばならない。然るに都市の内部は 人家樹符し

て陣地とすべき公閥 、紘地 、民 地 が 之 し い 或 は 高

層建築物や電柱等が林立 して射撃をィ、可能とし、

制限してゐる のが現Hたであって 、狭少な j威力闘を

更に狭少 ｬ としてゐるのである口説ギロ Ｑ Ｎ Ｚ ｾ ｬ， ｕ ｉｾ の紘 地

青l'誌の 円的の一つは此師陣地確保のfこめであるが

共計誌は向徹底 ￭ ＧｩＧ ｾであることが必要であり 、 第 ｴ ーに

共賀現ICt ま現イ1: の幾fEかの努力と 一ー自立の協力とが

必要である 。

Mi i述の如〈軍防空の充貫一強化! とより敵;闘の我似|

土空製回数及機散は逐次減少し、叉今K製紙織は自

rll l'CUl 戚を退くすることは間荷主ない 。然しこれと

同般 に敵機の来製及 市民 の頭 上 ｉ ｣ｴｽＨ 下 ｾｩｬｩＡ を治すこ

とを絶f .f l ζ m止することも不可能であるから 、-

ft'f il l' r 防空力を最高度 l亡穆崩すると共 l亡、他l古{ 投下
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開の務下主 ｾＱ 象期して 、 之がＺｴ ｦ 策を樹立せねばなら

ない 。而して後者のき慌 の根本或は第一要件と も

いふ べきは都市の防空的建設llXは改造である 。

2. 防 空 都 市

防昼都市計整の内容 につ いては既に専門家によ

って研究されてゐるので、之は何回告し、訟では其

の必要性と着想、を述べること にする 。

元4米4都T市|行T計

る。7古i 代 tにと於て戟三争許規模がノぺ小jト、で、めありh 、一朝都l干市行、一

背都の争奪によって戦争の勝、敗がvとしてゐ T二時代

は都市 の 周ｼ羽には 悶壁をめぐら し 、 更に都 市 を ｾ ｰ

心 として所 訂 ｩ 阿形 要望 ［ Ｇｩ［ｾ迂 ｴｬ ｨ 要塞 ｬ 亡 は 火胞を備

へて敵を成るべく迩方 lて阻止せ んと し?こ。都市即

ち要塞であ っf二。然るに近代に王って文明が進歩

し、交通榔捌が殻達し、兵器の質と荒どが飛躍がj

稜展を遂げる Il: 及んで戦争の勝敗は一都市の守王手

によって決するにあらす・して同家と同家との闘争

彼我出f戟大軍の一六勝負に よって- 決せられ るや う

になっ fこ。

従って近代都市は全〈文化施設のみを荒 ｲｮｾ とし

て蛮達 し、何等軍事的着惣はなかっ fこのである。

然るに航空機の沓建は再び戦火を都市 に直接カ11

へるに至り、最近 l亡至つて は事ろ閣内第一吠 決 戦

の様相 ずら 呈する程鞍王手の形態はー鐙しfこのであ

る。

都市計苗に防安的着想、を透徹由民現せしめること

は営然の蹄結であると 言はねばならな い。都市 を

防空的 K 建設叉は改造すると 言 ふことが、米fご一

部の人士 l乞ピンと来な いのは航宰機の進歩 I'LまうIす

る認識が十分でないのと 、都市計繋と戦争楳式と

の目安史的関係を了得せられない結果の、然らしめる

所 であらう 。

然らば都市を防空的f こらしめる着想、が何と いふ

ｩ て 、 ｽｉ ｾ原 理は頗る簡単 である 。

恰 も軍隊の隊形が弓矢鍛砲を主としてい f二時代

には特 集除ｊｦｾを採 用し、 大 砲 、 小銃 が進歩するに

従っ て散開隊形 ｫ なち 、更 に疎 開 除 ｾ ｉ 予となっ ＿こ 主 ｮ

き或は城郭一要塞←が昔は山 1--ー又は岡に挽然 と}I;

j点森を誇示してゐ fこものが、現代 l亡王つては線、て
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共主韓は地下 l乏担淡せられ、地 上lては航か IrJ，ωifll J

Pfr 、監腕所のみを現はし、市 も之が分散せられ、

火力を減殺せんとしあるのと全く軌をーにするも

のであ る。

即も爆撃目標.と な れ 且 同 時 に大なる損害を 惹

起しない ｾｉ 亡 、 都市の過大 化 を防止するのが第一

着 想であり、次には爆撃の命中をさり 、 被守ｾ局

減する常 に 、 都市の 内 部を疎 開するのが ｾｮ 二の着

flRである 。更に斯の如くするも爆弾、焼夷弾等は

都市広務下するから都市の建築物各較文化施設等

の一切に立って封燥抗地力を増加する のが第三の

着flRである 。

三の 三 大 ￱ ｲＭ ｉ ｉｬ ｾ Ｑ 亡立 たいて都市を建設し 、 改造する

ことが現代及今後の都市・計喪でめらねばならない

上越 の如〈渚 ｲ ｬｬｾ は至柑簡 ｟ ｾ￯ ｬ リ ｪ 瞭である 。 然しこ

れが宜現は本易でない 。宜 l亡朝1 L 1 " 全官民の理解と

↑t1， ; J とを得て、長年月を費し、不接不屈の努力と 英

大なる犠牲とを拶nはなりれば完遂し得るものでは

ない 。如何なる名案、卓越せる者案も賀行力をw

はなりれば机J てのささ論である。

防空都市の必要性を fltil惑し、之を賀行K 移して

ゆく熱 と努力と が 目下の急: 務でーある。

よ〈 言はれるが如〈大東亜戦争も正に今後にあ

る。戦争終局迄に は向杢襲の洗踏を免れることは

出来ない。fことへ大東亜戦争が経局を告げても世

界永遠の平手11が到来するものでない こと は際史の

教へる所である 。八紘 一宇の大理想を. 顕現す る迄

l亡は 、時米百人 の子々孫々は幾多の試錬を交付ね

ばならな ｌ 、 。 現 ｻｲＺ の我闘の都市は防宰 ｊ て う ｬ ｕｾＧ 脆弱

であり 、同防の最大弱黙は我が都市 に行するとい

ふも 過言ではない 。我が都市が商目を改めない限

り永速に剃馴は郷拭されない。 しかも飛行機の進

歩は底J . l : する月Jj" を安11らない迄に殻達するであろう

向都市・ｾ現丹 ｫ のま〉放置する事はあらゆる燃に

於て弊存があって利がない 。思想、人情、髄 力、

人口 、 日々 の能率等組、ての黙 I'L有害無銭である 。

従って剖 ｜ ｔ ｬｪ ｾ ｾｪ ｪ Ｒ［的 ｋ 建設し 、 改 造するこ ー とは凶

米興隆琵lKの北本である 。

ｃ ｾ 医者は 中 部軍司令部参謀 陸軍 中佐〕



民 防 空 の 組 織 に 就 て

4 月18 日帝都を中 心 とする京街地区をはじめ、

名古尾 、 ｬ ぬ ＱＱ Ｑ Ｑ 方商 ｾ ζ 初めて敵機が米製し に 。然し

我が無敵の軍防ＧＵＺｾ同 ＰＺ 7. K も沌らさね民防空院のn

各地の損容は何れも. f i J i めて1回数 fLl l : まつ T二百我々

は敵機米裂がtiZJ 玉である ことは議てより 覚悟して

居 fこ。而もそれが10大東ill I! i政令I 1' 勃種以来、層一層

ｬ 剖 Ｎｌｾ 防長の強 化 充貫 一 ｬ ζ 努めて 保 ｦ このであって 、 今

阿のz ;;裂も 作って居るものが首然やって糸? こと云

ふl亡j過ぎないのである 。

従て此の? ? ミ襲 IL{交って 、同i 亡が宅も動機しない

のみか 、 ｾ ｾ 襲何ぞ 怖るべき の満 々＿こる自信色、Ｚｐ ｴ

ｊ ＱｩＺ な教訓を得 ｔ こ のは 、も つけの倖ひであ ｾ Ｑ こと 言

はなり ればなら なし、。共れにしても 、軍防空瞳管

もさることながら初めて敵機の製来ぞ経験し、沈

着冷静且つ勇敢に被害の防止と軽減lて努力し得fこ

我が同氏防白陣営の手並の見事きょ 。我々はこれ

こそ ，[，111"1‘ | 日本闘民 f こるの本領を遺憾なく稜帰し得

fこものとして、非常' なる心強さを' ! l : . ゆるのであ

るの と同時に今後も院大無碍乃大慌を jffi して敵棋

の441犯が立表の!討を突く と云ふ千差高日 IJ の形で底

冷機返さる 〉と 云ふ こと を7象想しなければならな

いのである n 従て今 こそ我 附々民防万三の臨皆 I"C有

るｾ｟ ・ Ｑ 更に一段と 防ｾの強化充 ＿でを ｼ 尚 ｩ り、共して

如何なる京製を交付犠とも 他〈迄l幼主必勝の堅陣ー

を勺Ｚりあ ー は さなりればならない秋 である事を ｾ ｉ ら

なければならない。

此 の 時 ｬ て官［り 、 我々が問土 ｾｊｩ￭ ［ｾ Ｚｲに先壁の布陣を

よLせに。 この間民防本が如何なる組織を持ち 、 そ

してこの組織を構成す るそれぞれの単位が如何K

援要な役割を烈しつ〉あるかを認撤することは同

氏防本和141替を更に一局強化充質せしむる一助とも

なる ので 、 私 は主主 ｬ て 我が ｉ､ｩ ＡｬｾｾＩｪ 常組織 が 如何なる

もので あるかl亡就て述べて見 る。

同氏防安lま岡i その全部が秩序と統iltl Jのあ る組織

大 泉
一
一

廊

の下 lてー閣となっておTl勤 しなげ れば、3_i JJ 底共の賞

殺を禦げることはH'，司えないのであって 、従 て こ〉

l乞この組織や或はこの組織に閥連ずる事項を規律

づける必本が必要となって来る 。 この悲本を定 め

にも のが ｾｊ ｪ 然法である 。

我附の防益法は、昭和 12年 4 月 lてその制定公平1;

を見、支芳15事鑓の稜生の直後、 同年10月から 縮行

されfこのであるが、共の後幾多の防安訓練の経験

等に徴し、i ! . ! : 界の大動員L胡 K 直商しfこo わが民防

症を組織立て fこ法律として新事態 l乞相臨し得な い

ものとなって糸て、此躍に徹底的な改正を断行す

る要が生じて 与1<: 1このであ る。内務省では第七十七'

議合に鋭Ｏｬｬの魚 、 重正夜粂 行で 成案を急Ｚ ｾ、 Ｑｾ 上、同

議 令t亡提問 、合期最絡 日の雨院の通過 を見〈昨年

11 月26 日公布せられ、大東亜戦争勃瑳の直後の 12

月20日よち施行せられにのである@

ではこの防9 _ ; 法 lて規定する閑民防室の責任総閣

はどれか、 そして 乙の責任機関の下 l亡如 何なる民

防空組織が構成せられて居るかを見てみ よう 。

1. 責 任 機 関

岡 Ｎｌ ｾｾｊｪ 干さの立任機淵の 中 枢は内務大臣であれ

その統括の下 l亡w仔: の術l亡首るお・は地方長 i r，市

町村長である。 内務行では防空局が防空のことを

管学し、 . 各道I(.f 腕では警察部〈警硯臨は警務部〉

が防本の事扮ぞ主的ーしてゐる 。従て響疑者長や消

防署長ーが、地方長1 f の下 VC ｝ｬ ｊ ｪＧｩ＿三 ｼ て軍事 ｾＱｊｾ 1'>t筈IJ を持

つことになるのであ る。

此慮 ｬ 亡Ａ判 Ｎｌｾ防 ＿ ＲＵ の運用について最も大 切 なこと

は隙 術 ・Ｇｬｉの防術 ｬ 亡 見ｉｪ Ａ｀ ｾ ずべきことである。

そもそも防Ｑ，Ｚｾの手段を大 別 すると 、 軍 防 安〈 積

倒的防本〉と同氏防Ａ［Ｚｾ ( 泊、倒的防民) とになるの

でめって、このドN者1111突って始めて防空の全きを
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得るのである 。

即ち主lZ防空に依つてのみ全 〈京製が防禦し得れ

ば何も問題はない 。 しかる陀時々同等の航ｾ兵力

を保持ナる同を相手とるする防主は、何! の々閥係

から非常な区 Ｎｉｾｾ ｦ ，が ｦ ド って来るのである。此のこと

は「ロンドン_ I f亡於ても「ベルリン」に於ても 、

何れも事貨が雄知lて物語って居るのである。まし

てや我々は四耐環 ｩ ｦ ｪＮ わが同 ｬ 亡於てはｬｦｪＺ ｾｪｪ ぎちによる

敵機の全械が非常な至難であることを女11 らねば

ならないo 乙、に同氏防空の任務が極めて重要

になってくるのである 。従て我々は敵機による燥

師 、 ｩ 北東 ｾｉ Ｇ ｪｬ 、 瓦斯抑等の投下 l亡よって生す・る被

符を: ' Ｏ Ｑ｜ 米得る日 ｬｾ り防止し、叉紐減ずる乎段を 、 わ

れわれ自らの乎によって刷ぜねばならないのであ

る。

防空法はこの間民防空が明瞭に皐防空1<: 則臨す

るものであることを定めて居るのである 。

この寧の行ふ防f請に則! 恋する と云』、のは、統帥

概下に在る軍隊の行五、敵機の襲撃にi討する間土防

衛戦闘行矯と緊密なる連絡を保ち 、根本に於て軍

の判断と常に合致する事であって、素より軍防25

と闘民防ささとは共に園家の行」、防空であるげれど

も、南者は共の主盟主? 異にし、共の樺限の根擦を

異にして居るのである。 即ち寸主権限統帥樺の作

用であって、他はー先立行政権の行動なのである。

従て則隠すると云ふもの〉個々の軍事行動〈高射

砲の殻射等〉にf . j し個々の闘民防空行篤( 個人の家

の消燈等〉が封臆するものではないのであって、

共の根本の方針乃至大綱陀於て雨者の符節を合す

るものを謂ふのである 。

即ち此の事とは閤民防ｾの根本趣旨を規定し ｦ こ

ものであって、闘民防空が寧防空に隷属するもの

でないことは雨者それぞれ共の活動の分野を異忙

して居ることより蛍然理解さる〉所である 。而し

てこの閤民防空が則膝する陸海軍の機闘としては

総括的lては陸軍大臣及海軍大臣があり 、更に共の

下に軍防空を掌 る防街司令宵以下の陸海軍司令官

がある 。

2. 宮 腰 防 空

防空法では閑民防空の外に 、闘が管理する施設

の防空を官臨防2さといひ、一鳴jbの防空と医別して
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Ｗ 守自主Ｚ防空令によって各所管の ｄ ・艇が ｾＩｪ Ｑ さを行ふこ

とになってゐる 。 官版防空は閣民防ｾと共 ｬ 亡 一斑

不離の ｾｍ 係 ｬ て立ち 、 前ＭｸＮは有機的 Ｑ ｪＮ迎紫を保って

ゐるのである。

3. 警 防 圏

防空の白瞥機闘 として叉1 r の柿助;機関として岡

氏防空の責任機闘のー下l亡防空監視に任す・る防2さ監

閥除 、 空宇防活動の ｾ ｉｬ 心をなす 警防圏あり、更に自

衛防益IC任十る隣組、特設防護国等の組織遣があ

る 。復雑多 ｬ 岐に亙る防ｾ［正Ｚ務を回滑に運営してゆ

くには、責任の; 横倒と問民一般どのJ 1 rHてあって 、

この柿の組織髄が極めて意義が干f する のである。

警防闘はこのｦｊ ｔｉ の組織韓の中にあって、防ｾ爪

動の主力となるものである。

昭和 14年 4 月から勅令書予防図令lて恭つ' いて、従

来の防護国と消防組が改組統合せられて 、 警 ｾＩｪｬ 舗

の組織を見fこのである。爾来警防図は尖の任務と

する l坊主、水火消防共の他の警防業務陀専心しに

その成果は 4 月 18日の空襲め官時K 於て 、ハツキ

リ と現れて 、 被害地区の警防閣は何れも臼頃ｾｾ訓

練を見事にお役に 7こて〉 、猛火の中I ' L - : ! さを挺して

難に赴き登れて後己むの警防精神を至る所に瑳慌

しfこのである 。

斯の如き任務を持つこの警防圏は地方長官の指

揮統括の下に組織せられ、その活動 1z: 1;持iする指揮

は地方医官の命を承げて、警祭部長、警察箸長: 7ft.. 

消防署長が之行ふ ことになってゐる のである。

4. 隣 組

空襲時陀於ける火災が同時多護性を有し、市も

我閤都市が火災に封して非常な脆弱性を持つとい

よ、設な特異J 性を考へるとき 、空襲火災を鋲滅する

鴛 l乞は平時K 於ける消防カのみを以ては到底十分

lて目的を達することが出来ないことは明瞭であり

何うしても自街防空の必要が痛感されてくる 。

即ち焼夷弼共の他 l乞依る初期 l乞於りる防火は耳L

K 消防機闘のみの手に委ぬべきものではない。同

民各自が自分の賀任として、 これの防火にそれぞ

れ努めなげればならないのである 。

更 ｬ モ隣粗相互で ｉ り ｾ ｖＱ 合って 、 近隣一躍となって

防火にちすめることが極めて肝要なのである 。即ち



各家庭及隣組の活動が特K 必要となって〈るので

ある 。 この自治防室、自衛防空と云ふことがわが

闘に於げる防・ ＵＺＡ ｾｩ 策の根幹 を なすものである 。 斯

様に隣保相扶りるの粕i: ，nl!I K Jl lJ って出来fこのが隣組

防空であって、防空上極めて大切な組織である 。

4 月18日の空襲官時 lモ於て、こ の隣組が矢庭1亡燃

えJ : : る烈々 Tこる闘志lてよって「アメ リカ」 焼夷弾

を見事征服しにのは| 鋒粗の美談が之を物諾ってゐ

る。

この隣組と警防圏との ｾ ｦｬ 珪耕は 、前 者が闘よそ各

自の自衛防空の隣組であるに反し、後者は責任 機

闘の柿助機砂lであ れ その任務分婚の限界はそれ

ぞれあるが、相互に緊密なる連絡がな〈ではなら

ないのである 。

5. 特 設 防 護 園

墜校、工場、事業場、合枇、銀行、商応等の如

き多人数の集ってゐるものにあっては、 その皐位

内の防空の業務も騒々復雑となるから 、 その従業

者の中から或る教を選んで、防・;2: 共の他の災害に

封鹿する鴬、防護国を脇織し 、 向者 Ｑ Ｑￎｾ 施主 ｋ 任令る

こと が特陀必要である 。特設防護国は、この 目的

の鴛概ね 500 人以上の撃生、生徒、児l ii を有する

撃佼、 100 人以上の従業員を有する工場、事業場

合位、銀行、陶 Jb、50以上の病床を有する病院、

定員 500 人I 以上の奥行 場 、 集合所 、 ｾの他之全告に

準す・るものに設け らるのであって、自1:'旨防空遂行

陀欣〈べからさ' る機謝である 。

6. 防 空 監 視 際

民防空の一部門である監腕が近代I践に於て占 む

る地位は組めて重要である 。

敵機ヨ〉来製をナ監l視し、逸平〈通信することは防

宰部除の III 動とな れ 叉一般闘民防益態勢を整へ

しむる所の防空警報の護令となるのである 。

隊員は一度防空賞施ともなれば、山! 日間抑依のi也

K 於て、而 も雨雲寒暑の別な れ 滅私奉 公の努力

を続げるのであるから 、 ー 必 ｴ 凶 ｉ 己 は ｾｴ の努苦 ｶ｣ 深

韮の感謝を しなげればならな い。

現在防空監硯除 ｋ ｦＭ ｩ しては、勅令を以て ｾＩｪ 室監

硯除令が賀施されてゐる 。

以上のや うな組織の外、こ の際特に強調しなけ

ればならな いのは、時局が生んTご民防益の一環 と

して、而も民防空陣替の大きな力強い存在として

ゐるものに撃校報国隊があることを忘れてはなら

ない。

各大率、高等専門接投の易経生及中等製校の上級

生に依る撃佼報闘除防空勤務員は 、大東: I T[ 戦争完

遂の一翼として闘土防衛の任 lて就〈を無上の光柴

として、市ち飯〈迄必勝の信念を堅持し、錨石の

図結を以て輿闘の閤維を突破せんとする燃ゆるが

如き闘魂を懐いて各種の防空業務に 、或は消防業

務κ 、又は瞥療業務l亡、共の他臨む復習業務等の

魚、何時でも出動し得るが如〈待機しつ 〉ある の

は誠に頼母しい限りである 。

×  ×  ×  

以上大略述べ fこ民防室組織の下に、全岡氏は一

億一心火の玉となって 、整然Tこる秩序 k 統制の下

に防空の任務を捲賞してゆ くのであっ て、こ の餓

壁の組織のある所、我々は如何なる 宰製にも動じ

ないのである。

我々民防空陣替にあるものは、こ の態勢を持続

する鴬に 、 更に一層の訓練 ｾｶ Ｇ ｩｨ 、 ｗ 届主資材を＿整

へて次への空襲に待機してゆかう 。 ( 終 り〉

( 鑑者は大阪府瞥防課勤務省都〉
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防 空 的 都 市 計 重

( 1 ) 都 市 と 敬 等 生

古糸、戦争は都市計蓋及都市・の土木建築構造 l亡

者しい影響を興へて居る q 古代ギ リシヤ、ロ ーマ

の; 妓砦都市 、或は我が閣の城下I l li の都市計霊の如

きは、本 らその時代の戦争技術 l亡釘する日i } j 望号方法

に依って左右されて居 fこと云つでも差し支へある

まい。其の後中世に入って、火器の進歩に依って

都市の防禦は甚しい危険1' 0 暴される に到つ fこが他

方火器の設逮 は戦争技術それ自身にも飛躍的な設

展を興へ? こ需に、中世の都市計霊が此の著 しし、火

器の設達 l亡をJ策を考へる徐俗もなくして、従φj<i の

都市を防禦、 巴或は攻撃せんとする城砦戦は消滅し

戦争は都市から 遠隔せ る前線 l亡診勤し、 岡家は国

土全趨の防衛 i亡詰・る様になっ fこのであ る。斯〈し

て18世紀に到って 、都市は殆ど戦争の;影響から隔

離され 、殆ど古代都市それ自身の上K 無秩序な膨

肢 を繰り返へし fこのでゐる。 此鹿陀近代都市計設

の濫! 邸が認められる所以である 。

然し世界大戦の末期 l亡於ける航空機乃若しい進

歩は再び都市を戦争の真只中 11:. 吸 I放し、此底 tと再

び都市の防禦は近代都市計霊の重要なる役割j を占

める に到つfこ。此の20 位紀に於りる爆五戸機と云よ、

新武器が一瞬 にして都市に興へf こ影響は 、あ? こか

も15 世紀に於ける火器 力強建が都市に興へTこ路響

lと極めて類似して居る 。寧ろ 20批紀に於ける後) ;

地帯の都市め爆撃を以って始まる戦争型式は、本

岡であ る都市 営直接攻墜しTこ中世以前の戦争型式

ｴ 極 めて類 似して 居ると去五、事が出来る 。 而 も ｾ ｉｾ

f止に於ては 、戦線の移動 K 依って都市は幸運にも

その被害から 逃れる 事が出予Id このであるが、現代

又は将来に於ては最早か〉る幸運は望み得ない 。

共れにも拘らす・、現代の都市[は依然として中世の

否寧ろ古代の都市 そのもの〉 無統制なる 膨脹;て過

ぎない。或は 、仮陀その無秩序、 その混高Lを救rft
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せんとし? こ近代都市，11- 藍の功 献金認めるとしても

既 l亡共れは時代諸説とえよ、イきである 。此 鹿 lとは

何等の防昼的1M直が認められ ないのみでな〈 、寧

ろ幾多の防主的材駄を? 暴露 しつ〉あるのでゐる 。

此慮に現代都市計査 ，j ) 防空的意義が有するので

ある 。

而も此の者11市計霊の防空的要求は 、{i 百等新しい

ものではない。古代からの幾多の縫泌を経過し七

都市 の訪禦的要求が再びその型式を ー援しに l亡過

ぎない のである 。従って此の話lli li J )  i防主的要求も

vとして郎市本来の機能を害するも のではなく 、主事ー

ろ者 ＱＱ 市 ｾ ｊ 機能を増進するに過ぎない 。 又決してＭｩｦ ｬｬ

iTi O美細を守するも のでもない。現代の都市智仰

の主要なる ものは都市i e 戦争と の挺史的過程であ

る。

( ] f )  都市計壷的防空の意義

1111市計霊は現在二つの重要なる方向 l亡向って締

換しつ〉ある 。 その一つは 、自1I1主義的都市計註

の1波紋 l亡基〈地方計晋i乃至は問土計・註への琵展で

あり 、或は更 lて岡p}j 剖家建設を阿標とする岡土計

主主的都市計霊への移行であり、他の一つは 、云ょ、

迄 もなく 、pjj 主的部市;十喪への特換である 。此蕗

に注 ＱＱ すべき事は 、 都 市 計聾 ＱＧ＼Ｚ 於ける防定的要 ｾ ｊ ミ

は 、 都市計誌の純粋なる殻展傾 向 一一 地方計 ［Ｚ Ａｖ ｾ

至明土計主へーー と何等矛盾する底がないばかり

でな〈 、 準ろ自 由主 義時代 ｐ 都 市計 ￯ｬｬＺ がノ ＧￌＨ ｾ、 ｜｝ ＱＱ 望

んで止まなかっ ?こ幾多の都i !i 問題、枇令|問題の解

決は 、 ドＺｪ ｪ 定的都市 ｾ ｾ ｉ Ｎ Ｉ ｲ ｩＺ ｋ 依って促進され 、 望み通

りl亡i主成されるであらうと去ふさHである 。閑肪同

家建設を 門422とする闘土百十霊が者11市計・jn;1乞要求す

るも のは 、fJ1l 市計設の防空的要求と 、完全に 一致

して居るのである 。都ili 計設の防空的要求は都市



自控の改迅ー l亡依って解決し得る問題ではなく 、全

凶iI: I'01 . よる凶土計註の貴行 l乞{ 1 { つてのみ達成し得る

のでめる 。

ｾｩｬ 市計・輩的以 ｩ 室とは 、 コンク リー トの避難所や

地下室ではない。都市計主的必空の民の目的は、

無統iji I J なる都市膨 脹の抑制、 不良家屋の消滅、与SFJ

築家屋の分散 、 線 地 の浩成 、 交Ｚｩｩｬｩ ｬｾｪｬ の確保等 ｬ 乙 他

ならないのである 。大都市の分散こそ 、都市計輩

的 ｍｪ ｾ 主の ｩ 比後の目標である 。 それでは分散せしめ

られに人 口及び産業主? 何屈に配置すべきであらう

か 。 斯くして ｾｩｬ 市計主主的防空は 、 最早者 ｉｬ￮ｬ￮ 自趨で

fiJ!f1Jとし得る問題ではなく 、国土全般的の問題とな

ってういる 。之は l引かに閥土計ー輩 、地方計聾の分野

である 。l投iて閣土計I [ の樹立な〈して 、都市 計霊

的防・2主は達成し得ないのである 。

然しM< の如き大手術は森易な事ではない。如

何に強力なる凶土計主主の遂行をイ突っとしても 、大

JR!:t [ 戦争下 l乙於いて資材の猷乏 、生産力の踊充κ

辿られて居る今日 、 各種の立地保 ＱｾＧ の集杭作 ｽｉ ｝ｉ亡

依って組立てられ fこ右現イ[ . の都市を急: i l l fUj j 主的

に改造しようなどと云」、事は 、主IJ底不可能な訴で

ある 。出んや副土計ー輩。樹立に討し「最も短期間

附ど年の剥誌を要すと云ふ lヒ於てをやでゐる 。或

は3亡、如何 l亡都市営ゆRI 片J し、分散ホしめる事が出

?!<:1ことしても 、建築物 、柿浩物各和証11市施設自身

が防 ｾ Ｚ ｾＨ ｉ ＥＧｬｩｬｬｩ を持 ｦ 二十 、 ｸ 防空的施設を持になけ

れば 、その効果は著しく減殺せざるを得ないであ

らう 。 此虞 ｬ 亡於 て、 我々は構造物 ＺｊＩ ｾｪｪ 主的改良 、

νi謎室 、防2主壕の設置 、防火帯の設定 、防火施設

の蛸充等都市内各施設の臨急: 的防a 禦措置を考ゃる

より 他はないのである 。

共れK も折] らす・ 、者I1市計主的防症を全般的 l乞趨

)l jせんとする月J j " 以のものは 、例へ益襲がなくとも

都 ｩｬ ｬ ｆ， 十査のド Ｇｊ ｪｾ 主的要求は人口の配分 、 産業 心 配分

の改皆、に依って濁り都市自惜の合理的改造及びそ

の殻民の合目的 lて誘導に資するのみでな( 、同土

全般の合目的に再編成を企 li iYiする闘土計査の重要

なる役割を占めて居るからである 。此 鹿K 防空的

都市計霊の任務が存するのである 。

( UI )  防空的都市計壷

防空的制Tli 計霊は 、次の二つの重要なる課題 lて

分類する事が11..¥似る 。村: 逝物;刀耐間的村i逝 j う至は

配置 、各杭似: 給施設の分散等の都市内部の各担施

設 の防主的計ー主砲工設計は 、det ail Iモ亙るから 此

躍では簡れないが。

( イ 既存の都市の改造

之は主として所511過大都 市の)JisJ医を抑制l し、そ

の護展ｾ合理 的 に 誘導する事 ｬ 乞依って之を ｭ 来得

る限り防宅的! と改造せ ん とするのである 。

・ロ) νi 主的理惣都市の建設

之は過大都市の抑 illl Jl'L (:交って 、その集訟を阻止

され 、或は分散移設せしめらるべき 人口 及び産 業

主ＺＺ， ｩ 歯切に配置する事に依って 、 ｾｽｪ ｾ 主的理想、者 ｉ Ｑ 市 ｾ

建設しようと云ふのである 。日i主主地面もYの割合、

別十ら建築物の分散ilk態 、更 K 換言すれば人口筏 度

の想定に就ては 、之がおI1市組織、者1¥市形態と刷聯 し

て直接都市商績を決定するものであるから 、此鹿

で明瞭にする必要がある 。之 l亡闘しては K oschew

nikow， Gut ， Haenker， Gass_ert ， Uauthi er ， Schoszberger 

等の詳細iなる研究がある 。 (1111諜 Schoszberger 箸

「防益的都市［十主主」を参ｊＡｾｾ断ひ度い 。 Ｉ特 ｋ Uau 

thi erは、建築物の平面的分散のみでなく 、立睡的

な分散に治仁l し、J:iJi"制空襲感度の立場から Corub

uSl enr の "Pl on Uoi si n" ( 摩天桜都TIi ) の防益的償

仙を徐討し fこのである 。Corubusi er の “ Pl on Uon 

blgier" は此の産物である 。 ( 第 I i副) 都 市 の分散

は横の疎開のめでYよく 、高さの延長ーでもある 。之

は一方では且l園都市であり 、他方では摩天*: Y. t 者IlrH

である 。何となれば益事量感度の掛からは 、平 面的

Tぷ疎開も立趨的な延長も同様の防空的位値を持っ

て居るからである o : t も後者ーに於ては 人口 密度の

増大を免れない。

此の芯味陀於いて 、Uauthi erの築はM・2主的理想、都

市 としては担i監さるべきであるが 、大都市の改造

IC際して都心 ( Ci ty) の分散への過渡的築としては

脱めて宜ー際的であり 、又有効なものと忠はれる 。

Hanker は建築而もii と益地雨杭と の割合をちも とす

る事を理想的と渇へ? こ。

之は二階建の建物では I k m
2

(ζ 8，000人の人口

が居る事になる 。8，000人; k m
2

と云ょ、 人 口 密 度

は、我が国最近のftfi 向を見れば、極めて j歯切なも

のと 思はれる 。

此の雨者の相側作川 l亡依って始めて防詩的都市

1  5  VI  
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第 1 圏

計Ｍ査 の誘導ー を 全 ｩ 印 ￭ ｾｉ Ｂｊ ｋ 達成 し得る の であるが 、 之

は何れも閥土計ー輩j う王は地方計主主の手法 C あ り、

全|自i的に強力な る困土計誕の協力 を要する 。

既存の都市の防空的改造の問題は 、. 従来或は*

京K .或は大阪にしばしば論じられて居るが. 防空

的理想、都市の建設並にそ の組織及びjl'T感等 K 就い

ては 、全闘の各地 IC所謂軍需工場7 ) 新設 に基 〈新

エ染地都市が多数建設 されつ 〉ある に も拘ら す・、

等閑に附 されて居る、のではな か らうか。我々 は新

郷市の建設に 向って速やか K 確固 fこる計霊を樹 で

なくてはな らない 。

大正 9年~昭和 5年のmlK 、我が凶の工業人 口

は約50寓 人橋加 しfこ。毎年約 5 演の人 口が、 農村

から 都千?の新設工場K 吸牧され Tこのでゐる 。今日

不幸に して 油確なる数字は不明である が 、諸種の

僚 Ｑｾ コ を＿ 均 ｬ ぷし 、 工 業 人 口 の 噌 加 を 年 ＱＰ 寓と推定す

る事は1e程受賞 を歓 くもの とは思はれま し、。此の

榊加入口 の中、約 20% が生産燃充上止む を得する既

存初I.，h内の新設 工場 K 吸牧されぎる を得ないもの

とすれば、残 りの80% の工業人 口は此の新都市の

ものでなく てはならない。

(  1 )  ｾｽｪ 主 的新都市 の 人口 構 成

踊っ て我が岡諸都市の職業的人1 口桃成 を見るに

昭和え年同勢調奈 の結 果を平均すれば、大韓 第 l

去に示 す如〈なる 。 勿 論郷 市人口 の職業柿成 は 者 ｾｉ

.rI'i自躍の特質即ち 都市立地の見地から 出演都市で

ある か、平地 の都市で あ るか、 11，地内 の都市 であ

るか、或は産 業立地の諮!iから 工業都市であるか、

鍬山1l 1i であ るか 、農産物 の集散地である か、或は

Ｂ ｗ 単なる行 政 ｉ Ｍ ｉ ｾ ｻ Ｎ 、 土ｴｉＡＮで あるか 、 軍 事 都 市 である か

等に依って、多少の差異があ るのは 勿論で あ るが

VI  1 6  

統計 の結果に依れば、大韓第 l 表 に示す平均値{ r

・以ってその基本的数字と考へて差 し支へなし、 。

然しその後 の産業の登展特に臨時下・生産鱗充に

恭〈 工業の進展 、産業統if，IJ 、計華経偵のI { 現に作

五、産業組 織 7) 改鑓を考ほ し、 防益的新都市 l乞於げ

る職業桃成は第 1 ｾ 友 ｬ て 示す如きも の と Ｅ へる ￐ J! [J 

ち商業 人口 、無業 人口 は減少し 、工業 人口 に修行

す るも の と想定しにのである 。

第 l 表

職 業 別
l昭和 5&f. K m-け |防吋 杭

る各職業入口% 於ける各験講堂人

ロ %

1. 段 業 1. 7  

2  水 産 業 0.3  2. 1  2. 

3.  童書 業 0. 1  

4. 工 業 14 .4 20.  

5. 商 業 13.3  8. 

6. 交 通 業 3. 1  5.  

7. 公務自由業 5. 8 7.  

8. 家事使用人 2.2  2. 

9. 其 他 1. 6  

10. 無 57.5  55 .  

官十 100.0 100.  

(  2  )  日'J j 昼的新都市の大きさ

純粋なる都市計・霊的見地から出張し Tこ理想都li li

の計霊は、従事|企しばしば論せ' られて来fこが、古〈

はハワ ー ドの削闘都市、Wo!f， Eberstadt ， Petersen， 

Brir ， Genzmer 等 に依る理想都市、 Sierk の理想都

市、 Kosι hewni kow の提唱に依り防空 を考 ほし て

改良し? こ Wol f の理想都市、近くは Hi de，Nuttall  

の研究 、 或 は G. Feder 11 : 依る詳細なる報告等は

その代表的の ものである 。勿論 Wol f 以前のもの

は、都市計霊的防空が問題K なる以前の計霊 であ

るから 、 その日'J j 室的償値の大ノj、を云々する 隷 lては

いかないが、 それにも拘らす・之等の理想郷市の防

空的評倒は防空的理想都市計 霊の樹立に蛍って極

めて有効なる方法である 。 何となれば ｾ ｽ ｪ 主 的 理想

者Ili l' i は同時に純都 市計霊的理想 dilili でなくてはな

らな いか らt ある 。防空的評悦はさ てお守 、之等

の理想 討I1市計:;- fJx 於ては 、殆 どすべてが 5 寓と 云



ょ、計整人口 を採って居る。 純粋な る都市計主的見

地から 、行政J -.も、経梢的にも 、1i Xは文化的にも

之が油度の大き さである と云五、賦 l亡就いては 、意

見の一致雪見て居る様である 。之は勿論紡主主的理

想都市 に於ても異存はない 。

既に述べfこ如 〈、我々は 10年11rJ 陀80寓の工業人

口、 換言すれば 400 蔦の人 口を此の防空的新市川f

k 牧容しなりればな らない。之は 10年間に80佃 u)

新都市建設の寓能性を示すものである 。

同時 l亡之は都市膨脹 J) 抑;1i11の可能性をも示して

居る 。何となれば、農村から郎市へ流入ナる人 口

は、10年IHlI'L約 400 高と推定されるからである 。

それでは 上 述し ｔ こ様に理想都市の ｾＩｪ 室的倒備は

どうであら うか。防空的理想、郁市は勿論枇角的に

も或は粧i内的にも純都市計 量的見地から の理想部

市でなくてはならない。理想都市のif1¥市計苫が、

もし ｾ Ｉｪ 室 内句要求を満足するものであるならば 、 我

々は之をそのま〉防空的E理想郎市として探川する

事が出来る筈である 。之等の理想、都市の都市形態

は 、 何れも放射環 ｗｾ 型の悶型都市である 。 多数の

線地帯を挿入ナる事に依り 、各 川途地域主T隔縦し

? 二分散者1¥市である o Wol f もの、Si erk のもの 、或

は Nutt all のもの、 Feder のもの、 各々の形態的

特徴一一之は主と して detail I'C廃するものである

例へば用途地域的な分紙 、 ｾｪＺ血商積の形態及びそ

の割合等である 。』ーーに依って 、勿論防空的似1rfl

I乞大小のあるのは詰然であるが、闘型都市は最も

2さE誌に劃し て 尉鞘である者1¥心 ( Cit y) を形成する

ｴ 云よ 、 ｬ 唯一つの黙で 、他 の防ｾ的 利 黙 ￍｬＨｽ ｴ 鳥ｾの有無

ｬ 亡拘らや 、 防ｾ的でない 。 此の思 ｉ ｪ ｬ 乙 於いては捗蝶

型も峠詩型も同様である 。

唯 Koschewni kow の防空的要求に基( ， Wol f の防

主的理想都市は星型である 。之は回型都市 Ir. 存M

都市必着想、を 加l味し fこものであり 、前者 lて比すれ

ば遥か l亡防空的ではあるが( 第 2、同〉批鹿T も亦

最も防空的弱鮎である都心 ( Cit y) を形成して居

る鹿 lと、最大の難関がある 。然し乍ら 、此の Wo

lf の改良案は、後述する帯j伏副叶i の防主的悩1u立を?

? 寺定するならば、貰際問題 t して従来の同型部市

を防空的 K 改造する場合K は Knell er の述べて出

る様l亡、交通械に沿ょ、都市の自然琵生的の;史民向i

向を巧み Ir. 利川 して居ると云ふ勤Ij I'C於いて、- I ! 返め

第 2 圃

て 賓 現 性のある次子Ａ子案と云 ょ、 事が ｉｈ 亭 ｾる 。 所 謂 コ

ミーの地方計霊築 も之主 挨 を一つにし ?こ ものであ

る。

上越し fこ様な岡型都市や閑型都市は、満ち防空

の敵であるのみでな〈 、交通問題の敵である。交

通問題は勿論防空上も極め て重要な要素で あ るが

純粋の都市計霊的見地から も極めて重大 な問題で

ある 。都市交通の浪商Lこそ白 山主義的都市計聾破

綻P 一閃であり 、地方計霊への殻展の必然性 を示

して居る 。

更に之を都市の自然護生的な見地から見れば、

従併の都市は元余市場から殻達しTこもので あり、

驚く f 持 率 に は 交通機関の殻達し fこ今日、狛依然

として馬車時代の 、その形態を存して居 るのみ で

ない将来は兎も角少く とも現在迄は更に大規模

な市場へ と集積しTこのである 。 此の市場 ( Ci ty )

が今日の都市形を決定し?こので ある。従っ て交通

路が之を 中心 として放射 して居るのは首然であっ

fこ然し絞梢組織はー援 しTこ。産業の進歩、交通の

殻達に伴ひ‘ {_Iヲ宅と工場は分離し 、此慮に者1¥市交

通の混昂Lを形成するに到つ 七のである 。

者?i 伏者1¥市はj折〈の如 き交通技術的乃至は交通経

術的根践から 1+'，護しTこ交通線を根幹と しfこ都iti 形

1 7  v ， 
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である。幣肱・都市に於ては都心 ( C ity) は抹殺さ

れて居る。 此の意味K 於いて 、同型都市と全く封

土ヒ的なものである 。帯i伏部市は、交通技術的見地

から Soriay Mat a 1'[ 依りマト・リツドの前進都市と

して始めて計撃され fこが、 ソピエツトに於いては

専ら経術的根楼から採用きれ、 K orn. Miljut in 等に

依り詳細な研究が行はれて居る 。 (un岡〉

而ち交通的見地から出張し 11帯服部mは、都市

計重から 地方計輩、同土計壷への殻展の要求をも

充して居るのである 。Fri edri ch は都市と農村との

融合方法として幣M都市の閤民経隣的償値を認め

「得j伏都市 l乞於ける工業と農業との緊密なる結合

は、 都市と農村との融合( S t adt - L and-Ei nheit) を

舛らす: f ' ; が出来る 。之は道路、餓道、運河i乞依っ

て縛され f二分散地帯であり、組紙的需要供給制係

を持つ f二分散都市fである 。国民経& f 的に最も組織

的な都市形態は帯A A : 都市であると述べて居る 。

コミーの地方計霊案も有字紙都市の経がi的根! 厳か

ら出張し fこものと巧へられる 。

ソピヱツト の帯AA: 都市はJ軒〈の如く専ら粧梢的

根協から出張し? このであるが、ドイツ lモ於ては寧

ろその防空的憤f直に注目し? このでゐる 。Sch何込er

ger は ( I  ) 防空的 l亡最も弱鈷である都心 ( C ity)

がない。 ( 2 ) 従って杢誕K 依うて全腫の都市機

能を破壊される恐れがない。 ( 3 ) 交通帯 K 依っ

て結合され fこ分散都市である 。 ( 4 ) 従つ士農村

との緊箸? なる結合K 依って如何なる場合に於ても

自給自足し得る。( 5  ) 各種の政倒的、消極的防

空施設を行 i 、のに有利である 。等勾防空的長所を

v. 1 8  

皐げて、 その防空的慣値を最大に評f質して居る。

斯〈して帯! { 長都市は 、粧倒的見地からも 、防空

約見地からも 、理想的な都市形態であると云ょ、事

が出来る 。

而も我々は未聞の原野に新都市を建設しよ うと

云ふのではない。叉斯様な事は到底賓現不可能な

問題である 。我々の新都市は嘗然既存の市街地乃

至は梁落を中心 として立地ずべきであ る。防空的

理想都市の任務は 、之 l乞従って現存の都市乃至は

楽: 濯を改造し、その護展: r t ' 泊ー切に誘導ナる事にあ

る。既成の都市乃至は緊本を交通技術的根擦から

帯AA: 都市i乞改造し. 誘導する事は K nelJ er の述べて

居る如〈適切なる交通線を押入する事正依って、

極めて容易に 、極め て自然に賓現出来るであら う

何となれば. すぐれ fこ交通線 ( S'l mmeI taugente) 

K 援しに地域は 、自然費生的に最もすぐれfこ地域

として護展するのであら うからである 。此の事賓

は既に始って居る 。 ( 第 4 岡、第 5 岡)

帯i I k 都市は防空的要求を完備し fこ理想的の将来

都市と云ょ、事が出来る 。第 6 聞は Sehoszberger が

防空的理想、{ li¥市 t して示しに Fri edri ch の帯紙都市

である 。

燃し帯!u¥都市の組織f亡は根本的 l乞は完全な研究

がない、特児科接的家賃及びそ の要求から都市形

を推論する様な科撃的研究がなし、。岡型都市j fL:封

してなされ fこ様な研究が、架空計主主の原則として

帯紙都市にも必要なのである 。 M伽 in の. 帯以都

市も Fri edr ich の ものも 、何れも粧がf的瞭強から或

は純 ti i¥市計者: 的根政から生す・る着想、を参汚的に暗

寝鶴露麗寝露頭悪露顕覇軍

第 4 掴
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示しfこに過ぎない。将来の都市と

しての孫子欣都市が往々単なる架定

の計- 笠として看過され、員商目な

議論の j j 象にされない所以は専ら

此 の 恥K か〉って居るのである 。

之は ｾｽｪ 益的活 Ｑ 惣都市計査の質現に

大 きな陣容となって居る 。我々は

帯 拡 都 市の組織に封し、純 都 市 計

霊的程協から更に基礎的な科接的

研究を行はな〈てはならなし、。

Nut t all は彼の著 書 “ Oi r Depeoc  

aod the Ci ty Popul ati oo" ｉ 乞 於ｾ、て

彼の閑土計予1i 見地よち間援しfこ防

空的理想、都市の形態及び組織K 封

し、個々の場合 l乞就いて極めて有

機的な研究を行って居る 。以 下 迄

等伊各々に就いて者手紙者11市 の夫 れ

と比較i 'JJ照して開示する事とする

それらの純都市計霊的乃至防宰的

評僚に就ては、敢へて読者 の 判 断

と研究に待ち fこい。( 第 7 - ll IIDi I)

h  

{商 新 = 9 k m
2  

t人 口 = 50. 000人

i工業人口 =ー 7. 500人

人口が計笠人 口を超えて膨脹する時は、各

地域はそのま V 自然的K 延長護展せしめ 、環

ａａｦｊｾ の迫加 ｋ 依り 、 更に多数の二弐的都 心 を

形成せしめるのである 。

( 商 積 一 15km

2

( 3x 5)  

人 口 = 50. 000人

工 業.人 口 =  10. 000人

市街地面積士6k m
2

第
7

圃 (a)  Nuttall に依る防主主的理想都市

の模型悶

第 7 iI Cb) 待妹都市の模製図

1 9  V I  



工業地域 = 1. 5  km'  

業務地域、商業地域=1 km
2  

位居地域= 3，51αn
2

市街地人口 密度= 8.000A/ km
2

道路、公園 、線地商積= 50μ

市街地一入賞ち敷地面積= 60m
2

人口 が計-重 人口 を超え て膨脹する時には 、各地

域はその ま、自然的 l乞延長護展せしめる 。

f筆者 は大阪府都市計査課技師〉
第 8 国 a 臨海防空的理 想都 市 ( Nuttall )

A GR I C U L T U R A L  L A I' J D 

第 9 置 a

〕、 ｟ＭＺ｟｟ＯＭＮＮＮ｟ＮＮＯＧＢＧＢＧ九 ｊ 目、ｾＧＭノ ベ ｾ ノ ｾｾ 人ＭＮａＮＮ入ム ｪ
運河に接ナる防空的理想都市

( Nut tall )  

第 8 圃 b  ( イ〉 臨海帯i伏都市

第 8 困 b  ，( ロ〉 臨海平智光売都市

v，2 0  



第 9 聞 b

運河に接する平I l ' ! 伏都市

第 10担 a

山地の防空的理想都市

第 10 薗 b

山地の帯倣都市

A GR I C UL T UR A L  L A ND 

第 11 図 a 既存都市の防空的改造

( Nuttall )  

第 11 園 b  既存都市の帯妹都市への誘導

2 1  YI 



支 那 都 市 の 防 空 的 素 質

1. 序

防京都市計費: との課題 l乞て何か書( 1 との編桝幹

事 より の命令。都市計・妻宅と章子防とに聞係あるノj 、生

を促へての課題としては成程、適切なるものと他人

事の様 ｉ Ｇｌ感心してゐ＿このであっ ｦ こが、 Ｙｾ Ｑ 人にも同

様斜題 I' l : て原稿力依頼あり? こる由 。日iれば支那事

鑓の勤夜 、 次で大束 ｃＱｮｩ 車ｾへの殻展に作ひ、 ￱Ｇｬｾ の

防安陀針する閥心は愈々深まり、例へば法jliIJ 的進

展の跡を見るも 、防益法 の制 定 、都市計霊法及市

街地建築物法へ防空t条件の押入、拘又防空建築規

則 の確立と なり 、 防宝物 ｾＱ ｦＮｊ要件 の 大 網は決定、且

防芸者1¥市計委主の必要性 並 ft: 共 の骨子も目苦 々世 fC定

設と児られるものも HHU""づfこので、今夏本課題

ｬ 亡就 き各 人 が同一虎の容を ｾ ｉ ｉ 心 に説明するのは無

意 味?ごと考へられるので割愛する 。

きが，支郎事鑓の勃受賞時、即ち昭和 12年 11 月と

昨年 Ｔ 月と ｬ 亡 、 者 ｾ ｉ 市 防空旋 ｆ 完了 直 ｦｌ都 市計 整事前部 ｪ

祈 の 得、中華民間 Ｑ ｺＺ ｉｈｾｬ ｾｾ 命せＧられ 、法 ｔ ご尚 薄で

はあるが、- LIi1. '彼地主要都市を閥察するの機を得

Tこので、 i吹主主か偶然かは 別として、支那 郡市 の持

てる防空的素質に就 き気付し、 f二位をノかし く紹介せ

んとするも のである 。

2.  建築物の耐火性

内J也の建物は木と紙とで迭られてゐると謂はれ

るが、この筆法で行げば支那の建物 は石 と土 と木

で ｩｩｓ られてゐるやうに思はれる。上海、南京 、 ＮＺｦｾ

京 大 都 市 に 限 ち 今 、支部各地 の主要都市 を構成

する 一般建築物の大部分は煉瓦浩て、木造、鍛筋

混凝土遇、銭官'浩のも のが黙々と散布 してゐる有

事長である 。

煉瓦浩と 計 ｪ ひ 、 銭筋混凝土迭と ｚＱＱ ひ、我問者ｾ｜市

民於て見られるが如き立派なれも迭を有するもので

はな し、。煉瓦造と云ふより寧ろ木骨

yl  2 2. 

士

口田 信 武

方が油tt な程度で、屋根 は勿論、柱 、梁等も木造

で、外壁は とも か < nn仕切IJ !W等は頗る粗悪な煉瓦

三!と枚で柿成さ れてゐる のが一般であり 、叉餓筋混

凝ゴ二世と云ょ、より 寧ろ骨待銭筋混蝿土迭と云ょ、方

が適切な程度で、部材はノl、さく i見凝土の質も極め

て是lいo 11[: し之に反して木迭の方は比較的立汲で

要 所 ｬ 亡は ｩ 耐 火壁が設げられ 、 火災 ｋｾ Ｎｪ る ［ ｈｬＧ ｩＮＺ Ｚ［ の巧

!伝が扮はれてゐる 。聖ーする l亡、建物全般をJ i f i ¥じ て

絶 ｪｴ Ｎｪ 的 ｋｩ 耐火ＧＱＧＱＺ の ものもな い 代りに 、肋 ー火 ド ＱＺ Ｑ 亡 Ｑ Ａ｜ｾ

ｾｾｊ 心な ものもなし、 。 従って平素火災 の 延焼と云よ 、

現象は殆ど7民し、 111 で、勧〈共僅かな消火乎段念講

す・れば、直に之が鋲過を期し得られる のである 。

ｾｍ 主要 引 っとし て防火第 一主義を商問せられ てゐ

る今日、大いに参考とするに足る事貰ではなから

うか。

現地の某将校正り上海の火災に恥いての賞験談

を聴い? こ。以前にも 一寸交貸し? こやうに記憶する

が 、 ｾｊ ［ の一色Ｈｦｪ 。 建築物の火災 の 原悶 は 砲弾の般Ｉ j"  

敵兵 の 放 火 焼 夷 開等 である 。爆柿の破片は普通

勤 寓 l乞制分され 、共の熱容量が頗るノj 、なるま3火災

を起すに至ら ないが 、砲聞のi政片 は相 訪大なる常

務下後相官時間を世いて可燃物 lて延焼する民があ

ＩＸＧ Ｑ Ｑｩｉ ｾ傍失せる完全 なる 防 火 星電の残存せるもの



第 2. 南京妓内にはこんな問問風景が到る虎見られる

る。放火と焼夷開 lま必十火7亡を主!よる 。之等火災に

到する防備 t して最寄の方法は都市全館を耐火建

築物の集固となす こと にある は勿論であるが、支

那者s市 陀於げるが如き煉瓦也、石造等の建物も亦

大い K 効果がある 。木造建築物 :ま後程迅速なる廃

位を誹ぜねば困つにものであるが、就中、屋根裏

K 軒i々粥{ 多な可燃焼物を詰-置〈場合、網戸を閉- l ) J

つ fこ場合、引火性爆音性薬品類 D 多数存在する場

合 、 防火監 の ない場合、 ｚＺ Ｚ ｾ 地 、 道路の ノ ｪ 、 ｔ よる場合

等は消火J てi長も困対iーであると 。

3. 市衛地の疎開

一般に支部の古都は、共 の周囲を iiJi 丈なる披壁

I'L てJf! l . 固まれ、共の内部 l陀乞下右:

宅等等-凡 lゆφ る建物が配置されてゐ る路悌闘h討j係-ト九.，、 大部介

の ｺ抑都 Ｑ官｜Ｎ心 乙心、 は 家 屋 平続待集し 、 大小の ｾ Ｚｾ地頗る乏しい 。 Ｔ た

って市街地の疎開問題vc闘する限り 、都市改造の

大々 的 l亡行はれてゐる二、三の近代都市 を除いて

ω詰る可き何物 もない。l幣従琴 より干了する都市形

態その他にて、多少本問題を解決せる例としては

先づ南京のそれを穆げることが11' . 保ゃう 。

到lち、長ーさ約32哩 、高き 15} う至25米、 幅 7 乃至

25米 の堅問な る南京城壁内の約 7割が農耕地であ

る現J兄。之はタ卜般の芯l強なる長期敢に玄I臨すべ 〈

長期 間 に亙っ て 能被自給自足切必要ありし ｾｉ 亡 、

斯 〈宏大 な る空地主? 切似しにも の と考へられるが

之が鴛今回の事箆に| 際して、或は飛行場或は勘定

陣地等払極防空J 二、照叉各府i消極防空上有利であ

っ fこらうこと泡H象lて刻H ない。

南京の如き披 内.k*-象地は特異な例であるが、J :

ｪ 持、北京等の大都市の ｲｬｾ 心 部 ｬ ては相蛍 ｔ よる耐杭の

公園が多数散在されてゐることも見逃すことは 川

殊まい。

向 、 媛ノ ｪ 、 ｔ よる庶民位宅は 別 として 、 ｾ ｉｉ 流以 上 の

但J 宅に 山水の景を棋し f こる大催国のあるこ と周知

の事: 宜ーに小l主主 i乞は詳述は何回告す るも 、支郊守J 院の

それと共 l亡、' * 家庭陀相蛍の非建築地の附属せる

ことも亦見逃すことがH ' ， ｾ立ない。

4. 都市の改造計重

之は近代初市の話である 。」て海、t??商 、北京、

天冷等は支部事鑓勃設以米我間の手に依っ て油- l J J

なる者1¥市改造乃王都市計男iを質施し、問-311城外 lζ

新都市の建設が行はれつ〉ある 。

上海の新市街孔!I 没医域は現在の "1催地より寸、流

町l ち揚子江に接近せる位置にめり 、誌 のfliiiW約 2

000 高 珂2 以 上 l亡及、 合型n的 なる土地利 i !i開設の

nt z : : 先づ各布地区の11，1]定 、幅白 15 j  i: 100 米幹紘

街路網の策定 、岸壁の築造並に運河の阿轄、共の

他下水迫｜公閥、線地帯、鍛造句 ｱ と防Ａす ＱＮ［ Ｎ綜介 ｩ ＧｩＧｾ

計・盤石? 倒立し 、質施せ んとする ものであるが、現

在では日文合耕の上海恒産株式合祉の手陀 依り、

共の第 1= 火事業と して内約 00均'. t ' L亙る 部分 lζ就

てのみ 力が注がれてゐる 。

質施の方法とし炉ては 、 この匿域内の土地主?杢部

買収叉は牧川し、道路継崎君事の諸工事を施行する

と共 l亡、完全 l亡整地 主? 行ひ、土地主主牧費淀 l乞工事

貨を基礎とし、gi U、る限り 低 Jj ft なる! i " { 絡を以て. J l jt

下げる のである 。共 の分譲方法としては 、貸付期

間20ヶ年の賃借槽を設定し 、満期 iて際しでは無俊

子l'更新を認め 、事宜上所有概と 同様の取扱 をなす

こと〉な ってゐる 。

共の地E宣告1] は、第一.tl :居地区、第二{ ! ・居地区、

第 一 尚北地区 、 ｕ ｾ 二 商業地底 、 第 一 工北地区 、 第

二工業地区、工業特別地医、公共地区、倉日u也医

及雑民地区の10地区 Id 川分せられ、総て所説明白IJ

地区ＺＡｬｉ｝限をなされてゐる 。 建築面積の穀地｛酎干ｾ ｜ ｉＧｃ

ftHする訓介は 、公共地医が位も般で 2 書1]以内 、第

- p，ti先地医がi誌も絞で 7 客1] 以内と制限せ られ 、共

の他の地w. : は この純間内で泊訟に制限せ られてゐ

る。

南京の近代都市計 撃 として は見る可きものは な・

い が 、 北京 を ｾｦ ￬ め天津 、 前南 、 徐州、 Ｏｌｩ 米 抗 、 太

Z 3  VI 



原、新郷等所言自北支主要都市l乞於ては賀ーに素晴し

い。 この方商 lて於げる計聾!乃中心機胡は 、こIt 京の

量産北政務委員脅迫E2宝級、署部市局で 、一方北京、天

津、例甫及太原に配され七る各工程局が、共の現

地主管機測となってゐるのであるが、一都市の.，，[1-

程的問題と な ると 、各ニ都市 lて設げられる建設線、署

工程局施工所、チT公署建設臨都市科及市公署建設

局都市科なる 三機凋が J 謹となって之に古ってゐ

るのである 。

華北部市計設の要領は 、都市計霊区域、市街地

計聾区域、地域地区 ;Ii IJ、交通施設、街生施設、防

護施設共の他各軒i 公共施設を綜合的K 計聾する k

ｾＹ ，就中、地域 ｉｉＢｊ とし ては位居地域、商3草地域

.3園 北京商郊新都市計笠岡

V I 2 4  

混合地域、工主地域及緑地域があり 、共川; 全; j ;IJ 限

は我河 ｬ て於げるものと大差ないが 、 建築｛白 ｩｩｦｫ ｊＩ ｾ段

地商債に5討する割合が、続池域 2 ｾ ［ ｉｊ 以内 、 ￭ｬ ｩ 民 地

域 4 ¥1f IJ 以内、専用担: 居匿 3 害IJ 以内 、尚北地域 6 ;例

以内、共の他の地域 5 寄IJ 以内とな ってゐる ことは

防空防火上もまことに策を得? こる事項と考へられ

る。

北京都市計設は 、古来政治文化軍事の中植地- と

して r1i 緒ある名勝奮跡大: i : l l i 器物ぞ包合する所513城

内陀は手を着け今、之を保干Fすること〉し、将来

の重要機羽及生t宅商庖等 lei ' I しでは披壁の西郊に

工業の大進展に潤しては共の京郊注lて通州附近に

夫々適切なる新都市計主主を樹立し 、醤新都市を IHI

。雪ｾ a  ｾｾ Ｎ＠
号 制 氷



滑に分散連絡するごとに現想的大北京の現出を公

開せ んとす るもので 、凡ゆる部市: 1m限並に都市鳩

設が既 1'<:: 詳細; ゴ十主され、 J 部着々之が貫現過ー準

t亡移りつ〉ある現i伏で 、共 J ) 着: 在、規模1 ) 宏大さに

はー憶を主せす・ には居られな い。所前西郊新市街

は北京城壁を距る約 4 粁 Jり地に始まる東西 l乞長い

長方形の地帯であるが 、共 カ周囲は殆ど大級地区

にて取巻かれ、中継部は約25平方粁となり 、人口

約25高人 を目標とし てゐる 。

街路網は一般! と絡子型で、特殊の場合を除〈外

幹線道路は幅fi35米以上、特に重要なる東西道路

長安大協は幅員80米、之と直角 !て交はる南北道路

興亜大街は幅員 100 米主去よ、雄大なる計費: 含有し

てゐる 。此鹿のみに限ら今、各地 K 於げる都市計

整街路は勿論、前(モ近壮都市計聾としで見るべき

ものはないと 云つ に南京医於ても幹線街路の賞に

素晴しいことは 、防空上特筆すべき{ 賃値があらう

5. 重要施設の分散

過去何年I 1nかK 亙る 、主樺者のml 断なき移動、

各閣租界の存在、各種企業者・の自 rJJ 経替等κ依る

ものと想像されるが 、支那各都市K 於ける重要施

設は寧ろ無統制と思はれる{ 立分散配置されτ ゐる

この事責は各地の市街地闘を一見すれば明瞭で 、

何等説明を要しないが、共 の最 も適切なる 一例と '

しては先つs 南京のそ れを事げることが出来よう 。

南京は云ふー迄もなく 、政治の中心地? こりし鴛 、

奮政府時代の各種箪官脱が城内 tて多数建設されて

ゐるりれどち 、決して所前官街街を形成して居ら

ぬ。幹線街路に沿うて 、例へば奮海軍部、宮外交

部 、奮陸軍大製 、哲司法行政部 、宮中央軍官接佼

奮財政部、奮客計部、宮造幣廠、奮内政部、官: 長

兵司令部、共の他の憾要機関が票占々と散在してゐ

る有様である 。

果して建設の'8 ; 初より防空上の問題を臨lをして

意識的に斯〈配置され f こるものや否かは筆者午I j 然

としないが 、 航空機からの一撃に依って敵の ｉ Ｚ ｉ ｾ 抱

機関を級減し真It き斯かる事情 l乞あちし商、京燥感K

1Nずる皇軍の苦心の程想像 le絶するものがある 。

6.  待避施設の充賓

南京に於げる大規模の軍官J ' I J 地下防主壌、迅

第 4 圏 中規模防空壕全景

前場等 l亡J仕; 交ぜる公共防空壕は 、支部の待避施設

の趨例として 、既 に詳細 K 紹介せられてゐるの で

何時するが 、南京を始め 、徐州 、州南等に於ても

所前家庭防空壕式のものが到る底K 見ら れ る。之

等の中には今回の支部事鑓を? 機とし 、惜士宮しfこ計

詩的防空専F1Jのものもあるが、共の大部分は家屋

の床下等に設け fこ地下室長で 、古来 より盗賊に劃す

る避難J - i i 或は物資隠匠月! とし7こものを其の依利用

せる ものが多 い。従って中流以上の家庭ーには殆 ど

待避施設として見る可き何物か Y 備はってゐる わ

けである。

向 、大々的防空壕 と之等家ー庭防昼壌との中間に

中規棋程度の防空壕も多数散見せら れ るが、共の

構造は石造 、形式は宇地下式と云ょ、のが最も多い

7. 結

建築物の耐火。陀、自rll 空地のJ f o' ( 大、建築制限 に

よる建築商積の敷地商般に封する 比率の犬 、重要

方面設の分散配置、待避施設の充賓並に近世徹底的

都市計霊 ω 施行等 、 ， 支那都市 ｬ 乞 於ても相官 ｾｪｪ 昼的

素質を整備せるもの齢〈なし 、。気候 、風土 、慣習

等の相異よ り彼我の間には同ーに論じ得ら れない

各種の要素D 存在することは勿論であるが、之等;

事項の責在は大い K 注目するI ' L{質する事責であ ら

うと考へられる 。

8. 附 録

昨年の中華民閤並満洲閤硯祭は 、僅か26 日を以

τ 14都市を臨廻つ fここ色、なるが 、一臆の見撃に

は別に苦し〈なかっ f こ。叉行かる〉 人々の需に共

の日程表を掲げ御参巧に供し度いと思よ、。
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3 月30日 ( 日〕

午後 O時 15分 大 阪 廃 を R o

3 月31 日 ( 月〉

午 前 7時 '4分 長 崎 港 廃 に 着。

午前 II ｾ寺 Ｐ Ｐ 分長崎港を 出 帆。

4 月 I1ヨ ( 火〉

千子後 2 時 J O分 上海港に着。 新 亜細沼ホテノレに投館

夕 方 傍 租 界 内 京 撃Hl にて晩餐。

4 月2 日 ( 7.K)

午前 興亜院掌 中連絡部、上海恒産株王官舎祉を訪問

午後 大 場 鎖、騎行銀に参詣。江河競馬場、央階、

市政府、住宅君卒、 III IJ 北方商等を鵡祭。

夕方 共同租界興亜飯賠にて晩餐。

4 月3 日 ( 木〉

午 前 偽 租 界 住 宅 地、 同文香院科、患研究所方面等

を澗祭。

霊童 偽租界 D . D .にて重量食。

午 後 共 同 租 界 南 京 路 方 面 識 祭。

4 月4 日 ( 金〉

午 前 Ｘ 時 ｏ 分 上 海騨をｾ。

午 前 9時42分 蘇 州 騨 に 着 。 虎 丘山、 商関 、軍基山寺

第 5 圏 中規模防空場入口

V I 2 6  

第 6 圏 中規模宇地下式防空場

第 7 閣 家庭用地上式防空域入口

的問 、大丸等を i限聖書。

味稚酒庖 にて盤食。

午 後 悶 妙 観、獅子，休、北寺構等 を視察 。

午後 4 時 43分 蘇 州 膝 を裂 。

午後 10時45分 南京野. に着。焚来官官に投宿 。

4 月5 日 ( 土〉

午前 南京大使館に 出頭。

ぷ 首 都 飯 j占に て也会。

午後 明孝段、 中山 陵、党準門等 を澱祭。

、，



月6 日( 目 〉

午 前 警 備隊本部、五十嵐部隊に 出頭。

牛 後 北極 閥、鶏鳴号予防空場等を視察。

4月7 日 ( 月〉

午 後O時30分 南京浦 口躍をきE。

午 後 10時30分 徐 州障に着。存者滞 ホテルに投宿。

4 月8 日 〔火〉

午 前 建設線 署済南工程周徐州猪工所を 訪問。雲龍

山 より 全市を一望。

午 後 戯馬 山防空振、家庭防空場、苦手備 防空壕等 を

洞 察。

夕方 徐 州 施 工 所 長 官 舎 に て晩餐。

午後 10時30分 徐州鍵を登。

4 月9 日 (7)C)

午前 7 時55分 済南燦に着。菊水ホ テノレに投館。

午前 建設線医桝南工程局を訪問。南郷住宅地 、放

内的突泉、大 切f初等を親祭3 忠、魂碑κ 参詣。

午後 前省政府 内防空壕、. 済南病院、運動場等 を視

察。

4 月10日( 木〉

午前 8 時30分 憐 南 践 を 設 。

午後 6 時 O分 青 島 際 に 着 。

ミク= ヤ ホテノレに投街。

4 月11 日 ( 金〉

第 8 圏 中華一民間、i満洲矧n司祭行程悶

午 前 背 島市公 器、奥i l l I 院華北連絡部 出張所を 訪問

関際倶楽部に て章食。

午 後 建 設 織 署 済 南工程局青島施工所を訪問。 山東

産業官官、砲E基公閥 、太平公関等を 親祭。忠魂碑 、背

烏紳祉に参詣。新設興亜遺路を 親祭。

午 後 9 時仰分 青 島酵 を裂 。

4 月12日 ( 土〉

午 後 10時 O分 北京厚撃に着。 事聖域官官に投街。

4 月13日 〈日〉

概党衆合自動車にて、北海公開 、古物 陳列 場、薦議事

山、 天壇等を調察。

4 月14 日( 月)

午 前 準 北政務委員舎建設総佐を訪問。

滋 大 陵 春 南 飯 荘 に てを食。

午後 p 中央公到 、西郊緋市街地、麗溝崎、東 安市場

ｾＺ，を調聖書。

4 月15 日( 火〉

午前 9 時25分 北京騨を設。

午後QJ 侍34分 北京北擦に着。

午 後 建 設 線 審天 津工程局を訪問。大濯河、披 内、

各閣租界、新工業地帯等を調祭。

夕方 租界内北安利に て晩餐。

午 後 II 時42分主主天津躍を資。

4 月16日 ( 7fc )

午後 3 時5，0分 宣伝天廃に着。来天神社、忠重量壊に参

詣。大ffii 場 、南市場、大西港門等を視察。

午後 O時30分奉天廃を量産。

4 月17日〈木〉

午前 Ｖ 時 ＲＲ 分新京野に着。臨時問者 ｾ ｉ 建設局 を 訪 問

午 前 倒務院 前、 安民民場、動物閑附近、大同腹場

等を 調努。南街、忠量産堵; に参詣。

中関銀行倶集部に て主昼食。

午 後 建 築 局 を 訪 問 。

夕方 ヤマ トホテルにて 晩餐。

夜 トキワホ テルに投宿。

4 月18 日〈金〕

軍人合館にて壷食。

午後 3 時 2 分 新 京 際 を 後 。

午後 9 時34分 P合爾演躍に滞。者11ホテノレに投宿。

4 月19日( 土〉

午 前 満 銭B合爾i街建設事務所、恰爾波市公表を訪問

秘花江、キ タイ スカヤ街、新関街、東 市場等を鵡祭

正 ヤマ トホテノレにて整 食d

午後 観光乗合自 動車にて 、恰爾演市1[1最士、忠 霊 塔に

参諸。博物館、露人墓地、孔 子I鋼、松花江等を調妻美

夕方 ホテノレ モデノレンにて晩餐。
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午後 ・0時 2 分 喰帯電波廃をl ' i 。

4 日20日 ( 日〉

午前 9時 35分 鞍 山 震 に 着。鞍山市公暑を 訪問。

午 後 環状自動車道路、住宅群、支那街、新市街等

を親祭。

午後 3 時 18分 鞍 山 膝 を 護。

午後 5時 16分 宣伝天騨に着。奉天 ピルホテ ノレに投宿

4 月21 日( 月〉

牛前 i前銭縮局工務局、家天市公暑を訪問。

壷 ヤマトホテんにて量産食。

午後叡光梁合自動車にて、忠霊培に参詣、同普堂

北陵、北大 管、披内等を 親祭、奉天神祉に参詣。

夕方 銭商工業地帯ゐ潟餓住宅地を漉祭。

午後 8 時 30分奉天騨を音量。

紫 畑 室 御 投 稿 に 就 て

4 月22日〈火〉

午後 O時45分 京 妓 際 に 着。 朝鮮総督府に出 頭。

夕方天香闘にて晩餐。

夜背雲妊ホテんに投宿。

4 月23日 ( 7)<)

午後 京城府臆を訪問。朝鮮綿督府に出頭。

4 月24 日〈木〕

午 前 朝鮮紳宮に参詣。

霊E 靭 詳ホ テノレにて釜食。

午後 自動車道路を視察。博文寺、昌慶苑等を界観

午後 3 時 50分 京 妓 際 を 登 。

4 月25 日( 金〉

午後 7時35分 大 阪 騨 に 着 。

〈筆者は大阪府都市計: m練技師〉

先般御投稿をお願ひしましに底、御賛同を賜り共の後も組 々執筆の御内定を受 げ

愈 々充賞して来ましに 。

v ，2 8  

今後も是非御投稿をお願ひし? こゐと存じます 、向執筆御門 1越次第原稿FIJ 紙お迭 り

致します。

t主主1まは11聞に致します魚、都合で遮れる事があ るかも会11れませぬが御諒承願ひます。



防火改修費施上の諸問題

は し が き

大東亜戦争勃殻以来大稜l戒の下、勇猛ー洪敢なる

皇寧; 符:1ごの奪戦色 、一億閤民不退時の大決意 とに

より 、外世界制覇の非望を遣しうせんとする米英

雨闘が 、 多年来日目の牙城主頼みし重要磯野 ｉￎｾ 相次

いで占燥 し、菅 l亡敵閣のみなら 令、世 界の耳目を

発動せしむる大戦果を各方師K 穆げながら 、内 l亡

は大東亜戦争完遂翼賛選穆を列閤環硯の裡K 梓々

Tこる i徐裕をも って完了せり 。

斯の如く絶封優位のi削除瞳11J1Jを把握せる にも拘

ら子、去る 4 月 18日敵が窮徐の策?こるゲリ ラ空襲

を我本土 K 初めて受け fこり。我等は今更ながら近

代戦の本質を如宜に自の謹り見るこ左右? 得? こち。

今後層ー居間土防衛の完壁を目指して資材整備に

設 備 の鎖充に訓 練 ｋ 拍車をかくる 必 要を ｾＧｍ 感する

ものなり 。

我岡都市防空上緊急: 措置の - t こる防火改修事業

の念述貰施色、今後毎々要請せらる〉は必然なり

k イ言令。之に鑑み本事業陀直後従事せ しより日付J

l遣 し 経 験 未Tご乏しし思成米? ご縄海なるにも拘

ら子、本事業の前j全を楚ふるの依り、敢て禿筆を

揮ひ、本事業貰施｟ｉＭＮのｩＩＧｪｦｾ問誼 ｬ てっき、私見の ＭｊｪＧ ｬ品

ぞ述ぺ 、識者の御叡示と御指導を仰がん k する次

第なり。

代行制度の念謹費施

本事業の主髄Tこる防火改修組合の結成は時局制

比 較的容易 l亡宜ー施されつ〉あるも 、事業執行K 際

し工事費の 3分の l f ' L 相首する家屋所有者- の負婚

金調達不能の者屡々イ刈i し、工事施工K 際 して障

害 となり fこる例あり fこり。叉資金の調達全然不能

には非さ' るも 、工事施工後工事貨の支拶1¥1乞首 り、

分割支報告を要求するもの或は: 長期11¥]1'[ 沙る 月賦 文

梯を 希望するも の等現はれ 、工事請負人並 K 我々

大 野 勝 亘日

M討係者等も之が解決陀 JJ花心するを常とす。 これが

鴬工事費陀も影響を及ぼさんとする現欣なり。

防空法の改正により資力なき家主 lて代りて、市

長工事の執行をな し、工事完了後市町村税徴牧の

例 により負捻金の徴牧をなし得 ること〉なり fこる

を以て 、資金訓建不能の家主に釘する難問題はー

! 底解決せらる〉も、こ〉陀問題となるは一部少数

の資金な き家主 l乞釣し代行する場合必やし も資金

制注 ｬ 亡事紋かさＧるｾＮＺ￬ＺＺより代行を希望 する 者続出

し、市7象算のIJ 釧肢を 来すj長十分ある黙なり。

之を除去する鴛には果して全然金策の道なきゃ

否やを調読し、資金調達の能力ある 者 陀 劃 しては

代行を望む場合、制助金の率を低下するが如き方

法を誹す・るも一つの方法なりと考ょ、。

いづれにしても急: 速に防火改修規 則陀J.! IJ り細則

を制定し 、。iせて大 阪市 木造建物防火改修柿J l jJ 規

程の全面的改正を行ひ、 代 行制度の急: 速賓施主? 計

るは ｾｉ ｊ 下 の乏 Ｑ［ 務 ｔ よ りと 信 十 。

市 民 の 自 盛

代行; ¥i IJ 度確立され、優秀なる設計業者、熱意あ

る請負業ｍＭｾ熟練せる持務者ーを動員し、事業の執

行を計ちんとするし事業の主盟となるべき 市民

即ち 家主並居位者にして自覚なき 時は、設 計並 工

事責施 lモ営りー障害となるは必然なり。

現在の j伏態にては設計ぐ主として家屋現況の測

量並現場調茶) I乞際しては大な る困難なきも工事

施 工 lと際して本工事 lて籍 口し、在 来 よち破損せ る

個所の修絡を要求する索、必要以上の妨害をなす

者、或は防火ート. 支障を来きしむる が 如 き設 計鑓更

を要求する 者、或は叉仕上材料の黙につ2 き7象算を

無視するが如き要求をなす者等々枚傘I ' cnj 呉なし。

か〉る附守主＿排除し 、 本事業の ＺＲｾ 速 なる 貰施主＿

企闘せんとするには、一大佐霊長運動を展開し、 自
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己の家屋は自己の手にて守る意味を徹底的K 理解

せしめ、本市十亡於げる技術者、事務員梯底し、将

来共益々不足する現j伏なれば、- 柿J l )J金を 交付する

代りに防火改修組合の手にで設計ーより工事施工迄

一切の事業を逢行せしむるを必要とす。

勿論此の場合、設計業者、請負業者の斡旋並監

監は府市開係官局その資に任す・るものとし、防火

改修組合をして直接専門設計業者に設計委略せし

め、設計完成の暁. 市を通じて府首局 K 申請せし め

府市に於ては設計の内容を審査し、受賞なり k 認

定せる節、工事を行はしめ、工事の途中各工事工程

毎K 遁宜工事検奈を届問での検芥を受げしめ、直

接の工事監督は防火改修組合をしでその責lて任ぜ

しむるを、技術者不足を柿ひ、事務的手績を省略

し、且つ急: 速貰施上最も理想的なる方法なり k 考

ふ。

改修直接の撰定方法

改修医域の撰定方法は現在大阪府に於て百十重せ

らる「ぺ J レト」式即ち路線式に撰定するが、工事

賞施上最も理想的の方法なり。油首の幅員を有す

る路線式防火改修は防火上有数なるのみならす¥

一人の請負業者をして相隣接せる4 防火改修工事を

逐次施工せしめ得るが故費材材の轍迭に利便を粛

し、工事費の底廉、努力の節減を招来し一、石三g

の名案なり。その他資力ある請負業者をして小規

模の防火改修工事を多数ー布施工せしめ、或は資

力なき 多数の;背負業者をして和競ひ施工せしめ得

るの利便 あり 。

か〉る見地より今後共分散的K 重要施設の周囲

部のみに限定せしむる方針を排除し、此等重要施

設の周囲部をも包含せしめ fこる路線式防火改修方

法を強行せしめ' られんことを切望するものなり。

設計方針の確立と遁正標準草債の決定

現在貰施しつ〉ある設計方法は 、大阪市木造建

物防火改修祈jJl jj 規 程K 規定せらる〉僚項を基主し

之 lモ個人的判断による防火J -.の必要性と地域別に

よる 産主主、とを加味せるもの なり。

然るに先般防空法の改正、防空施行令の改正 lて

件ひ、防火改修規則制定せられ、目下大阪府首局

に於て防火改修施行細見 ｉ ｊ の制定をｾＺがれつ〉ある

VI 30  

を以て大阪市木造建物防火改修補助規程の改正並

l乞之I ' L f'f ｾ、工事規程の ｩ￙ｉ ｊ 定を行ひ 、 本事業の遂行

を盆に述べ fこる組合の自治的執行方法に向はしむ

る如〈規定するを必要主す。

此れ e IbtJ聯し設計方針も此等規定に準践する主

同時十亡極力左の方針I ' C 基つ' き確定せんとする決心

なり。

1. 防火日的達成 l乞必要にして且つ充分なる最低

限度の材料使別と施工方法

1. 個人主義 的、自1:11主義的要求の絶封的排除

1. 防空建築芯・匠の研究を行ひ、従糸兎角議論の

針象となる防火改修手法の改良

1. 代月l資材の研究主之が採用を行ひ、資材難の

克ＺＩｬｾ ｾ＠ 1i:: 闘す

1. 一定地域の設計には統一的手法を採用し、個

別的差泣の可及的排除

設計方針の大要は以上の如〈定め、各改修項目

I'L J . - . j する埴正標準寧債を建築界の諸棋風を煩はし

て決定して戴き、地域Bljrc よる施工の難易陀基固

ずる工事費の差遣は雑費等にて適宜按梅をなすこ

と〉せんとす。以上の方法にて算定せる工事費に

基づき、工事施工者と防火改修組合をして、工事

契約を随芯; 契約的に行はしめ 、工. 事費に相官せる

有I i 助金を交付し、各家屋所有者の個人主義的、自

111主義的要求により 、叉は自己の趣好K よる材料

の使川施工方法を行ふが主主 l亡生十る工事費の増} J I 1

k 封しては全然有/ l J l )J 金堂交付せぎる方針を徹底せ

しめんとす。

向工事総工 l亡際し殻生する在外4建築物の腐朽破

損 ｻｬ￲ｬ 所の修 Ｚ ｾｭＮ は勿論各家屋所有者の全額負婚 ｴ ナ

事門設計業者の訓育と養成

王肱大阪市に於廷は技術者拶r ，底に針底せんが詩.

一部設計業者の好意1'<: より設計ーを委嘱し、着々成

果を収めつ〉あり 。此の黙本誌上を通じて此等設

計ーに従事せらる〉技術者K 封 し深甚の謝:立を表す

る次第なり。

防火改修施行細則の制定、 大 阪ifi*浩建物防火

改修制j助規程の改正、工事規定の制定により従来

の設計方針も 一部訂正の必要あるは liJ j なり。一方

本事業の飛躍的登展に従ひ、; 支計に従事ナる技術



者の人員増加 も亦己むを得Y るものならん。

然れども時局下技術者殺I l 底の折柄極力これが増

加を防止するは吾人の責務!と して 、是がn & には設

計方法の改善合理化石? 岡ろと共 l亡、現在従事せる

技術家の訓育主将来従事せら 〉る技術者の養成も

亦不可W，となりと 信十。

事 門 施 工 者

改修工事は工事それ自髄は比較的簡易なれ共工

事の封象主なる各家屋の献況千差寓別にして新築

工事の場合の如 〈簡単なら 令。家屋所有去の気心

叉同一ならやして非常に御し難き所有者存て1 ' : す。

是 K 力11ふるに現ず1: 居住者の存在する家屋 l亡診I し

工事を行ふ ものな るが故此等居生jj 者を満足げしな

るを必要とす。 これがn &経験な き施工者をして工

事見積をなさしむれば、工事費高きが現AAなり。

将来本事業が大規模のものとなる迄に是非共防

火改修専門請負業者を育て上ぐるは焦眉の，包: なり

と信子。

現在にでも二三の請負業者は防火改修 を専門 l乞

請負はれ、工事費の低版工事の迅速、家屋所有者

並に居住者 l亡釣する 要領の良さに於て到底他の追

従を許さ Y るものあり 。附土防衛 I'L重大閥心を: ; [ "1

し、組問愛 i亡燃え fこ公径優先の精 'lilll ! ' L生きん t す

る有能なる施工 業者の御 協力ｾｪｦｻｲって己まぬ次第

なり。

努務者の訓練

決戦謹flil J下労務問題の重大化せる折柄、本事業

l亡従事する労務者の排3底亦;J! 心 lて耐へき' る もの あ

り。特に本工事は忌 i早な〈云へば、家屋所イT者並

K 居位者の工事竣工後は論外として工事中は忌越

するを常とする ものに して 、且つ亦工具の損傷普

通一般工事よ1 ) :: 甚だしく考朽家屋をまJ象とし、! - p，

来上りも新築家屋の如く見業せぎるが故労務者と

しては従事するを好まさ' る特質を 有するものなり

か〉る 理山より本事業 lモ従事する持務者IてまらJ して

は特! !(こ精Jlill l的訓練をなし、併せて慰労の方法を考

I台、するの必要あるものと認、む。

防火改修に従事する技術者

防え改修工事は建築技術的 l亡は比較的簡単なる

工事な れども 、家屋所有汗、居t li者と工事施工者

の聞に介在し仲介の持多〈 、工事そのもの〉出来

柴、新築工事の如くならぎる もの あり 。而も設計jを

なすに蛍りても新築工事の場合の如〈自 己の理想、

の如き設計ーをなす能は宇多分 l亡在来家屋の現況に

制約せらる〉を常とす。工事監' 併に際 しで も一戸

￭ ＺＱ Ｚｉ ｌ 挨般の ｊ て ｾ ｾ ， 入するの必 要 あり 、 場合に よりで

は宛然電筑又は瓦斯のメートル調茶人の如き 態度

を取るの必要も あるものなり。

か、るが故 少 ｾＺｉＺＺ干 Ｇｔ ｮＦ の青年建築家主＿し で か 〉る

工事に多年従事せしむるは 、その人 . 個人の立場ーを

: ; } ! 5ふれは/tlJ I亡同iWの念禁ーじ能はぎるものあり。 現

花従事しつ〉ある若き技術家は減私奉公の念K 燃

え誠心誠意事業に従事しつ〉あるい建築家 とし

て終Ｕｪ ｾ身を立つ る に 果して 治詰 ・ な る事業なりや否

や危倶の念なき に しもあら十。

ｾＩｪ 火改修事業が現下のえた態として焦眉の，包Ｚなる

が故一部有鴛の青年建築家の犠牲も前線牌土の努

苦を思へば亦巴むを得さ' るものならん。然しなが

ら前途有抵の若き建築家は泊蛍の時期に交代せ し

むるが大局より見て将叉適材油所 の翻黙より 必要

なりと信す・るものなり。一方本事業陀従事ナる技

術者lて到して柏市11的 lて或る程度の慰安優遇の方法

を静子るの要ありと認むるは濁り筆者の謬見のみ

ならんや。

む す び

これを要する t亡、Il J i Y(牧修事業は一見容易の業

なるが如きも仔細 iモ研究すれば解決を要す る命題

山杭し、。lス1Tj5行、J(f 、市の一部閥係者、のみに て

は到底解決し得 ぎる ものに して、 都市居住者、閤

土防街陀l持J' むを有する識者、並に建築界を打って

一 丸とし 、 赴が解決を ｉｑｬ らさ Ｇ れば行ひ Ａｘ ｱｾ き 怜質の

ものなり。

此 の ｾｦ 副知 より本 誌 」 て を通じ 、 本事業 ｋ 閥 心 を有

する識者 lて主要なる難問題を提案し、是が解決の

方策に闘し、今後の御指導主御協力を祈って止ま

ぬ次第なり 。

( 筆者は大阪市建築部第一建築課防火改修係長)
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家 屋 延 焼 の 賓 館

1. 蛾蟻獄況の鼠察

私は消防の臓に在る者であるが、従来幾百幾十

の火災に出動じ、災後に於ける多〈の焼跡も調奈

しfこが、未T三共の貰盟主? 掴み得ないのである 。消

防は素々消すことに懸命で、燃焼AA況の観察は自

然怠り勝ち主なり、所謂「火事場」の こ色である

から、共んな悠長 ? な飴日|支は輿へられてゐないの

である 。

然しながら消防行動も、 fこY 腕用ポンプが蒸気

ポンプとなり、蒸気ポンプがガソリンポンプとな

って、共の筒先強座7]( が昔の鳶 口の役目を果して

ゐる主い」、t:.' けで・は、此の進化する世の中 l乞消防

めみが取り残されてしまふ。勢ひ共の行動諸般の

事情を検討して季嘩的に貰施せらるべき 時代は既

に過ぎてゐるのである。 ｴｾ がみからでも遅 〈はな

い、我々の行動を規律する篤には先づ敵AAを会11る

必要が. - bる 。火災の貰瞳を握ってこぞ之 l亡霊1].1怨す

る科撃的消防戦術も摩れ出るのである 。我々は今

になって暫 i 共の貰轄を捕獲すべくもがいてゐる

此の; 部未に於て畢術振興舎な どで理撃の諸大家が

火災の研究に毎 日のないのは消防部門からしでも

左れほど喜ばしいことか知れない。

従って我々としても視察班のー除位は組織して

共の織務上の使あるところを利して旬貰際の延焼猷

況を把握すべきである が、どう に もならない。火

災鋲減中に瞥見し fこ紙況は忘( I . 勝もであり 、殊に

時間的推移の観察は現在のところ極 めて困難であ

る。 7]( 火合撃の泊えてゆく AA況はー凡そ解り易いが

延焼の貰瞳は掴み難い。こ んな具合ではあるが、

それに泥んでゐる内 lては或は貰髄のjj -鱗ちも捕捉

してゐるかも知れない 。或は謬見かも知れない 。

浅薄ながら以下共の貰相 t も謬見ともしれない私

の所見を述べてみよう 。勿論貰相、貰簡と言って

みfこところで、燃控材料が一々相遣するのである

V I 3 2  
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かも共の結果を ー僚に牧めて、之が何れの火災に

も遁月1せられる貰瞳Tごとは言へないけれども、通

常都市にみら れる {:!i 家( 主として長屋) を封象に

とって みる。

2.  寂屋燈火獄，冗

家屋が火災に躍るのはJt の家屋から殻火 して、

所謂火元とな芯場合 と、他の火災が延焼 して共れ

に着火延焼する場合とのこっ K 医日 IJ し得るが先づ

何等かの原因で屋内から護火して火元となる場合

を貰見や調夜やで解つでゐることを述べる 。

火にも二種類がある 。即ち焔を 費 して燃 えてゐ

る火と、焔を殻しないで赤いのが嬬ってゐる火と

である 。之を有焔火と無焔火と名附けてみる。此

f) ) 有焔火から家屋が燃えHi す場合は迅速で. 無焔

火から燃え1 - 11すのは緩慢である主言ふことは殆ん

ど貰相の様である。そして有焔火からの燃焼は徐

、々 に殻展するが、無焔火は護焔火となる迄に著し

く長時間を要し、此の間 tて康範囲の焼焼を積りて

護焔すれば一時に大 きく猛然と、進展するといよ、こ

左も賓瞳 I' C 近い様である。諸家の貰験や我々の貰

見からすれば 10坪建程度の位家では千了焔火の大! ) 、

にもよるが、ロ { ソクの如き火から順調に燃えて

凡そ 15分、無焔火からは、共の大ノj 、K もよるが、

*E捷の如き火から Tごとすれば凡そ 3時間程度は嬢

燥 して護焔 し、護焔してからは凡そ 10分でヨピ焼ず

る様である 。階下から褒火すれば此の時間は平家

でも二階建でも大差はない 。

有焔の燐寸、ロ ーソク、カンテキ、龍等から障

子、襖 i乞着 火すれば凡そ 2分でー之を焼り抜き、 2  

分30秒頃天井板へ延焼し、 5 分頃天井を全焼して

共 の焔が他の襖、障子、 諸貨材、平屋ならば天 j4二

裏 、二階建ならば梯子段を昇って二階の紙道具に

延焼するのである 。 そして之が本格的な火災とな



b、 10分後には猛烈と な b、 15分で全焼25介 で籾1

8主する。 即 ち本俗的な火災となるのは天井板であ

る。二階も紙道具から天井氏延焼 して本格的とな

る。 屋 内の渚物、盤 、蚊 l陵共の他 何物から褒火 し

で も凡 そ普通 日本住宅では襖、昨子の一枚から天

井氏診って 、 此の天井の火力が全般に猛 ｍｾ 振ふ

のであって 、天 )1ニこそ賞に恐るべき有在である 、

天井の火は叉家人の手で泊すことも至難である 、

従って日本家屋の部い天井板が何 主か燃えな い棋

に出来るものならば燃焼速度は按慢 となり 、火災

は小さくてが? むでめら う。

然 しながら有焔の火は大低が使T日中 の火で あっ

て、 放置 して留守でな い| 出り、直ぐ家 人が見つり

で消火する のが多い。

無焔火の煙車、短 櫨、線 有、決火 、煙突カ11熱 等

からは共の火の接結部分から徐々に摂焦し、煙が

充満し、慌焦はJ t I i : 範囲に抜大し 、次 第K 熱気が加l

はり、 迭に殻火する。 例 べば土E捷の火がi市圏に漏

れ、 室 内の晶、襖 、共の他の器物及中には柱、 天

井造も根気よく燥焦してから後に登火しTこのもあ

る。之等 の護火時11¥1 迄は凡そ 3 I時川であるが 、30

分乃至 4 時間が通例 の様である。或る Jf抜工が服の

ポケット K 火の着いTこ煙車を入れて 、之を脆衣場

の箱K 牧め 、其の後着物.箱が燥ぷ b 、他も様ぶつ

て 6 時間後に火災となっ fこ賀例 もある。ス トーブ

や簡な どの煙突が加熱する 色、 之も附着の天井板

か何かの板を熊焦せしめ、 10郎建の屋fR ( 野地〉

を殆んど全部偶然: して 、 それでもま七護火 して ゐ

ないのを賓見しfこことがある。昭和 12年 2 月13日

浦 洲閣安京市 に於ける彼の満祈| 舞蛋( 映苗場) で

ＸＰＰ 人 の焼死者ーをｩｊｾしに原因もス トー ブの煙突で

天井と屋根裏が右の如き全般的加熱燦焦M態とな

ってゐ fこ鴛に、火足が早ーかつ fこに相違ないのであ

る。

有焔火は人の目 κ っき易いが、無焔火は目 I' C留

まり難〈、殊 I'C上部では煙が下へは殻展しないの

で、共 の下 に居て も解らな い。そして無焔火から

の火災は留守の場合が多い。倉山とか作業場の 人

の居な い ｾｉ 亡事 例 が多 い 。火事 ｦ ごと 言 ふので出 ｚ

見ると 、 もう焔が屋外 i乞噴 出して乎がつりられな

かっ仁左いよ、のは多〈此の例である。

有焔火は陽性であり 、 砧極的であり 、男性的で

ある 。 そして上部へ上部へ昇って俄大 せんとする

性質がある。常に外部へ現はれゃうとする性質が

ある。無焔火以 全然之 と ｾｦ 蹴的で 、 陰性で あり、

消極的であり 、女 性的 であ り、 静 的である 。 そし

て下部へ下部へ U1f: って動〈まいとする性質があ

る。 常 に内部へ隠れゃ うとす る性質があ る。無 焔

が陰性なのは全く熱の作 }I ] ( 有焔火 もTごが) に依

るもので 、表 面は空気で冷却さ れるから 熱の体播 々

が妨げられ 、材料の内部は冷却されな いし、次第

K 熱が太って下降す るのである。故に火鉢、; 匝撞

等の顕倒で 、; 市固ならば( 火のー卜K 物 が 裂 されて

居なげれば〉先づ共れが下へ焼vHl i:V) て控! d 靖国

の 川が火の具に なって誠がるし、盤ならば之も下

部へ; 陰り抜げ て先つf } .示板 k 挫 の聞をt'n' c掠 が るの

である。提の上部は異Mが無い様でも 凡そ1 . 2時

IlIJ も経過 すれば 6挫の下部全部に火が着いてボロ

ボロになって居る。茨火が蒲図へ落もても通常は

共の全部が煉焦しでも蛮煙しない。

3. 授火構大獄況

期〈て 、天 j -j: の火力に依 って内部全般が燃焼し

雑物も各き込まれて 、焔は外部へ猛然と噴出する

箪笥K 燃え着くのは比較的遅いりれども 、盈が最

も遅い。屋授が落下 しで も挫は残ってゐる 位であ

る。二階かち出火 しTこ場合は階下は容易に燃え な

い。屋根が落下しで も下階は居住に差支へない位

である。之は火の性質K も依る が 、盈が防火壁の

役目を演じ て居る こと を見逃しではなら ない。階

下が燃え出すのは階段及共附近天井が焼けて 、共

のコグラが陪段下へ落ち 、階下の其の附近の雑物

又は襖障子から護火して、始めて前記の様式に依

って天井へ蹴大 して ゆくのが多い。長屋ならば共

の下階へ延焼するよりも隣家 4. 5 戸の 二階の方へ

横 に先づ延焼するのである 。之等延焼力の閥係は ‘

後遺する ところ の風速20米首時に於ける風土、風

側 、風下の延焼力闘係主等しい様である。

風 土 風 側 風 下

下 部 横 方 上 部

1. 0  2. 8  20. 0 

( 0. 20)  (0. 56)  (  0. 4)  

I ! ! l ち下部 への延焼力を 1 ( 0. 20) とすれば、横

へは 2. 8 ( 0. 56) 倍の力で 、速さ で燃え 、上部へ
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は ｾￓ ( 4. O) の力で燃える k いふのである 。故に

下へ 2 米燃えるI J _ ¥l K は上へ40米! 然え、横へは 5 J j  

至 6米燃える k いよ、のである。カ11熱も同様であら

う。

隣家への延焼は 、長屋の場合は火元から噴出す

る焔が劇しりれば、英れが軒下を流れる様陀なり

窓 口l乞吸い込 まれ、又は窓口を洗ひ、 或は illj 地主?

停って屋根裏佐一商K 燃焼されて天井K 及ょくし、

焔の具合K 依つては内部の屋根裏、天井、桂の際

聞から熱気、煙気、炎気を入れて延焼する。即ち

隣家では先つ' 内部の隙間から先つ' 淡煙が範り 、茶

色煙となり、焔がチラっき、詮に天井、屋根裏、

桂から延焼抜大し、 或は外部からは直接窓 口、軒

下、腰板等から延焼する 。雨隣は 10分間足らす・で

全焼すLる。最療は延焼後 6. 7 分である 。屋根裏が

最も危険で、殊に長屋全睦そ '. ｾｩｊＧ つ〉抜けとなっ

てゐるのは最も危険率の大なることは言ふまでも

ない。

燃 焼 吋 時 C:Tl'l.. j 10 20  30 40 50 60 

賞僚の火災に遭っ? こ場合、経験上から殆んど具韓

的陀的確陀指摘し得るが、之を理論的には遺憾な

がら設明不能なのである。之を私の携つ Tこ賛見や

統計記錦から割出してみる主、漠然? こるものでは

あるが、左の如きもので、初期火災の速度として

は凡そ参考になるかも知れない。

勿論之は市街地に於げる普通伶宅に於ける計算

であって 、蹟大な大建造物では更に迅速 k なる筈

である。火災が四周へ扱大ナる場合に長さに於て

同等な速度ーを示しでも商積は中心より速まかるに

従って民大となる 。即ち戸数が或る級教を以て増

加するこ k は首然であって、英の結果右の如き同

じ10分間K 於ける数字が現れ? こものであらう。そ

れにしても恨に図を茜きつ〉扱大するもの主すれ

ば「燃焼中の杯数. J 100 苅=迄の 、火元中 心から各

宇極右? 求め、共の差額 ( 10分間の延焼直線〉を算

出すれば左の如きで、却って直線速度は減少して

ゐること K 議〈のである。

70 80 90 100 200 300 400 5∞ωo 700 

蛍時の 10坪延 焼 附 ) j 9. 7 6. 5 5. 4 4. 3 4. 0 3. 8 3. 7 3. 6 3.5 3. 4 3. 3  2. 8 2.0  1. 8  1.5 1. 3  

内 恥 10州 |
の延焼直域 ( 坪) I  10. 7 15. 4 18. 5  23. 125. 026.3 27. 027. 728. 529. 430. 335. 7 50. 055. 5 66. 676. 7 I  

燃焼 3 戸から更に両隣への延焼は迅速で、右の

方式K 依り次々 t 益々活j設な延焼が行はれる 。裏

手、向側の家屋へは普通先つ' 軒先が巾蹟〈、幅射

熱に依る延焼が一時に行はれることが多し、。裏手

の各戸仕切り板塀は導火線である 。大火となれば

鴬〈ほど早〈注水消火が間に合はな L、。

4. 鏑大延埠赦況

延焼は携大すればするほど猛烈迅速となる 。火

力も強烈 となる 。 10坪建家屋 2. 3 戸燃焼時には家

計算上右の如〈表はれでも貰際はそうでないか

も知れないが、試みに 、模造紙の水卒中央に黒占火

して等時IUH亡於ける直線ぞ質験してみ仁左ころ 、

共の結果は右主同様の係数一一 即ち扱大するに従

って速度を減じ fこのは不思議と言へば不思議であ

っ?こ。無論之等は無風の場合である。

延焼速度の直線闘係は従来大火を貰狽IJ し? このが

諸家K 依って示されてゐる 。右の計- 算には何等か

の誤謬があるかも判らないし〈統計記鋒のは注水

防等が含まれてゐると思はれる〉模造紙のｾ験も

の端から徐々陀焼けてゆく様な具合であるが、 4. 共の方法に紙製ｾがあっ＿このかも知れないが 、 示き

5 戸以上; も延焼すれば天井、 r  - I  

I  ｾ 撚鎗 中の建坪数 ( 坪) I  1  0  20 30  40 50 60 70 80 90 100 
屋根裏、腰板などを火が走る l  |  

放態となるし、2. 30戸にもな | 笛時の 10分間の延( 問) 1 1. 85 ¥. 05 0. 900. 800. 800. 700. 800. 600500. 50 
I  1発直線 |  

る主焔は流れ、火は跳躍する l  |  

が如< . I七見受けられる 。大火 k なると殆んど飛躍 れt 大火の賀測も或る程度以上の燐大後は主主し

的である 。共れが何分間K どの位の長さで延焼し て風側K 闘係するもので、之が一定ならば、飛火

てゆくかは、特定物件では凡 そ判明して 居ょ うが 延焼を除外すると縮大に従って直線の程度を益々

火災延A麗では殆んど不明である 。然し常識的陀は 延ばすこ k は無い様である。静岡大火の速度につ
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いて金森薮授 の或る方向 lて於 ける質逝的計算速度

はV =44. 8W- I .  7米/ 時 ( V は述度、W は風速)

と され て 居る。之を常識化 し て見 ｆｾ Ｂ， を得るには

V  = 45 x W でよし、。即ち無風の時は l 時IW45米

程度と 思はれる 。此 の速度は大火の場合K 限 るの

か小火災K も遁月j し得るのか不明であるが、各地

各建物K 依つでも異なるげれ ども、過去の三、四

の大火を調べて見るし大盟名ij:時4. 50米の速度ー と

なっ てゐる様である。

6. 風通と延撞獄況

私 の乏しい瞳臓や、記銘ーや共の他 の種々な資材

を整理 して直iFJ/ 的な速度の係数を表明 して見る と

弐の様であ る。

( 火災消防比率表〉

風 速 風 上 風側( 片方〉 風 下

無 風 1.00 1. 00 1. 00 

5  ロ3 0.80 0. 88 1. 60 

1 0 m 0. 60 0. 80 2.40  

1 5 m 0. 40 0. 72 3. 20 

2 0 m 0.20 0. 56  4.00 

即ち l 時間の延焼速度を求めんとすれば、本表

の係敷 K 40又は50若しくは共の地 に誼嘗しfこ敷石?

乗十ればよいこ主 になる 。但し飛火延焼を除外 じ

Tこ場合である。之に依ると風上はj風速 5 米を刻lへ

るに従っ て20. %宛速度を減じ 、風側は 8 . %乃至 16

% を減じ 、風下は60. %乃至80. %宛を; 増大する様で

あ る。

斯 〈も風速が延焼速度ーに|紛係するのは 、延焼i ! k

況が著しく鑓化 ずるのであって、殊に飛火延焼: ; e

カHへ るならば素晴らしい速 さとなる 。風速に依る

延焼Hた態の鑓化は主として焔の鐙動に依るもの と

思はれる。飛火を除外して考 へでも右の如き係数

速度の鑓動があるのであるから 、 それは煙の仕業:

で もな い 短射熱が風K 依って流れる静でもな い

?ごが風下へは熱気が流れて乾燥の一役を演予る こ

とは確かであるが、主 fこるものではなからう 3 然

ると きは殆んど焔の動きによって鑓動するものr

t 断ぜぎる を得ない。

焔 の費動は各角度ーから諭せ' られよ う〉上昇或は

斜向或は初旬する角度も異なるであら う。放散す

る方 向角度も風に依って異るであら う。共の長 さ

にも差異を生す・るであちぅ 。従っ て家屋に及ぼす

影響が異つ でく るであ らう 。先つ' 焔が地 面にtJ し

て如何なる角度を呈するかは容易陀賓験 されない

が、［ＱＡＡ ｾ 風時には直立し 、 風の 加 ふ る につ れて焔 の

根本より先方は地商と並行する こ とは明ら かで あ

る。次に放散する角度も無風時K は固形K 四周へ

放散し、風のかi はるに従って風 下へ流 れ、 主主には

直線的 とな ることも明かでゐ る 焔の長 さは、直

立 しに場合と 横倒れ叉は地 面 t 平行 しfこ場合 とを

比較すれば、風に依って冷却されるか ら倒れてゐ

る方が短かくな るとも者へ られるが、大火の風土

附近の熱気が押し寄せるから風 下は熟度が高 〈な

るので 、却って長さを増す とも考へられるが、共

の熱度ーは直立J ての先端 k 倒れTこ場合の先端 と執 れ

が高i':1ごか不明であるし、大火の賓験も 容易でな

い。 げれども大韓現在のと ころ私 は同等の長 きと

して認め fこい と思 ょ、。 そして共の長 さは或る程度

超 ( 凡 そ 300 戸燃焼迄〉は次第K 増加す るであら

うが、 それ以上は殆ん ど一定的 であらうと 考へ、

凡 そ 150 米が限度ではな いか。最後K 之の焔が家

屋K 及ぼす影響は家屋の構造配列K も依る が、一

定保1Lj : 下にあるものとすれば、県の高 さに依って

異る 。此 の高さを通常仏・宅の二階建Tごとすれば、

焔の地商と鴛す角度ーに依って異っ てくる 。此の焔

ゐ角度が45度位ならば、焔の長さ 150 米 の うち 僅

か 10米位が家屋に 及ぼす焔力 主な れ 他 の 140 米

は屋上を経て空中を流れ去ると想定 される 。又焔

が地 面と平行ずれば、 150 米の全部が家屋に影響

ある焔 となるであらう。直立煙は之がないことに

なる。之等の家屋 1'[ 影響しない焔を無硯し、 影 響

ある焔〈一部分又は全部〉を取り上げて之を「火

流J e 栴するならば 「火流」は風の加は るにつれ

て長 4 なってゆくのである 。以上の現象を飛火の

中心的距織とについて推量され る兵韓数は左の通

りである。

( 風速と延焼〉

風 速 焔 主 地 面 放 散 ( 角 度) 火流の1 w 火距 離

と の 角 度 延 焼 長 さ

無風 90皮 90広( 1方) 。米 50米

5 米 45度 70度 10米 150米

10米 22度 50度 30米 300米

15米 10度 301t 50米 、500米

20米 0 度 10度 100米 800米
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勿論本表 は的確な ものではな い。焔の放散角度

は恰も延焼 して ゆ く角度であって 、焼跡が之を示

す。無風ならば四方へ 360度で磁大し、焼跡闘を

眺 めfニピ けで首時の風速が偲ばれる。

蕊で一つの大火を想定してみよう o I:j 秒JSi¥.速 1

2 米では共の延焼紙況はどうである か。之は前表

10米主 15米の問であるから 、焔は地問と 平均30度

位な角度で風下へ斜上し、風の鑓動 l亡依って時 々

は直上 し、 時には地面と並行し、共の先端は上昇

力が弱ってゐるから専ら直線的に流 11- 、共の平面

の放散角度は40度位で扇子を4三分以上 f亡すぽめに

形 K 風下へ流れ、道路と建物のM況に依って時 々

は水が岩 lて首って横 陀流れる様陀鑓勤するで ゐら

うし、家屋の延焼は概 して此の焔の流れ 主等しい

形i伏をi J ! i : つであらう 。 そして火流は燃焼火黙先端

部より約40米の聞に於 げる家屋を洗ひ、時々 は風

が強〈 て 100 米以上 K も及ぶであら う。 そして l

時間陀は風土へ25米風側 の 1方へは38米、風下へ

は 140 米を延焼するであらう 。Tごが火酷先端附泣

から約 400 米の風下附近前後に大小無数の火粉が

A 下して、 次々と飛火延焼して合流し、之を合 し

Tこ) 武下速度は 1 ｮ 寺 ｉｭｾ て 約 Ｓ ＰＰ 米乃至 ＶＰ Ｐ 米 程度ーと

なるかもタ':11れない。

6. 轄射延焼獄2足

熱源瞳から 他物韓陀輿へる 幅射熱は既 11::熱製上

の公式が求められて ゐる 。げれ ども火災はAA況が

複雑なので、共の公式では求め難い。が此の公式

を基礎にして火災の際に於ける常識的な計算方法

は求め得る 。共の興へら れる熱量陀依って、設火

時聞が判明することになる。

結論のみを示すと左の如きである。

t  = 時間( 分〉・ 0 ・・- … 'f(_f火延焼時nrJ

d = 距向性( 米) ・ 0 ・…・一 火i l iH受熱躍 との1誌

短距肉!E

b = 火商の横幅( 米) ・・受熱髄 K 面 して居る

方商の火商i肢の長 さ

，.l 2  

t = 七 x O. 64

時間の起黙は淡 とし?こものr:: が 、所謂火災の凡

そ最盛期 か らでよい 。然し火災は或る時 ｮｮ ｾ 過ぐ

れば尻官、す るので あるから 、共の時間よりも時間l

の方が長ければ、共の距離では風のない限り着火
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しないこ主 になる。共の火災最盛時間は燃焼材料

の多寡 l乞依って異る 、 10珂~建 l 戸では約 5分、 2

戸で 11介、 3 戸で 17分 一…・ 10戸で25分之が限

度で、共れ以上は燃焼戸数が増加l しでも 、大なる

差は認められない。仰って共れ以上の時間を保ち

得る 距離を右の式で求めてみる 主、約50米である

50米距れて居れば特別例多を除いては無風の場合

に火が浩: かないこと になる。又或るー黙に及ぼす

火熱は火iJJ;( 火筒の長さ K も限度のあることが右の

式 K 依って判明する 。共の例を示すと距離が 4 米

の場合は火商幅36米が限度で、共れ以上は火商が

40‘ 50、60米主なっても、共の着火時聞に鐙化は

なく O. 7 分である。

つまり遠方の火の影響がないことを詮するので

ぬる。 距 離が 10米と なれば、火[函60米が限度主 な

る。

7.  火災と 建築獄況

私 は建築に閲 する 専門事項は安11 らないが、消防

の立場から 、常識的に之を l眺め fこ場合に果 して火

災の事を強ー想 して建築されてゐるか否かを 危ぶむ

のである。勿論市南地建築物法其の他の法令に依

って災害防止の諸保項が定め られてはゐるが、建

築主及設計者は忠宝f l ' C 之等の法令を守 らう主する

者は少 し 2事ろ何かの隙さ へあれば、之等の規定

から逃れん主ずる徴1民さ へ見受げられるのは どう

しTこことで あら うか。況 んや法令の適用範囲外に

いにつて は誠K 寒心ナヤきも のが多 いのであ る。

日本の木浩家屋が永年の習慣に依っ て、 障子、

襖 、天井等を) 盛止 し、 或は耐火化きれない に して

も、成る べく火災と ならな い様 K 、成 るべく燃焼

を困難ならしむる様 iて設計 されても よい時代に な

ってゐると思ふのであるが、それが私等の目から

硯て 、成るべく燃える棋に、そして成るべく居位コ

者が死ぬる様陀建築 される傾向があ るのはどうか

と}a，; 、。他か ら延焼 してきても、 着火困難の構造

とし、 一段目2まから 出火 しでも、続撚延焼をする

様陀組立て 、自己の城廓を安全 と篤すべきである

が建築主が之を注文する者があら うか、叉設計者

が之等の こt を念頭 lと於て仕事を進め るものがあ

らうか。



無論家屋は隅から隅まで耐火性にすることが現

想であるりれども 、一部分重要動の耐火化は至極

容易である。防空的見地から防火改修、袖壁等が

施設されつ〉あるのは誠 l亡結構なことであって 、

之が 完成の 暁 ｬ 亡は大火の延焼も非常 ｋ 設 Ｑｾ となり

消防隊も比較的防禦存易となって災害を局限 し得

ること〉なるであらう 。天井、屋根裏等の煙突に

接する部分は是非共耐火的 l亡考へなげればならな

いし、寵や共の他の火京が接する部分も耐火的に

しないでは 「人の怯む 」家屋とは言はれない。

避難設備にしても怠り 勝であら う。10坪 建 l 戸

を建築するにしても 、戸口より延焼しfこ場合は裏

口から逃れる通路があり、J t : の開;羽設備があ るか

或る室が焔を翠げて燃焼すれば、奥の |日lはどこへ

も出ちれないのではないか。殊に二階は どうか。

共の階段は降口 が苗場とか 、炊事場とかの出火し

きうな方面に向って居て、民先 K 火が昇Lる様 l亡な

ってゐるのではないか。特にアパー ト、 料理屋、

族館円の間取り、階段、廊下が燃えるに男、合よく

構造 3 れて 、地げられない様に出来て居るのが多

い様陀見受り る。

廊下、階段は煙突の様花火流の作用を受ける。

廊下の天井も長〈桁け す' f ' L 所々 を直切って焔の流

れを塞ぐ設備か 、それとも緩慢ならしめる設備を

施し?こい。渉り廊下も所々に吹き抜けの小 さな二

重屋根の如きものを造るのがよい。

外部の腰板は付けない方がよく、軒と横木の侵

する 部分は粘土か何かで基 ぎJL めて置くと延焼を

幾割かでも阻止することになる。「らんま」には

竹を月j ひない方がよい。犀棋の瓦下K は成るぺ 〈

多 〈の土を置 〈様 l亡すれば、J R t 火を阻火を阻1.1:-.す

るこ e f ' L なる。戸袋も延焼の媒介で‘ あるから、何

とか考へ7こL、。防火水槽は防空用でなも E も、常

時から建築の際 iモ建築物の一部分として考へ、永

久的 なlヴ裁のよいものを施設すべきは官然である

通常住宅の二階、三階にも現在の戸袋附近に永

久的なものを備へて 、バケツか手相を置 く様に し

ｦ こい 。 共の Ｗｍｾｊ は少し考へれば有用な邪魔になら

ないものが出来る筈である。

( 筆者は大阪府消防課勤務〉

ｾＷ＠ v， 



防 空 待 避 施 設

1 . 防 空 と 待 避

防空と待避と云ょ、 のは投下躍の破片や爆風によ

る危容を防ぐ鴬f亡、空襲中線、ての人が掩護物に一

時身を帯める事である 。空襲時には爆弾の破片や

爆風による危害が起るし、叉其れによる建物の崩

緩や崩袋物土砂の飛散等によっても人命を損する

或法叉味方の高年f砲銃弾も落下する 。 そういふ人

命の損傷は適首な掩護物 を利川して待避する事に

よって避けられる場合が非常に多 L、。防空の鴬 l乞

: ょ敢闘精神が第ーであるが 、有効な防空活動をす

るには徒に危険に身を燥し 、無月J I ' L 死傷を受ける

事のす郎、様陀虞商目 K 待避の事を考へる要がある

従って待避は線、ての人が4王点、のであるが 、防空上

色々 の任務を持つ? こ入は待避する 事 よって任務遂

行に支障を来さない様、防空前動l乞使利な様I ' L11}  

避の方法や待避所の選定 l亡工夫せねばならぬ。

待避の時期は敵機が見え 、又は爆音や高射砲 の

脅が聞える問、或は現に爆弾が落下して居る間行

ょ、こ主になって居る 。空襲警報の護令中待避 する

事にす ると 、その問、無駄に仕事を休む事が多く

なるので、ほんと K 危険が身に迫って居る 問1': .け

待避するのである。従って待避はそれ程長時間に

亘るもの とは思はれないから 、待避所の施設 b そ

のつも りで考へればよし、。向此の待避の時期 を遡

確ｬＧｌ ｾｩｬｬ って有効に待越し 叉焼夷弾の落下や災害

の護生を早〈知る震に警防圏、特設防護圏 、町内

の隣組等では空襲響報の護令と共に自衛的陀防諜

監視者を立って見張りをする 。此の防護監硯は多

〈は高所で空襲中も見張 りをするのであるから 、

その見張所はそれ自身が待泣所ーになる様防護方法

ぞ講じてやらねばならぬ 。

三たに待避中 i亡焼夷弾が落下しTこならば、敏速に

出動して消火に首ら ねばならぬから 、待避所 の位

置や構造は出動 K 便利な様考へて置か ねばならぬ

V I 3 8  

竹 内 佐 卒 治

一' 般の家では各戸に設けるのが原則である 。工場

等庇い敷地内では各作業場毎K 手近かの所l ' Li圭ね

ばならぬ 。向各家でも待避中焼夷弾の落下を監視

出来る 事も 必要で ある。

被害を局限する意味では、待避所の大きはその

安全度に膳じて成るべく 小規模のものを分散 して

遺るのがよい。安全度の低いもの程小さ〈する要

がある 。隣組員全部がー ケ所か二ケ所 l乞集 る犠な

事は消防活動陀も不便であるし 、危険も大きし 、。

工場等で も幾つかの大規模な防空壕等に査員を牧

容す る計君: は不適首・である 。

待避所として防護室や防空壕は泊首に計聾すれ

ば、比較的安全度の高いものを得られるが 、一般

にはそ ういよ、名前や型式に拘泥せ今 、何でも 利用

出来るものは利用して、 少しでも安全な場所 を得

る様陀すればよい。路上に立って居るよりも 、伏

せる 方が安全である 。溝や凹地の中なら更 lモ良い

屋外よりも建物内の方が良い。木造 よりも銑筋の

建物内の方が良い。同 じ建物内でも外側の安よ り

奥まつ fこ所の方が良いし 、叉同 じ室内でも竪聞な

物蔭があれば更に良い。かよう l乞少しでも 安全な

位置を求めて 4与を桝めるのが持越である 。

ｾＩｪｾ さ壕は待選 所として 都合のよいものであるが

待避の効果を示す一例として 、路上j て居る者 と、

簡易防空壕に入って居る者との危険の桂度ーを比較

すれば、大髄弐表の様である 。

( 第 l 表参照)

此の表陀よれば路上に立って居る事は防空壕内

に居るよちも数卜倍或は数百倍も危険である 事は

想像され る。

2. 一般木謹建物の場合

一般の住宅、昨Wi 等木地建物の場合の待避の造

り方でゐる q



第 l' 表 作裂黙からの危害距離

むむ 叩kg

路

爆贋 ノ億n.-1Ii五E託部

死亡ス 鱗

15 m以 内 20 m 以内 30 m以内

破片ノ矯全部

20  m以内 30  m以内 45 m以 内
死亡スノレ館。隊

上 破片/1毒死傷ノ

100m以内 130m以内 200m以内
危険アル館総

防

金部磁援ザレ

3  m以内 4  m以内 6  m以内

空

死亡スノレ熔荷量

壕

内 安 全ナル距離 6  m以上 8  m以上 12 m以 上

先づ位置 としては前惑の様Ircこ各戸 K 設げるのが

原則であるが、出来なれば近隣共同で造る事も己

むを得な い。然し自分の家から数十米も離れる様

では困る 。大規模の建物では何佃所にも分りて適

首の距雌で配置する 。鎖筋コンク リ{ ト 逝や土蔵

造の部屋があれば之を利月j する 。地 下 K 物入等が

あれば、之を改造して使へる 。一般には家、から離

れに屋外K 設りるよ りも、建物内 の地 下が良い。

雨水の流入とか、夜間や服装時の使用 、臨急: 防火

の需の響戒及迅速な出動等の黙を考へると 、屋 内

の方が好都合と云』、事になる。lI !fi 建物が崩壊しに

場合の非常l陀111の設備 を し て 置 か な い し 生 埋 め

K なつ fこれ楽焼きになるから 、 その黙の考慮が

要る 。石造や瓦煉迭の建物、塀等; は崩壊し易いか

ら位置としてその附過を挫ける方が良い。己かを

得十そ の附近に設げる場合は下敷きになっても tlt

きれない様重量聞なものとしなげればならぬ 。

待避所の規模は居住者全部を牧容出来れば よい

普通の家なら 5 人とか 10人程度のものである 。

多人数居る場合でも簡易な構造のものではあまり

大きいものはよ〈ない。普通 10人位迄のものが遁

蛍で、20人以上も牧容する場合は 2 ケ所以上に分

げて浩る 要があ る。通常宇即の肢さがあれば 4 人

収容出予R:る が、床下等で天井が低〈伏臥して待避

する様な場合は宇坪 陀 2 人位主して計註する 。腰

掛けを設ける場合は腰掛りの長は l 入賞り 45慨と

し 、 待避所の幅は片側 ｲｦｉｾ ならば Ｘ Ｐ 限位 、雨側席な

らば 120j;ij f:立でよ い。

構築の要領として先づ周壁は成る べく土を利用

するのがよし 、 。 そのｾ地下に設げれば 、 大地を掩

暗主 する から 、最も安全である し、構築も簡躍 で

ある 。地下に設ける場合、建物の基健か らは30糎

l 以上離す。地質堅固ならば適嘗の勾配を附して素

掘のま までよい。地質軟弱ならば周固に 丸太や角

材を杭とし; 之に板を営て fこ土留壁を設ける。

地上に設ける場合及半地下の場合の地上に出 る

部分の周壁は得易い材料で 、破片防止に適する 厚

きとし、衝撃や震動で崩援しない様堅固に遺る 。

材料としては重量 の重いものが良いが、 土砂を利

月jする事は最も手近かで効果がある 。商庖では荷

匙ちし fこ商品等も利用出来る 。普通に 出来る 周 壁

構造と破片防i.u::. i ' C必要な厚さ は次表の様である。

第 2 表 破 片 防止 月1壁主 必要な厚 き

壁 鐙 構 造

ィ | 土砂 7 盛上ゲタモノ

ロ | 土袋、土箱等 7 積上ゲタルモノ

ノ、| 堰板間= 土砂ア模メタモ ノ

: 1欄 間 = 煉瓦石等 ア填メタモノ

ホ l角材ヲ積上グタモノ

へ | 昼 7 髄 ネ タ モ ノ

ト | 縮図 7 積 上 向 モ ノ

チ |書 籍、翻 7 填メタ籍、槻 等

戸「つ

掩25 としで・は屋内床下K 設ける場合は!末 をその

他利用する こと〉し、! 未来の周囲を掘唆すか、叉

は之を長 いものに取換へる 。屋内床上 K 設けると

きは 、厚板叉は盈の様なものを掩蓋とする 。屋外

に設げる場合は普通梁を渡し板を乗せ、 その上に

厚50樋位に土砂を依 り、 叉は土嚢を積む。此 の場

合雨水漏入を防ぐ魚、天 井J阪に勾配をつげ 、防 水

紙布を敷〈とよし、。

床は成 るべく板張りとするか 、叉は賀子、話、

ｔｦｩｩ 等ｾｾ股〈。腰掛けも良い 。屋 外 の場合 は排水溝

摺桝等排水設備を考へねばならぬ。

ｉ Ｋｾ 入 口 は ＱＰ 人以上を牧容するものでは Ｒ ケ 所に

設げる要がある 。此の中 l 方は非常股出 口とし、

梯子や足掛りを設り初ひ出す様なものでも よいo

H' ，入りの通路は弾; ; - や爆風が直接侵入する のを防

ぐ鴛J自由lするか、叉は前商 lて周壁に準す・ る構造の

3 9  V !  
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第 1 圏 8 昼 間 の 床 下 に 設 け た 例

防護壁を設けるとよし、。屋外地下式のものでは雨

水流入を防ぐ魚、降 口の周囲は ー・段高〈いその

固ちに潜在? 設ける 。

tn 1闘は八帖問床下を掘下げて投 3 帖分を待i l l !

ｆｾｩＮ とし ｔ こ例でーある 。 堀上げ ｔ こ土は周囲 ｋ 床の高さ

起盛上げて周囲の掩瞳とし、掘下げに部分の床束

は長 いものに取換へる 。周園の床束は土留杭 t し

て之 K 板を首て土留めとする 。入口は床のnnの板

蓋とし、之から降ちる 。非常枕!十l 口は縁側の下へ

を揚げ抜ける様にし、 その前面の踏石は防護壁と

して利月jずる 。第 2 闘は部屋の一隅と押入を待挫

所としにもので、周囲 lては書籍や土砂を填め Tこ棚

や箱、 タンス等を並べ、叉隣の押入内の蒲園も利

用し、更 l亡直接屋外 K 接する側は外側 陀土嚢を杭

んである 。f奇; J ' 恒久的な防空壕や際;色: 的に設ける簡

易防空壕等も勿論待i ! 出所として使べるものである

が、夫等に就ーでは他の方が詳述される事主恩ょ、の

で省略する 。

3. 高層建築物の場合

鍛筋コンク リー ト迭の建物は夫自身が簡易な防

空壕等よりは安全であるから 、 その建物内で泊首

な位置を求 めればよ い。原則として常時執務して

居る各室でその f:.lir待避する 。勿論位置によって、

比較的安全な室主比較的危険な室とあって、安全

な室きの躍度に差はあるけれ ども、絶割安全な き長

ば無いし、 叉何鹿でも相官の安全きは得ら れ るの

vI 4 0  

4  

であるから 、建物内

の人をノj 、敷の安全な

室 lて集める と云ふ考

へ方より も、建物内

K lDn 分散して待避

させる方が良い。然

し弐の様な宣伝は比較

的危険が多 い主思は

れるので、7 I k 況 l乞よ

っては他の安全な室

へ村越させる事も考

へてよい。

( 1)  _I - . 層から 1 及

2層目の室

( 2) 牛地階及地階

の外壁K 接する宇:

( 3) 地面又は隣接建物の屋棋に近い階の外壁に

接する室

( 4) 狭い rl .l庭ーに商する 室

(5) 特に大きい室

叉比較的安全な室としては次の様な位置を選べ

は: よし、。

( 1) 第 2 階以上の附( 上層から 1及 2 暦日を除

< ) で外部に商しない室、例へば中廊下

( 2) 地階で外壁に接しない室

集闘して待避する場合でも l 箇所の牧零人員は

1

・

例

内
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背
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礼

申
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庁

一

地

弘

之

と

す

ヤ
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隅

動

一

ト

厨

一
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あまち多〈ない方がよ L 、。通常は 1箇所50人迄が

遁蛍で、己むを得ない場合でも 100 人以上も牧森

してはいけない 。

餓筋コンク リート 浩の建物は夫自身が1f l首安全

な待避所fこり 得るのであるが、 その他では多〈は

開口部が弱結となる 。殊に 2 階以下の階で外完互に

接する場合は、その窓や出入口から直接! 政J1や爆

風が侵入する 。従って之等の開口部K 防護試備を

施せば、その室は著しく安全さを士脅す。閉口部の

防護方法としては床商から 1. 5米依迄伝次の様な

方法で閉塞すればよい。

(  1  ) 雨商から丸太や角材を積み並べて之を堅聞

κ 緊結し 、そ の中 K 土砂や煉五等を充填す

る。

(2) 内側 に 2 重壁の聞に土砂を充填し fこ防護壁

を設け、之を壁K 緊結する

(3) 外側陀土嚢、土砂を充頃し? こ梢等を脳Z哀し

ない様陀積上げる。

( 4) 出入 口の前面には防護壁を設ける

之等の室の関 口が廊下を隔てて外策に商する場

合は、 その室の開 口か、又は廊の開 口かの何れか

を防護すればよい。室の内側で は硝子が露出 しな

い様に扉や幕等を設け 、或は硝子商に紙等を貼れ

ば硝子のIJ、片飛散による 危害を防ヤ事が出来る 。

向袋内に在る 書 類戸棚等は破片防止に役立つから

夫等を遁首に並べて室内を区劃すれば、更に安全

な待i控所が得 られる 。

銭筋コンク リート 迭の建物では防空建築規則に

示されて居る様な規格の防護室も比較的容易に設

ける事が出来る 。然し待避所としては前述 の様に

特に安全な室を少数設けて之に牧容する よりも 多

少安全きは低〈てる建物内の どこ にでも手近かに

待避所が得られる様に考へる方が良し、。現花既存

の建物に防護室が相営造られて居るが、之は附 近

の老者幼病等の公共ifrE難所として使五、目的のもの

である 。

4. 其 の 他

以上述べ fこ外K 待避所として利 flJ すべきものは

幾らでもある 。例へば、工場筈では原料材料器械

等で堅牢なもの 、鍛筋コンク リート 迭の腰壁、棚

や台、器械;勿謹用の防・護壁等を利用して一寸し? こ

固はれ?こ場所を設ければ簡単K 待 避所となる 。叉

ピット、地下倉庫、地下道等も利用出来る。防護

安や防空壕も浩り得る 人は詰!tるとよい。然しそう

言 ょ、完全なものは資材や経費を多〈要す るから一

般には普及が困難である。殊に都合の一般家屋で

は夫等を遺る官余地が少し、。待避は総ての人 K 闘す

るものであるから 、各入が工夫をして自分K 出来

る方法で待避所を持つ様I ' C しTこいと思五、。簡易な

各種待避所の造り 方に就ては建築墜合の 「自家用

簡易防空壕及待避所の築造要領J ( 建築雑誌 19年

12月披〉は好適な資料である 。

( 筆者は大阪府警ま防課技師〉
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防 空 雑 感

1.  経験を尊重せよ

「智は物に援して主主慌 し」 とは、我先魔者の至

言である。西言に も「経験は智識の勾:J e 言」、。

昔賢王 ソロモンは「前の もの〉ことは 、こ れを記

憶するこ主なし、後のもの〉ことも叉後に出づる

もの、これ を記憶するこ k なしJ 0  e言っ て、人

間の経験を未来に偉へることの不可能にして、そ

のにゆに人類の進歩主幸開とを阻止することの大

なぢ唆破し fこといふ。ぞれは隠史といふものがな

い 粧験や智識は単に 口碑によって侮へられ、過

去の記録の快乏に昔んTご三千年 も前[ のことで ある

何の批判もなく、ぞのま〉に「過去を未来t Li丞

b込む」は、すべての智識の停滞であ る。幸踊の

仇である。文化の恥辱である。 任務は「未来を過

去から救よ、」ーにあらねばならぬ。

暴風雨中i頼回 川鶴 橋上汽軍時一法の惨事向新らし

きに か〉はら今、 叉々河原内川鶴橋J てに繰 ち返へ

きれ? こ。相似 fこ環境の下に相似Tこ結果が生れに。

直々? こる直接原因の差異などは論外であらう。

年々歳々いくつかの防風を、避 ￭Ｑ ｾｱ れ、自然地理環

境の下に於て、 その;勝堅の度釘: に浸水家屋何百戸

とか、何千戸とか t E査ぐのは如何な ものであら う

か。 オラングは小さい k はいへ、 閤土 の4三分は海

抜 171(: 以下、 4分 の1は海商下にあるが、人工施設

によって海 k 河とから完全に保護されてゐる。

大震火前の東京と 、後のそれと都市の構成に於

て、どれ? ごり違ふかなどと 、今更の Ill j¥. 味は野暮の

至りであら うし、 防空者11市の玉虫1Jtは、人的活動の

いら ない都市の現出にあ れ などと いよ、のも 、買

は理想、にはあらで、& 中接聞の空想 l乞似て はゐる

が、東京区' 火の裡 lモは傘重すべき幾多の経験のあ

ることが忘れ られで はなるま い。

震火風 Ｗｫ と りどり の災難のｾ Ｎ､ ｊｩｊ 亡 は 、 その復興の

努力にまI し、あらゆる栴賛感激の詞が投げられる

V I 4 2  

掘
士

口夏

のが常である。日本人の生々遊詩il J 1 こる活動の筑 主

力とは累次の天災による試多!i の賜物なりと、外閑

人から聞か されで も、滅多に随喜の涙を こぼすで

ない。頒々 f二る天災汝を無所'1曜 に し に し 見 ら れ

0 0 0  0 0 0  0 0 0  0  

る黙もな いではない から 、復興の努力を議防の努

2. 空 気 と 水 と

人間の最後 まで宜ー用 になるものは、お そら く水

色空気 とであ らうo 7Kも欲し くはないほどに拘i し

詰まっても、 2さ策? ごりは、 最後の最後 まで人間に

奉仕する。この際の ?こ Y 一つの貰ー肘品はいかなる

経済組織の佐 tてな って も、債と いふ もの 、貨幣に

換算する 慣値を生じな いで、無制限に 人類の鼻孔

へ、間j臓へ、 供給される. 0 ょ くし fこものピ。空気

l 立方センチメ { ト ノレ幾らと いよ、やうになっ ては

? こまらない から。J ( 上司小剣氏の言)

7Kは地下水といふものがあっても、それを宜ー用

K 供するには設備が必要であり 、都市民水道があ

っても l 立方米いく らと貨幣K 換算されるし、又

空気の如〈連続的K 必要 とはしない 。 この瓢7Jくは

宰祭 主異なるが、よしんば食物広一時事を献し、て

も、人間の最後の最後まで賞用となる黙に於ては

鐙 りはな い。

木造大都市への杢製、従って火災一一それは煙

t 熱之渇のルツボであることもあらう 一一ーといふ

ものを考へると 、 人 Ｑ Ｑ｜Ｑ最後迄 の 貨ｊｉｪ品ｴｌＺｦ，Ｚｾ般か

きない? こ めK は、過去の経験をも 傘重して慎重の

ヨきを要する であらう 。

3.  空襲瞬間第 1主義

戦闘一一戦争にあらすー ー はん類の生所、枇千: 干

の生活の他の多〈の現象主同様 l乞、自然的諸元 と

人魚的諸元 との綜合現象である 。そしてこの人魚



的諸元は可鑓性をもつも のであ るから 、戦闘の原

則は、決 して一定不動のものではな い。戟闘の原

則は、何故に鑓化する ものであるか、否箆化させ

ねばならない のであるか。戦闘唯一の目的である

「敵K 勝つ」 といふこと のfこめには 、その備なき

を攻めて不意f ' LH1 ると いふことが、要課であるか

らである 。

×  

日本の家 は木と紙とでHi 来て ゐるから 、焼夷聞

で禅 山Tご、と外閑人が言つ? こからとて 、スワ焼夷

弾と決めこむ人々は、日本の家なら破壊聞で木英

微墜とならうから空襲の仕巾斐がある 、 と外岡人

が言つ? ことすれば、今度はソレ破壊蹄とヒシメク

人々で ちJ もあら う。「よ く職ふものは、人 を致 し

て人 1'1:: 致されす・。」己主?鹿児して何の成算がこれ

有ちん。

我閣のや うな木造家屋の都市 に到しては、焼夷

弾攻撃に主力を注ぐであら うことは既 l亡常識であ

るといよ、。一謹常識とは何かといふことも一躍吟

味すべきである が 、これは素通り! として、所513常

識を端的 l亡いへば、人も我も l亡共通 して理解 5 れ

令得 される智識としてよいやうである 。果して然

りとすれば、上述の常識の内答は「貴方の都市は

木浩Tごから、主として焼夷聞 を落し ますよ J i 御

尤もです、ど うか左様願ひ ます J e 言つfこことに

もなりはしないか。桶狭間 lと陣しに今川勢は、風

間の夜を以て味方{ t >;J(! る安全な自然の要去と瓶じ

? こ。織圧|勢はそれを以て敵を破るべき救ひの示1[1 e  

見?こ。向ーの現象を利川するにも、その考へ方は

色々である 。古往今外交の戦闘皆然り、而して然る

べきである 。己れの: : } 5 へ通りの戦闘手段を敵が必

す・とるもの t 決まっておれば、戦史や戦法の研究

l乞顕を悩ます必要はな いのである。

Ｑｾ 女は焼夷弾か Ｑ 政疑問か 、 何れと列 ｬ らす・とするは

乃ち ｦ 放をｾ， ｪ ｪ る所以である 。 破渓焼夷何れの投 下 蹄

ｬ 亡しろ多数の火源がＱＭＱ Ｇ， ボるとするは 、乃 ち己を ｾＢ ｬ

る所以である。我建物の現献では、破壊柿よりは

焼夷弾の方が怖いと考へるのは必す・しも合法であ

るとは考べられない や うに思ふ。

敵を焼夷弾ときめておいて 、事責ぞれ含投 下さ

れにら 、思よ、輩K はまっ? こもので、明 らかに我の

勝であるべき筈ピ。そ れは焼夷弾針策にヌカリが

あつにと見なければならぬ強想に反して倣壊弼が

溶きれでも 、空襲の機数一機の格破碍数、建物 へ

・の命中率数等から見れば、死傷者の生十る数は1数

?々 こるも のであ るといふことのみ にか こづりで、

破渓聞と いふものを眼中陀おかないでよ い もので

あら うか。詳 しくは大 1'1::考ょ、ぺし。

×  

屡々聞か される防空上の流行語に、防火第一主

義主 いよ、 のがあ る。火災を漁期するこ との正賞必

要なるは いふま でもない。然し乍ら敵を焼夷弾と

きめて か 〉ることは論外として投下問の何であ る

。o 0 。

かを; ¥，11 ちぎる を9' 11 るとする に於ては、否投下弾な

o  0 0 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

品イ匂1: t 来いといよ、大間民的防2さを建設せんとす

るに於℃は 、2さ製の殺那、投下目i落下の瞬間こそ

は、貨に市民の生命の安危陀闘する重大時機であ

る。故 l亡災害の進行する時間の経過を辿れば、空

襲の瞬間を以て第一主義 とせねばならぬ。この根

底的重要な認識を? 蹴 〈施設は、事の綾き: 順序を謬

り、往々枝葉 lて捉はれる結果 となる 。

空襲瞬間第一主義 い、ょ、ことを 、市民の行動に

して見れば、空襲警報が護令され7こら 主任市民が多

〈も15分以内 に破壊弾f ' L ;t-tし安全な場所に住かね

ばならないと いふことである 。市民の生命を宰襲

の第一危機から救ふのは賀 lてこの主製前の至短時

間 lてあるのである。 2さ襲災害の模減の fこめ政聞の

精 Ijil!1 を要望し乍ら 、市民の一人で もが宰裂の初動

l亡於て徒死徒傷する ことは矛盾である 一一直準開

によって生す Ｇる 死傷ｾＮの教は微々＿こるもので あり

又戦争である 以上、この犠牲は首然忍ぶべきに k

いふことをｾＺｅＮｦｦｩ ｉｊｾ とし て 。 敢聞の精 ｉｪｩ ｬＡ Ｑ と は犬死を し

fこり、叉これをさせることでな〈 、生 くべきに生

き 、 戦ふべきに戟ょ 、 ｋ ある。空襲瞬ｉＱｉ ｬ の危険 ｉ Ｇｌｾ 討

し生命を全うするとこ ろの絡設は 、貨に防空施設

ｾ Ａｾ の根基 ｦ こるべきもの一一 何引昔いてもこれピけ

は紙〈を得ないと思ょ、 。

4. 消 火 捜

昨年八月大阪の某所で、天ぷら鍋に火が拶 れ

がj 火柿を投げ fこら 、火勢が却てひろがつにことが

報ぜられ fこ。事の民備はこ〉にはどうでもよ い。

翌々 日の新聞 ( 8 月12日大朝〉は、大阪町消防課

では 、阪大理皐部の協力を得て、 22の合相: 製造の

4 3  V j  



消火柿につい て賞騒を進めてゐ fこところ 、最優秀

の消火聞は水の二倍の数力で、 ぞれも民の火災Irc

はそれのみ 陀頼つては 、議想、されてゐる款力がな

い。といよ、結論に達し? こと報じてゐる 。

消火 ｾｦｪｩ ｉｲ｣は最優秀Ｎ，Ｎ ｾ の 、 でないの ｫ の区別があ

って 、従って殻力も遺ふらしいが、賂れしことに

は水にはこの直別はない。消火の上に於て澄むも

濁るも水は水であ名 。消火弾の穀力が7kの二倍で

ある主は、同じ殻果を得る f こめに要する拙液量主

水量との害IJ 合が一割このことであるといぶ。然ら

ば水ー斗で消へる火は郵液 5 升で泊へるべき筈で

ある。

右の如〈考へて、ー消火弾の内容量を約 0. 7 リ

ットル〈約 3 合 9 勺) とすれば、 5 升入のパケツ

1rc 7k  7分目〈約 6: 3 リットル〉を容れて使よ、のは

消火弾を同時 lて5佃投げるのに匹敵する 。 2 人用

腕用ポンプ l 秒時の放水量は約0. 67 リットルであ

るから 2秒間の放水放果は消火弾 1佃に相官し、

1分間の放水殻果 (40 リットル〉は消火弾27佃を

1分聞に使ふのと同じいわりである 。瞥7方図月1小

型ポンプ、消防署同大型ポンプ各 1分間放水の償

値〈放水量夫々 450 リットルと 3785 リッ トJ レ〉は

同じ時聞に消火弾をそれぞれ 305 個と 2558個を使

はねばなちぬこ主になる。

一つの隣組陀 10個の消火弾が用意されてゐて、

それを同時に使ふといふことは、パ ケツtとすれば

同時に二つ使へばよいといふこと にあ? こる。

以上は消火蹄一最優秀のーの殻力が水の二倍で

あるといふことピげを考へ? こものであるが、員の

火災には消火砲のみに願つては議想されてゐ I る殻

カがないといよ、ことを併せて考へる色 、 これはど

うしでも一つの謎としか思はれない。或は消火時

U k e 同時に併用すれば、雨方の長所が互に作用

しあって 、水も櫛も個有の性能主主果を増大すると

いふのであるかも失f I れない。 それならそれでよく

判るのであるが、 ともかくも水の消火能力が衰 え

ーにといふことも聞かない今日 . それ自睡では妓力

がないものを水と併用せねばならぬとは 、ill ・の中

は複雑になるといふが員賞である。

5. 防 空 訓 練

逼迫し fこ情勢の下にとい五、防空訓練が去駄 10月

y ，4 4  

全閣一貫K 行はれ? こ。 そして大阪市陀闘する限り

市民も指導者も大童 に活動し fこことは勿論である

が、有: 日その活動の幾っかと責覗しfこ結果を省り

みると、 言JI 腕指導の方法に於て術大に汚へ 3 せら

れるのが ある。以下これについて一、二の短見を

述べる 。

第 ーに、訓練指導の根本精利1を逸するなといふ

ことである 。空襲特性即ち災害の同時多地といよ、

こelrc釘しては、結局災害を受り fこ局部局部の成

功といふことが最も望ましい従ってこれ k 最重

根本要件と見ねばならぬ。その鴛には災害には釘

底すべき局部局部に於げる 人的組織活動力の猫立

性を維持し油養し助長するこ主主? 主I l R とせねばな

らぬのは営然であらう。公衆的防空機織として各

々所定の捻任区域を有つ警察署、消防署、瞥防園

或は市民の自衛i防空機構 fこる隣粗は 、 それぞれ護

揚すべき防空カ K 相癒する資材を整備し、他の控

助陀依頼せす¥滴立して橡期の目的を達成する如

〈教育され、訓練されてこそ防空活動陀自信づげ

られるのである ｾ 隣組の地域に焼夷弾落下の欽

況を現示して 、 その隣組のみが此隣幾つかの隣組

到底援救援に駆り立てる如きやり方は 、断じ て

趨営な訓練方法ではない。「隣組には何張中るか

断定は出来ないが、隣組では各々ー設中るものと

して準備すればよい J ) ; : 情報局殻表の「時局防空

必携」は述べて ゐる。このとき何の臨援救援の違

があるか。一隣組にー設にせよ二殻にせよ叉隣組

に一夜にせよ 、自衛防空の組椴である ー隣組その

もの〉揮然ー盟Tこるが如〈訓練が根本要件なのす

ある o れまいへ災害進行の献況によっては数個隣

組の協合活動は 、質際の場合に必要なこ主もある

であらう。然し乍ら平時 これを訓練することは左

迄必要なことではない o e いふのは 、個人同志、

閤家同志の協同の場合にも同様である如いよ〈

完成され fこ隣組同志てあればある程、協同もし易

〈、叉ぞの殻果も大であるが故に 。序乍ら附記す

る。 「時局防空必携」忙し、ふ如〈隣組K 各一夜中

るものとして 、24機ー除の被弾地主? 計算するし

約 634 ヘクタ ール: である 。但 5 J d; 焼夷蹄9600襲、

ー隣組の蹟さを 660 平方米( 間 口2 問、奥行 10聞

のもの 10戸、計 200 坪と見なして) とし f こもので

ある つ



鈷二 l乞、防空の貰際左手時訓練との差異のある

ところと一致せしむべきところ左右? 識別せよとい

ふことである。明治時代陸軍の兵書に「貰敵及

危険悲惨は党l乞千時K 示すべからすも、然れども戦

時これ に耐へ克つの詮あ り 、 死生をｾ 1' iみす・一身を

犠牲陀して君固に輩ナの精神即ちこれなり」とい

」、如き文付のあっ fこことを記憶する。現行兵蓄に

は直接この文何は見首らないが . この主旨は ijlj(悶

鍛練のT r 施に首り現今と雌も失はるべきものでな

く、防 ｾｾｊｉｉ 練を行 ｩ 、ｦＧｌ t  ，この主旨の十分なる理

解と ｾｒｷ｜ｲ とが必要である ｫ 思ふ 。 投下蹴落下の欣

況は創立と工夫を凝らしてなるべく 1聖戦に近〈し

て訓練を行ふことは必要保件であって 、所詔立韓

的訓練と栴するものは 、 この主旨から ｾ｜Ｑ こもので

あらうが、一帯の困り物で、市かも訓練として最

も必要である焼夷弾が、二階、三階等の床上 K 止

まつ fこ場合の動作を前練ーする こと述先づ以て不可

能である。これ即ち如何にしても、平時訓練の形

に於て宜ー鞍 l亡及び得ないところであって、訓練主

賓際の差異で Y もある。故に平時訓練ではその1聖

戦と訓練との差異の生十る理sl i . " 市民によく納得

させ、 訓練としては次の諸黙K 於て貰1蹴k の一致

を求めるべきであらう。

1. 資材の刑法に慣熟させること

2. 資材を愛護すること

3. 組合内の防空地理を抑べて利害弱黙を鮒へ

その手首を決め ておくこと

4. 組合の人々との協同呼吸の一致に熟するこ

K  

5.  賓戦 u主って組合内の何底f ' LAA況を現示き

れるとも迅速機敏勇敢陀釘廃するの貰を示

すこ k

訓練の形式を賞戦的にすること許り f'Ll，ftil 心して

何事を毅へ込まねばならぬかといふことが、留守

になると、却って逆数果が褒生することを注意せ

ねばならぬ。

第三 t亡、市民の心、隣組の人々の心を民の昼襲

費戦といふ ものに即して考へ よといふことである

昼製響報に次いで爆音が聞へ? ことき、或は箸金投

じ、或は仕事を止ωてバルコニ ー等 K 出て 、四方

を見? こといふやうなこ主は過去の杢製で屡報導さ

れにものであって 、 これが即ち空襲時に於ける市

民の寸立心理である。狭い隣組の地域で 、時国主

人主主? 割って防護監硯等主する のは貫戟の心理主?

無視する机上の戯れである 。2さ襲響報が出れば、

先づ隣組の全員が防護監視者なのである。叉そ う

であることが迅速な防護動作K 必要なのである。

序にいふが、投下弾があっ? こち 、組長が全員に出

動を命す・る主か、その他何を命十るとか左いよ、が

間一髪 e ｾ＠ 、よ、焼夷弾封策がこれではどうか主思ょ、

支訓練に於て11犬況現示班が投下弾落下を現示する

や否や警防聞に報告するこ主主? 頻りに替促ずるも

のがあるが、 これもどうかと思はれるのであって ・

投下部があっ fこち一人でも多〈 、先づ防護に営り

以て災害者? 早〈片付げることが先決なのではあ る

まいか。

第四『亡、訓練は形式に於て賓戟ぞのま〉を現は

すこ k が至難であるから 、何色か布I足の教育をし

Tこいといふことである 。例へば前K 述べ七二階、

三階の床上は焼夷弾が燃える場合の針策の如きは

最も必要なるに拘らす・平時最も質際の動作がなし

1荘い事情があるから 、その王期比被訓練者を集め

て、 誹詩的に行ふと いよ、が如き方法である。

以上訓練を見Tこ結果陀よって 、主要な卑見を述

べ? こが‘ これは勿論我都市防空のいやが上 K も十

全ならんことを願ふ微惑にずぎないのである。識

者によって吏らに象を瞥き得ば幸此上もない。

大sRD[ 戦は戦にして戟にあ らや; それは長期陀

繋がる世界歴史の轄換である。従って閤民防空も

亦根本 l乞向って省察するの必要を感すもるものであ

る。

×  

人を不安ならしむるものは、事柄そのものでは

ないなしろそれに闘する人の意見である。

ー一一 エ ピ ク テ ト ス

何事陀せよ fこいていの仕事がうまく行かないの

も十中八九まではそれ K 従事するものが、肝心

かなめの成功ならとにか〈 、 それ以外の些細な

特別な成功で自分fこちの利己心を満足させよう

と骨を折り 、 これが出来ればそれで満足してし

まふからなのである。 一一一モ ン テ ス キ ユ {

( 完〉

A 5  VI  



あ し か び

山 口 正

『お ーい、 あしかびが糸＿こぞｾ e き》ゃく聾K 怒

り向〈と、二三の悪霊達が、い Tこづらそうな顔を

ほころばせてゐ七。その聞に 、自分のしかめ商も

混へて、 食事の仕度ーを待つ問、つ〈づく思つTこ事

である。 11自分も主うどう 、あしJ ぴとあTご名さ

れるようになっ? こか』。

あしかぴ色 いふのは、葦の葬の古語である 、 と

自分は心得てゐるが、間遣ってゐるかも知れない

古事記K 11園わかく、浮きあぶらの如〈して 、 〈

• • • • 
らげなすTこ? ごよへる時に 、あしかぴのごと前えあ

がる物 ｋ 因りて、 成 りませる・・…・ｾ e ある 事を 、

新潮文庫の『古事記 ・日本書紀研究』でをつりで

• • • 
以来『萌えあがるあしかぴの如 u なる伺が好ま

し〈 なっ て、 折、にふれ、時にふれ、振りまはして

Vr  4 6  

-・ ・.
ゐる中 lて、 主うどう 、あしかびといよ、あ? ご名をも

らふまでになっ f こ。あしかびにはう己主芽の文字が首

てら れて 、 この文句は『奈の日光がなぎさを JHt ら

す時、 Ｗｫ 謹の ｊＡＺ ｩ の古根から 、 先づ芽ｾ生す・る撲を

; 念頭において』主設旬j されてゐる。そして 『盟葦

原のみづほの凶は、査の生ひしげつ fこ海ぞひの閣

僚を見渡しT二時t亡、起つ fこ古名であるらしい』と

も述べられてゐ る。 今少し い こ の書に よって、

味につ いて の知識を殻展さ せれば、Jil t波には葦が

しげつて居り、難波と いへば、直ちに葦が連想、さ

れ

つの闘の難波のめしのめもはるに

しげき我がこひ 人会11るらめや( 古今〉

の歌が残ってゐる程である。これらのあし原は流

れ土の杭もる作11 ] によって成つに新しい陸地であ

っ fこから 、 この地に、東生郡、西生郡の名が出来

? このかと忠はれる 。

『難波のあし』は、今も淀川に密生して、四時

のなが治を些かにする o ｾ￧ ｬ ｾ を 青 々としげつてゐ

7こあしは、 9 月、成長を打ち切るし 10月ごろか

ら黄ばみ始め 、12月 1月と次第にこ い茶になり 、

部い茶に鑓り 、 2 月l亡入れば完全にすがれて、か

り取りを待つ。? こちすがれにあしが、う っすら赤

味をさへ帯びて 、ゆるやかな流れの白さと、映え

あってゐるさまは 、仁 左へょ うもな く美しい。 3

月、水の色は冬空から解放されて、春の光の束が

こい青味を帯びて水商からはね返される。 4 月の

• • • • 
ま〈があ〈しかり Eをされ? こかれあしの聞にいつ

のまにか芽ぐみかりでゐ? こものが、ーせいに頭を

突き あげて、謹一商をみどり一色に染め、よそ lま

ひをこらしに春草は、雨側のつつみを縁取 りして

やさしい風K なでられながら 、春のきかりを告げ

てゐる。 5 月、 もう新しいあしの世界になって、

水遊びの子供等 k せ? こりを競ム位K 延び、はつ ら

つ? こる勢は 、老人達をうつ k りさせ、若人の血を

わき ｲ ｾ ぎらせするにはお かな い 。

これだり、あし陀ほれこんでゐな が ら、自分に

は、鶴橋から見下ろすこの草が、果して本営の葦

であるか、あるひは、墜とか、醸主か、萱 とか、

茅とか、荻 とかいふものであるかが判然しな いの



である。然 l 、その何れにしても、この類の草は

古来建築材料として盛に用ひられTこらし< w一夜

ねしかやのまろやのあともなし』とか『旗ねする

-・-
あしのノj 、屋ーにて見る主きも』とか、色々それらし

い歌何がEをされてゐるぷうに、 屋根、かべ、床 等

にも用 ゐ られ fこらしい。

• • • • 
きて、再ぴ、問題のあしかびであるが、向か新

• • • • 
しい気運がかもされ、それがほうはいとしてわき

起もあがる 、 といよ、様な場合I ' L W萌え民主ブるあし

かぴの如 d と形容すると、質I ' L fこまらん程ぴつ

? こり来る 。かかるはつらつ7こる情勢は、我々の歴

史の上にもいく度か見られ、建築廃史でも何回か

か、る事賞を算へる事が出米る。そして、今ま 7こ

我が建築界は何回目かの、そうゆふ情勢 1 0こち至

つ? こように思はれる。

明治以司、外閣の建築を取りいれるに念であっ

ほい

? こ我々 の先は 、賞は今かもし出Tごされんとしてゐ

る新酒のために、盟かな原料の仕込に専心し? こ

のであっ fこ。その土基の上K 我々の時代の精 nirl l

k 、古い俸統を有する日本人 の血を持つ造形精神

が加味されて、新酒は正 lて成 らんとしてゐる。 外

国の影響走振りおとす紹好の機奮として、我々は

無心に、多〈の、批大なる建築走、何ら先行建築

の影響を意識する事無〈、専ら 『周』への務めの

喜びの中に完成しつ1 . < 1 ; るp 在来の建築完成の喜

びを『国版的』とでもにとへれば、現在のそれは原

始時代I ' L l 本の桂を建て得fこ喜び lモも比すべきで

• • • • 
あらう。いき〉かのかさ' り 気も なく、てらひもな

〈、ま fこいさ〉かのから いばりもこけおどしもな

い。これが大東車戦争を軸(l 明として、生れ出で Tこ

る日本々来の建築の姿である。これに、真正日本

建築の名をつりで見ては如何であらう。

如何にしてヨーロツパの影響より抜げきるか。

これは日本建築界の年久しきなやみであっ fこ。日

本人・が日本に建てる家が、どうしてもヨーロツパ

風になってしまよ、 k いよ、事は、我々の構成にかか

はる事であって、宿命的な事として見逃すわけに

はいかぬ、と何人もが思ひながら解決し得なかっ

?こa 社寺建築へ、茶室へ、農家建場へ、見直しの

眼をむりてみ仁のし臼木趣味とか、東洋趣味と

かの不思議な語が建築を形容する fこめに説はれ fこ

のも、すべては、真正日本建築を求めて、ヨ{ ロ

ツパ風から足を洗はうとする努力であっ fご。今に

して、この望の かな へられなかっ七理 IJ3 を考へて

みれば、我々の考へには多分の遊びがあり 、我々

の設計には少からぬぜい肉がついてゐ七。これら

が我々を員理からはばみ 、真正日本建築へ達する

事を妨げ七。然るに、今、大東亜戦争によってす

べてが解決されfこ。これに策のついに人はむろ ん

の事、気づかなかっTこ人色 、今はー臨この問題に

ついて色々主考へて見る必要があらう。

限を蹄じて 、少し〈他の場合をみるに、 f: 主へ

ば、フランスの J レネツサンス以降の彫刻界がそれ

である。ジヤングージ ョン とか、ピ エルプジエと

か、ゥードン主か、カルポとかの ＱＶ 世 紀 ｾ Ｑ Ｙ 世紀の

彫刻家連は皆イタリ{ 彫刻界の強い影響を受けて

ゐTこ。イグリ{ 文化色を帯びfこかれ等は、 そのイ

グリ ー色を洗ひおとす事が出来なかっ Tこ。 そこへ

ロダンが現はれて本首のフランス r とりもどし七

のである。 wイタリ ー勢力からフランス彫刻を解

放し fこのである。ゴチ ック時代にもそうであっTこ・

ように 、ま ぎれもない自分自身の彫刻をフランス

が ｊ 寺つ喜ぴを 人 ｬ 乞奥ベ ｾＱＺ ｊＱ e 高村氏はその著『造

形美論』に 、この聞の消息をつ fこへてゐる。ロダ

ンをしてかく: mきしめに、大きな目安史的背景があ

っfこかどうかは知らぬが、外岡文化の影響に苦 し

んｾのは、日本建築界ばかりではない事がわかる

か〈考へ来る時、大東亜戦争の我が建築界K 輿

へ＿こもの〉如何に大きいかに鴬かｾるを得ぬこの

時局が、我々に、偉大なる力を奥へ、我々を高

い位置にまで押しあげてしまっTこ。機舎といふ

言葉では表現 しきれない桂の大きな機合が、めぐ

って来て、日本中の建築家の直面しに仕事が従糸

のぞれとは骨組かちして箆って来fこ。一切のぜい

肉は捨て去られ、古い設計感覚は根本から fこ〉き

直され f: 。今一つ一つの作品を引合ひに出して、

これが真正日本建築であると説明する事は出来な

いが、速からす・して真正日本建築なるー建築様式

を形成する無配をひそめ fこ建築が方々に遺られつ

〉ある 事は明かTご。今ようやく日本は日本の建築

"  
界主? とーりもどしfこ。木ぞりづり、コンクリ { ト を

練 9 . 1) ベッ トを主丁ち、線をヲ| 寺、地主? 固め るに

も、日本精ili rl lの議露の中 tて行 i 、事が出来る ように

なっ fこ。萌えいづるあしかぴの如く、新しい策運
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はほうはいとして起ちみなぎり勺〉ある 。

か〈てどんな風な建築を造るべきかが明かとな

り、これ以上何の試がかりも無いは十であるが、

今少し〈心にか〉る事は、古い都Tごとへば奈良、

京都等K おける新しい建物の設計に古い建物への

心づかひである。法起寺の隣にのこぎり屋根の工

場を建てにち 、薬師寺に向きあってガスタンクを

造つ Tこりする事は 、如何lても不つりあひであらう

H 寸、考を押し進めて 、 そういよ、地匡では古い

形式に似せて地らう 、Tことへばなら酵の建物の如

〈に、とい」、 考 へ 方 ｦｌｾ 討する廃置である。在彩 、

そんな場- 合t亡、木構造形式のコンクリ ート 化が行

はれ、それぞ英五、人々が平気で、木構造形式の鳥

居やさ〈を、石材に置きかへ? こらしに。これは 、

己の物を持Tこない、借衣時代の所・産であっ? こ。建

築家建はおTこがひに、か〉る行鴛を? 笑ひあってゐ

るよう であるが、こ れは? こま? こまその任に嘗つに

者の不運であって、やはり建鋪界全部の不明の

集積である k 見るの外なからう 。

か〉る行鴬が如何 ｋ 無 意味であるかは 、 ｾくの様

に考へれば$J る。 fことへば、京都の東山のどこか

に一つの建物を造る k して、この謹にすでにある

建物主調子を 合はす意固のもとに、東山の古い建

物を南から 、東踊寺、三十三間堂、妙法院、清水

寺、六波羅密寺、建仁寺、高華寺、要法寺、南蹄

寺とながめながら、その建築年代を調べて行 〈と

藤原中期から 江戸中期 まで、さ' っと 700 年にわ? こ

ってゐる 。時代別にしてず藤戸、 鎌倉、室町、桃

山、 江戸、こ れらが一つのま k まつ? こふんゐきに

見えるのは、各時代の判然fこる区別が、日本建築

なる観念にま主められ、 700 年をー < ｾりにして

遠望するが故である。事質は この 700 年聞にも時

代ご主の大きな相違があ り、時に前代の慣はしを

ふみ、時に新しい浩形精制IIL もえ 、時には外闘停

来の技法の再現に うき みをやっしきへし? こ。感心

な事は、その何れの作品 K よって代表される時代

を み て し そ の時代を現代と する今様により 、決

して古代の十全なるひ きうつしをしてはゐない 。

前代につぐ現代、 その現代を前代と する、さらに

次の現代色 、つぎつぎに 、古いもの〉上に新しい

ものをつぎにし、おき かへて、700 年の歴史を作

つに。か、る 700 年の後さら k 200 年をえ経ての今

v， A 8  

日、 700 年の聞の作品 K 義理立する事に何の意味

があらう。 700 年の前に、 さらに げ00年、後1 L2 0

0 年の期間がある 。過ぎ' * し2600年 し 岡 家 将 来

の盛大永遠に比すれば、 700 年はほんの一時に過

e ぎない。建築が永遠であるといふからには 、現代

をその永遠の中において者へる必要がある。目前

の 700 年の名残K 似せて 1;隣を加lへ、後の世にさ

らに 1構を加へて、匪史を有する古都は、その史

上にしむる l 期間より抜げ出す事が出来なくてよ

いものぞあらうか。

よろしい この黙I d良質めて、今、日本中に萌

え出づるあしかぴの如〈ほうはいとして起ちみな

ぎりつ〉ある真正日本建築稜生の策運を殺ぐなか

らん事を希望する。

( 17.4.  29)  

( 筆者は京都市役所管繕部第一技術課技師〉

Hヲ

山-

尾 血 清 四 郎

昭和 げ年 3 月22日( 日曜日) 協合 3 月例合fこる

見皐日である 。午前 9 時開，告上六穫の急; 行列車に

乗車、途中八木K て普通車に悉換へ、室生 口大! 勾L

へ着いfこのは正に IOf時15介。騨前に落合つ fこ参加

者は中軍に勤務される石田定文氏、 それから紫畑

室おなじみの 山口正氏主私の 3 人である。

数年前より合勢携張その他の目的を以て設置せ

E れ?こ合勢幹事舎なるものが、月々見撃舎や講演

合を計ー霊開催されて合員の啓蒙K 多大の努力を梯

はれてゐるのは御承知の通りであるが、主催者側

の非常なる御苦心にも拘はらす¥常K 出席者が余

ち多〈ないと云ょ、至極好ましからずる賞情にある

之が一つの原因とも考へられるべきものに開催

日時の問題がある。見皐先或は諮問i与の都合から

は断然喰日がよく 、参加する合員側にあっても、

事務所の先生、合祉のェライ入、工務庖主人、材



料商! 古市I長 主云つfこ様な入は断然好都合なん，t::.' が

若い人特K 現場にあって月月水火水金金を問、ひら

れてゐる人達には到底平日の見撃など、現場育も

の主任 さんから許 3 るべ〈 もない ので ある 。

さて それではこれらの人達の?こめに もと色々の

犠牲を抑って日曜日見撃を計塾 して下さる が 、之

Zかなかなか平 日の如〈は集らない。

ー見署息子干、講演合等の成否の要素 左しでは開似日

と同級陀、その計主主内容が大きな地位を占める事

は勿論である 。で は今度の見書Ml は、 その様な内

容のものであっ fこらうか。

爽雨先生が大和研究俳句l吟行合開併について、

その山茶花 3 月披 lて次の様な事を述べて居られる

「我々は大和と 云 i 、肇閣の聖地、事術の買庫、盟

鹿な自然をすぐ身近に持ってゐながら、あまり身

近なにめ に多少組* [ 1 : 考へてゐる傾がある。( 中

日告) 飛鳥白鳳天平人の残しに貴重な帥像、建築、

高葉人陀詠まれ? こ問土風物の歌、きうし fこ数々 の

嬰術に深い理解と正しい鑑賞を墜びながら、ぞれ

らφ 像大き を我々の俳句に回蹄する 。かうし fこ勉

強は、首然有利の地 l乞ある吾々に訴され? こるもの

と云はねばならな L、。云々 」

鎌倉の地を唯一の史蹟とし、古建築としてはあ

の小さな回先寺合利殿K 先づすがらねばなちない

東京の人達 l亡較べて、我々は非常に惑まれ7こる地

位を占めて居りながら、ほん t うに之を少々組末

にしすぎてゐる嫌ひがある。建築の堅生時代の見

撃合に一度行つ fこから、 室生はもう行かんでもよ

いと 云ふ様なも のでは決してない筈である。幾Tこ

ぴ訪ねても次々と新しい感興が湧かなりればなら

ない 筈のものである 。爽雨先生のお言葉こそ閲西

の俳人のみ に とY まらす¥全閥西に居位' する知識

人、文化人の深〈深〈考へなければならない所で

あらうれ

きて愈々 ノj、島、猪熊雨先生に引率きれて tH穫で

ある 。騨から 300 米位の所に大野寺がある 。咲き

こぼれんばかりの梅の傍に早や樫が二三輪ほころ

びてゐる 。ノj、島先生からこ〉の本空宇の脇にお杷り

しで あると云ょ、身替り地戴傘のお話を伺ひっ〉 裏

ｉＢｊｾ 下りると、すぐ前の 室生の 清流を距て〉 卒 々

とそびえ? こっ岩壁に、所謂大野寺の踊勤磨崖付11が

一大偉視を呈してゐる。乙の像は後鳥羽上阜の叡

開ーになるも ので、承元 3 年 3 月 7 日の開H提供養に

はJ -，皇親臨の上、 農翰を胎内 tて納め給ょ、 f こと云ふ

ことなので、大正 5 年 8 月大足代をかけての制奈

によると、胸部引j亙部の 2 ケ所ーから畏〈もボロボ 町

ロになっ?こ小巻子がrHて司王?こ そうである o その と

きの貰机IJ I ' Lよれば、彫り刻み商の高さは45尺iて及

んだ左云」、 J

陸の根I ' L {It ぴ上つ? こ蕗の墓を眺め 、牛ば色づき

し、 111i 柳 の渓流に泊ひっ離れつ橋を渡りて 4 月b

1. 1三ば過ぎをけ目、はす好天気lて汗しながら 、ひfこに進

めL芝、やがて管苔 fこる杉の遣に入りて爽涼を売ゆ

すぐ真上ーの山で鷲が鮮にn島いて 、私達都人を此の

上もな〈識しませてくれる 。岸田博士fごっ fこか、

その随筆で近代文化が室長生の 山里に主主鼻持ちなら

ぬパスの安ガソ リン臭を諜はずのを嘆い C おられ

Tこ様に記憶するのであるが、時代は叉もや私達を

昔1'1: 返して自然を日光を空気をふん7ごに享受きし

てくれ、そうして千年の秘境をいやが上にも奥深

いものにして〈れる様になっ? こ。 川勝政太郎先生

も、その箸 11古建築入門11 I ' L 於で寺門迄のパスや

ハイヤーを排斥されてゐ fこが、私も夙に之を賀行

し来 - "J tこl 人である。歴史の一大時換は好なと好

まｾる主に拘はもす・、総ての 人 達にこの機を輿へ

て、線、ての物を今 l 度考へ直きしてくれることに

なっTこ。喜ぶべき現象である 。

いつかこの紫畑室で 山口氏が10人位を単位とし

fこ小型見撃組を提唱されてゐ? こ事があっ Tこが、之

は事情が許せば大壁よい事である 。今日は 3 人と

云よ、超小型見墜組で、石田、山口、私 e 3 人共初

割高ではあっTこが、建築に精進する道はーっとて

恰も 10年の知己の如〈話ははづんで、幾つかの橋

? 渡り進めば、 いつか室生の里である。静かな民

家主? しばら〈行けば、左手に女人高tl ザの石柱と 、

ぞれの象徴 E も云ょ、べき 、いともや注しき朱塗の

大鼓橋が見える 占

橋を渡って左にとり、 f曾E号に至って少憩、 一同

持参の蚕食をとる 。 こ〉は 山深〈訪ね来つ fこ老来

男女の参詣者の? こめに宿泊の便宜主? 奥へられる様

な間取主奔見しTこ。食事を絶って正午より約 1時

間K わ? こって猪熊先生が室生の寺史について御講

演下さる 。先生は昨年末公開されに文化映茜 11大

手111/ の製作指導に首られて 、余 りにも有名な方で
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ある。はから す・ も朝日合ii 削亡於ける riよ幻を奔見き

、せて戴いfことさ製作@御苦心などの御誹協を斉聴

してゐf こので 、ミ子侮縁起或は論説から設事去り 言立

川られる名調子に今日は一層傘敬と想とみを 以

て御耕演を伺五、事がIHう1<: 1こ。標題 11r-ア一、 UIII tま乙

のとき f!if. 設を賜り f こるもの〉 一つである 。

講演を聞き終って愈々奔糊である 。 ｫｾｩｊ の木政

橋を右l C 見て ) 111モ消ひ少し行りば、左への桝段が

続 < 0  J: ればすぐ左手を切ち聞いてき〉やかな御

笠がある ｰ 即 も Ｕ 険制 ｾｬ ｾ ｾ である 。 鍬倉時代 ｬ て なる と

云ふ方 Ｓ Ｑｬ｜ ＱｊＡｊＱ層楠ｾ茸の簡素な御堂である 。 中 ｬ 亡

入って正商御厨子κ 乙〉の本尊である踊勅菩薩:11:

{象を奔す。白型の丸彫で府から訪米しに と云はれ

る事や 、 叉興師寺との ｾ ｬ 係な ど 興味深く猪熊朱 ｾ ｬＺ Ｎ

が御説明下 さる。

捕動堂1: ' 出て又階段を少し上ると金堂である ?

弘仁期11: 1.よる 5間 5商準局屋根回注造袷皮尭で 、

その内前商 111m邑りは雨型堂と して江戸初期医建増

しf こと云五、。彼の東大寺法華堂のそ れには比すべ

くも ないが 、 その取合せの妙はなかなか商白い 。

今度は小島先生か ら本曾緯迦如来立像をはじめ 、

文珠菩薩像 、十一面観音像、薬師如来像と( 地離

菩産除は目 下東京帝室博物館へ出陳中〉十二紳終

等 の説明石? 聞〈 。顔、肩、胸、胴、衣紋、光背 k

縦蓄を お傾け下さる 。本空宇の後 K は弘仁期に於げ

る唯一の壁設で あると 云はれる帝樺天憂陀羅が描

かれてゐ るの?ごが、 はっき りと奔概す る事の 問予K

なかっfこの は残念で あっTこ。

ヨたは樫頂堂で ある 。密教に於げ る瀧頂の紳班、を

その ま > 11: 表は してゐる かの如 きこ の御堂は 3 月

末の午後 Z 時と云ふのに採光商の殆 どな し三内障は

全 〈の閣である。叉 この御堂にも まして本隼如意

輪観音像は刺1秘的な素晴らしい像であ る。岡田弘

子著 11古京の芝草1/ ｾ亡 止 れば 、 右の第 ｬ 手は頬に

かる 〈主主をあて 〉地獄の衆生を救ふ と云五、思惟の

想を現 しよ 第 2手は如意賓珠を さ〉げて餓鬼道を

ｾ ［ Ｓ 手は ｦ こ れで 、 蘇教をヂ持って高生道を救 五 、 こ ￨ ＱＺＧ

表象し、左の第 l 手は光明 山を按す・る ，と云五、定、で

地 11: *れて修羅道を救ふことを表 し、 第 2手は蓮

華1: ' 持って 人間世界を第 3手は金輸を持って天上

世界を救』、事ーを表象しτ ゐる。と云ょ、こ の像を懐

Ｑ Ｑｾ 篭憶のほのぐらき光の 中 Ｑ ＱＺ 私 達は 心 行〈名奔し

V I  S O  

1: のであっ 1: 。却の外に 出てホツと沼J 息、をついに

のは私 1 んではなかっ Tころヲ 。

叉石のF併を J 二ること しば し、 愈々五重塔である

た刻の金設と共に唯一の弘仁朗建乗の遺構と して

叉日本K 於ける現{ t 五霊塔中での最小として余り

にも有名であるこの桝は弘法大師ァ夜i K ! りの郁さ

へある可 愛 らしいものである 。 ｬ ｾｲｌ 入れてもい ｦ こ

〈な少と 云ょ、 言葉があるが、まさし〈これであ

る。桂、組物、支輸と叉梁r : m寺東城:1ζ 見るが如き

地間飛角の 二軒の具合、腔決優雅な檎j主流の屋根

勾欄、又相輸が素晴らしい。奥の院御影堂への附

段を上づ? こり下り fこりして杉木立をもれ来る よ「・後

の明 るい日さ' しに映えに朱の; 併を 、あか十に眺め

てゐ ると、 フツとお伽 ぎの岡へ米てゐる様な気持

l亡きへなる。

金堂に塔に余りにも時11¥1を1こをしすぎ ?こ私建は 、

奥の院を割愛 して、〈この 山を献さなければならな

い事! となふ fこ。平地{す1¥教に於りる七堂伽曜の整然

き宏批さはないりれ ど、 少しばか りの平地 K あち 、

らの 山腹に と建てられ?こ山地 伽L程を 、ー1:から下か

ら横かちと 心ゆく迄奔しながら ‘ 私達は 山を下り

Tこのであっ fこ。 ( 終)

〈昭和 げ.4. 5. )  

( 筆者は株式合枇須賀商舎勤務)

唐 招 提 寺

藤 田 元 吉

超満員の電車をやっとの思ひに「聞大苛:J で乗

りかへ、往昔の王子城京の右京二坊六僚 Id まする 小

さな騨 「西の京 」で降りに。

騨前の陶器や骨董を陪j ふj苗の道溢の棋は今日を

盛り k 咲き誇って ゐて、時折吹く風にひらひら主

務花のーむ らが道を渡って散りのびてゐ? こ。

萎青む畠1 : ' へr:て? こ森Q) 中に薬師寺の搭の相輸

がつき M'，てゐ る。雨近容を想、はしめる 雲の動きに



あ7こかも、そのm輸の7)¥陸 lまかすかに走ってゐる

ゃうであっ 1こコ

集合の時刻 11こは未? ご少し時間があっ ?こc 私は「喝

の柴i ' W予の森には へらす刊乞 J 花 の依 りの土品: 頭を

はるかにイド日の 山々 を見ながら良直ぐに- w い 1こェ

布側の松佐木の堤 こー しの刈 ＱＱ Ｑ の ｲｬｬ に ｮｦ ｾ < 初蛙を 1m

きながら、秋篠川のほとりに Ij 111=。

この幾千年の懸史金流れてゐる川の1えか らも 、

ご三 if-1' の白五百の美しい大和造 りの民家をへ? ごて〉

美しい柴附寺の拾が、111笑」、生駒の麓を配景とし

＿こ森の Ｂ ｉ ｾ IC トメ!三身を見せてゐる。その森の東側に

ほと・良1 ，、民さの j也があっイこ。その 7)¥溢近〈さ冶や

かな剥: が然肥されてあっ fこ。

ｬ￁ は森と醤のゆき タ ｾ をおしてゐる池の商の美し

い背 ￼ ｾ ｦＮ ｦ ｴｔりの土佐 佐悦惚と 眺め入ってゐ Ｑ］ 。 二例の

初燕がにわなれな がら 水の"ト: { f 飛んで行つ fこ。

池 の 岡 の 柴ffrji のJ警に来る燕 元首

棉茶菓してＷｫ の 而のｾうごく "  

×  ×  ×  ×  

大手 Ｂ の ￯Ｇ ￮ 文イじ を鑑ＺＱ ｔ しながら俳 Ｂ￭ｊ ｾ ｦｲ らうとす

る私達「山茶花」の一行50除名は所相堤寺の同勾'

ｬ 亡上って、精熊 ｾｉｍ｡ｬｩ から 「 天平時代の寺院生活」

につき興味ある話を聞いに。この制i長い先' は元の

併民であっ? こ建物である 。大付11間 IIR供養の翌年、

幾多の間期ｻｾを粧て府より渡来しに鑑真大和向の戒

段侍伴: のもとに 、就事修道のf削141建が、今日の私

埼の様に 、/J 、応の心 よい鴫りを聞きながら、部花

とめどない連子の窓際 I'Zこ机をな らべて 、お殺に精

進 し、.f:I .つ規体正しい集園生析を頼りてゐ仁枝が

想、ひうかべられる 。

{リ1I 教信仰のもと に首時の官t界文化 営採 り入れて

ゐ1=天干の事柴の都の人々と o .) (時の原和のま i 主

の教文のすべてー一一。

徳川三γi 年の太平の1止をさま・し? 二世界の科畢文

化を吸収する にい とま無かつ fこl明治以後の人主主と

断米の原書の いとも高〈許悦され fこ現貰』一 、

そして今や大 Ｊｾ￯￬ 没午Ｚ法行の荘、建日本人は、あ

らゆる宗教のJ-.vc 、あらゆる言語の民族の上十亡 、

t H: 界の新しい指導者として進み行かねばならぬ輝

しい秋を也 ｬ へ＿この ＱｾＧ 。

近年改修され ｦ ここの ￭ ｉｌｾｾ ｎＺは天井が非常に低く、

ｊ］ＡＮ つ換が部 屋 中 ｶ｣ ｾ 股きつめられてゐるが 、信 ｉｊ 建 ｾ ｩ

時はとのやうな生前様式であっ fこらうか 一一一。

椅子式の寺院( 金堂、講堂) から うl!: 式の苛2院、

( 河土宗の殿堂〉 への捷化の有掠ーを想ひ 、私 は 現

作文那{ I : 宅の造り付けの ぺツドを; ; x り fこ1山2H. をヨラ

へる c そして一時白れで はあるが、山信念品式とし

ｭｬ￬ Ｇ､ ｾ桁子 式 ｴ する事が 、 日本位 ｊ 宅のＺ進 むメくき ｩｴｩ ー

と: . J 5 へてゐるらしい 一部 の 建 築家 の 収純な研究

ｾ Ｐ 熱のある猪熊講自 ｬ ｩ のつきせぬ話 ｬ 乞心よい法悦

上立にひ? こりつ〉考へて ゐ?こ。

ぷ ｾｉ 亡 ｾ ｾｉｾ ｾ｟ｪ ｾｾ の Ｂ Ｑ ＧＱ 亡入って怖像 以〉 説明を Ｑｭ ｾ、 ｦ こ 。こ

の建物は平城官朝堂院の秒] 集股 {f j品川、移建しに

もので、製1併が講義ーを受け 、戒付t { f 皮げられると

ころである 口夜、は足掛同人( 今 の俳領印度支那)

JP: 法力の作になる仰IifU: 菩薩頭のすばらしさに悦:

惚とならぎるを得なかっ? こ。やはらかな聞と紘の

交χ 、そしてその系IJ み方はギ リシヤの如何なる彫

刻よりも秀れに美しさを持ってゐるではない力、。

史 ｩ ζ 金 Ａ立に移って諸 ｩｲｾｬｬ の崇 ｪｩｦｾ さ ｬ 亡鷺ひ ｦ こ。お ｬ ま

らかな| 峻f設さを持つ本尊慮合那1iJ I1o その光脊の見

事なる精巧 さ。右脇侍千手11m干干:id象の無視t作に取

りつけであるかに見える千本の御手の一つ一つに

も見られる 奇妙な美 しさ 。左脇侍襲( ; ，[ 1如来志: 像の

光脊は千手観音のものであっ fこと聞りば、成 程現

ど，: のま〉での薬師如来の後方は少し淋しげであっ

fこ。

この千数百年の脊＿惜しまぶ〉諸 Ｑ ｩＩ ｬ ｬｾ 仰ぎ凡て

天井に 円を悼す・るなら、結構なおu持組入絡天井の

' 去: 欄彩色の文様がほの うす〈残ってゐ f こ。

制建昔時の目覚なるばかりの付1I像と 、併設: して

ゐる朱の閲柾が完全な三手先科快で、lfi :f i栄い犀棋

のＺｭーさをさ〉え、椋上の金色の孤児が京 ｉ￟ｾ Ａ の持＿に

輝いてゐる寧努文化の盛大きょ。

背丹 吉。者予知乃京阿君千。 l央花乃。荒如。ノト雌干f。

整然とつくられf こ都大路を原色様々な着物をき

かさＧつ ｦ こ大 Ｑ ｾ ＧＱ 人 が松崎なき初める Ｑ ，ＧＱＺ相堤寺の 山

I"J を入ってくる様が美しく悲! ひうかぴ11
1

1
てづいるの

であっ? こ。

再び間 ｾｾで食事をし てゐる色、今し が ｦ こ模様ーし

てゐ fこ雨がーしきり扱くなって来? こ。

手をふれて天平の扉の朱と徴と 爽問先生

雨となる鶏尾に巣襲を引き外交? こる

千 ごf - もでこの寺の脊惜しまる〉

11 

11 
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今はすでに日暮れ近 〈ほの暗い金

堂の内閣i l' L は花千回丈の首 日とて梅、

桃 、楼、族 、椿等種々の造花が薬師寺之隼の御膝

を、御胸を埋めまつられて居つ ?こ。吹き i夢る風に

ゆらぐ隊灯の光に翻黒色の御顔が7 l i 麗極りなき光

を張せられてゐfこ。

私 は この金堂の軒下 に雨宿 りして、見事な調和

となっ ?こ特異な裳階を つりに龍官造 k 栴きれてゐ

る東塔をしばら〈 眺め上げてゐfこ。

単調を{ 波って商白 い裳階。深〈飛び出してゐる

軒を受げてゐる 三手先。屋根の上の遅 しい相輪。

そしてその頂上の飛天の水煙も千幾百年の間雨風

と? こ〉かつて与jZ: 1このである。

雨の孫も散る裳階の鑑裏 l亡雀が某を作ってゐて

時々首を! 刊してゐ 1: 。

雨風の嬉の某葉の打ちょ、るよ、

ボ ロ プ ド { ノレ全景

ボロプドー J L雑感

第 1 園

安 孫 子 三 雄

大東車戦争勃種以来、御稜威のもと 皇軍の勇職

務闘め さ' まし い 敬果赫 R とき捻り 、現存既に皇軍

の制堅し?こ領土は驚 〈ベき Jf.'( 大な地域に及んで ゐ

る。

此 の既大な占領地の純閣内には、 Ｑ Ｇｦｾは霊長監 、

ｈｾ 蹟、史蹟等多 〈 、従って建築 ｊ Ｍ Ｎ から見ても貴重

なものが決して少〈なからうと思ふ。

近頃屡々名前ーを聞く や うl'となっ Tこジヤバの俳蹟

ボロプ ドー J しは 、中部ジヤパのクドウ鯨マゲラン

計{Iサラマン邑にあ h、南岸に近い旅都ジヨクヤ カ

J レタより約251堕の地黙にある 。

ボロブド ーノレの詳細¥11 : 就ては、 もとより誌に書

くべき徐裕を持fこないが 、極めて簡単な輪廓と 、

所感を少し書 いて見度いと思五、 。

ボロプド ールK 就て以前から関心を持ってゐ Tこ

人々は、閣印首局の ji J i 冥から戦禍ジヤバに及ぶに

至って、 その存亡に闘しでヒソカ lて気を採んに事

と忠、はれる 。

冗吉

( 17. 4.5) 

( 筆者は株式合枇竹中工務鹿勤務〉
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第 2 国 仰 の 降 誕

我 主主i箪は正義 人道の平であり 、占領地 の原位 民

はもちろん、敵闘住民でさっ、、もその温い保護に感

泣し、皇軍をもっ て;，1:11兵なりと栴へる位であるか

ら、い や しく も俳踏盤蹟引亡謝して攻撃を 加へる

と言ょ、事はあ ち得な い。 むしろ i生んでよ止を保護す

る筈なの である 。然 し、。iJ 分 にも敵が焦土戦術を

呼!践する 悪虐恨むの敗軍であって 、何 をや りIHす

か分 らないと 言 ム大 きな危1限がある。

叉、1iJ ll 印の アンコ ールワッ トが低憾な湖畔にあ

るの と異って、ボ. ロプ ド戸;t.は;ノj、首j い丘上 K 存在

して四周を { 府搬 し、かつて昔戦場主なつに歴史 も

あ り、軍 事上 からも相首・重要な地賭 とiヨされ るの

であ る。従 って、頑強な敵が是 11[ 掠つ ?こ場合、或

は皇軍が示、 ロプ ドーノレの何物 fこる かを会uらない場

合 に は 、 や ￙Ｇ ｾ得 予 是 ｋ 砲霊安又は爆離をけ Ｇｊｉｉ へる 事

がない主 は決 して言 へないわりである 。

ボロプ ドーJ レが理主耐を蒙って 、多少なり とも政

記長せられる と言 ふ恐れは以J てのお11 より考へて充分

11[，足宿されるのである。

然る l亡、il1111辿なる日以は 3 )-J  1 日J以前二トー陸壮行

以 Ｍ ｾＨ僅か Ｕ 日 Ｑ 亡して Ｓ 片 Ｖ 日号ＱＮＨ もジ ヨ クヤ カ ノレ

タ を虫Ａｾ ｬￍｊ ｌ 占領し 、 引 っつＧきボ ロ プ ド Ｍ Ｉしも何等 ｬ 波

損せられる事な く、 担任司i tY斗Zの乎 t亡保護されるに

至つ fこのである 。 かく の如くしてボロブ ド. - " ;¥.-は

侵略者オ ランダの乎から 、主li 説者である来洋人の

手 へ1!! 司iーに取 り反され fこのTごが、 それは決して偶

然ではな く、民族的なつなが り、 宗教的な 必然 性

が現化しに ものと見るべきであら う。

こ〉 らで簡単にボ ロプ ドー ;t.の 内容外視の一 端

に蹴れる事陀しよう 。

位置に就ては先 l亡普 いfこ辺りで、l{r'c と々し? こJ壬

のJ '. にあ り、 一越の長さ 70nH 1  ) ( 、 5 層の廻廊と

3 重の困壇 とから成 り、 次 JIt 色の熔岩主党 しき切

石で築き J -.げられて ゐ る。 外i協は幅の

長大に比 して高さが足 りない魚 、複雑

な脇町傘を伏せ fこ様な 印象主設を 輿へ p

フランスの某博士1.は是を詳 し亡、「焼 き

損ひの パンJ e言って ゐ る位Tごから 建

築 事ーlてから 言って決し fこ秀れ fニデザ イ

ンとは言 へな いであらう 。頂 上l亡大塔

があ り、他 f'L /J、.J;{¥: 72、 寵 寺 ( ニイチ

ヱ) 432、村1111象総数5凶器、 廻 廊の浮!彩 '

l印.総数 2.1 41 あ り、 延べに して l 旦牛に 及 ぶ と言

はn る。

建築物の外視がQ) ( な割に陰笹なのi亡比 べて、

内部の浮彫はすべて表情が明る くて非 常 lて明朗な

感じを興へる様である 。此 の明朗な石l彫商がズラ

リと 2. 141緯並ん1::所はjtkl切であっ て、是を見Tこ

す べての 人が、 その根気のよ さと 、規模 の 素晴 し

いのにびっくり す るであ らう 。浮彫 商の内第 2 廻

廊の f;J ll陀侮 120 岡に 就ては既に悉しく研究せられ

てお り、興味深 〈見る事が出来 るげれ共 、共他 の

多 〈は未Tご研究不十分であり 、今後 の研 究に まつ

所韮Tご多い。今迄 にも オ ラン ダ墜者の研 究がない

事は なかっ ?こが、是を完成するも のは矢張り日本

人を措いて外にはな い筈であ る。

第 5 圃 ボロプド ーノレ第一廊下 ( 西側〉
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第 4 圏 藍見尼閣の御外遊陶

ｊＮｒＺ ｩｬｬｩ の盟主として大ＪｾｩＡ共栄闘を陣立し 、 ｽ ↓ ｛ Ｑｦ ､

諸民族を して進んで日本と協力せしめる需には 、

ｦ こ ｙ 戦争 ｬ 亡路、いのみでは門的を述し見 ｾｴ い Ｐ

f') i l 数凶である我日本が、ボロプド ー;t. 建ぷ首似j

l亡さかのぼって 、単に石，ijj のみでなく 、共のすべ

てl亡亙って赴を解剖し研究し、児 l亡進んで首l時'1.11

Ｇｴｾ ｾ 高 い文化 ｋ 主主 してゐ ｦ こであらう ジヤパ文化の全

貌を定める事は、大京: . ! i : i 戦争のT ! 1 i ' 矧の l司的を達成

する . トーに於て決して無意味な事ではな いのでゐる

此の立味 f乙於て我闘の建築家速いボロプド ー

［ｴＮの如き付 ｉ ｾ 蹟建築 ｋ 討しでは 、 徒らに宗教袋 、 彫

刻家君主の研究を傍観する事なし杭倒的に進んで

ｊｾ の専門的見地よ り 研究を抑進め 、 Ｒ 事ろ建築試の

研究に依り宗教家、彫刻家等が膝哉される位でな

ければならないと足、ふ。

元来我国の建築家連はか〉る文化的方 I直i及t -:Ut.:

族的な研究に闘 して、主 か く消極的で冷淡な態度ー

を取って糸?こ様に思はれる 。撃者はおとなしく象

牙の塔に閉ぢ三もってゐるのかも知れないがにま

には象牙の搭を出 て街頭に進出するべきではない

かと考へられるの である。

ポロブド ールが危険に瀕するや、一呑 lζ 必 ll!!: し

ｊｾ の安全のＱＮＰｦＧｌ起つ ｦ こ 者は海軍主 Ｑ［Ｚ 人 及宗数家であ

っTこ。決しで建築家や彫刻家ではなかっ fこ。

此の舶に就r 序乍ら少し書添へておか う。

ボロプ ドールの宗教的慣1n立及型術的

文化 ＨＺ ｉ Ｇ ｾｈｈｾｉ f ' L 就て年〈より深い| 剣心を

抱いてゐ? こ寺本武治氏< 1 船p: 少府、印l

ijI r
l
!の法人、付11撃者ー〉が、大 いに必地: し

宗教家井尻進氏( 大正 13年大乗i世強行

「 ボロプ ドｾ Ｉレ」の著者 Ｉと 湯川 、 井 ﾭ

))L氏をして及川古志郎氏 ( 梅干巨大柄 、

の ｦｾ ｾ 還を刷ひ ｾｉ ｜ さ しめ ｦ このである ｯ ｊ ｽｾ＠

ひ及川大病もボロプドールのイバ ｃｾＹ ｩＱ Ｑ

っておられ直ちに快諾して陸海軍の荒

鷲述 l亡i l l C絡を取っ fこので 、皇軍爆撃隊

もボ ロブド ー}l . .の貨wなる有釈を会11り

託sんで保護する事がH1?! dこのTごと 詳 よ、

ｾｦＮである ｯ ｘ 現 イ Ｑ Ｚ 及 川 大日寄金 ｱｊ 心 とし

て) 1二Ji i. 氏等 lて依りボロ プド ール研究令

ii . るものが内外七る様v c : fiD ｾ 、て ゐる 。建築家も 奮起

し、そ の軍要な部 門ｾ 捲首 し大い ｬ Ｍ｣ ｦｦｬ 臨するべき

ではないかと =r王者・は考へるのである 。次 t亡、ポ) J

プド ｻ ルのｾ築に ＱＶ 討 する研 究 上 、 現在迄にボピ研

究せられてゐないと思はれる 2.3の賄に就て希望

を述べ 、此 の有Ｇ［ ｾ ｾ［ｪＺｾ り度いと も 足、」、 。

l  建立の年代 l亡就て

ボロプド ールの建立の年代に就てはボピ般と

しfこ桜協なく 、紀元 6 世紀より 8 -t止期後半にか

りて諸説マチマチである 。是主? 建築様式等のイ引

先 l亡依り lリlii 住民立詮H'，采Tよいものか?

2  挫・立の [11*1乙就て

ボロブド ーノレ建立の 1I 1ポ l乙就ても 、山ゥl<i f重々

の仰設が体へられてゐる 様であるが、米Tご確認

するに足るものはない 。赴の建築率的研究はがl

何?

3. 挫築構i 1 ! I' L就て

西方印度 より偉 う ｾし ｔ こも のか 、 ｬ 点は南方 ｍｬ 毅

lと(:{- ( り影響されfこものか、 その構造手法に闘し

でも米t:: 悉しい研究は務表せられてゐない様で

める 。 主主立常時 ｬ 乞於けるジヤパの主牒技術が ｾｦ ｬ

岱進んでゐ fこk 言五、事は柏りるりれ共、7k時と

じては忠ひ切って11何絹な手法を月]ひて建築せら

れ? こと見るべきであらう。彫刻方而と 共 lて興味

ある研究也 nであ る。

現 '.JI !:l f参議' 1¥' ) の jY:，へ、ボロプ { ド}l.. 第 Ｕ 圃 浮飯五無憂悶にＪｾお

v，5 4  



4 .  寺院としてのボロプド ールlて就て

ボ、ロプド - )レは寺院ではない大初日産又は大見

詞羅の一部として建立され? こもの〉様である。

現在その来にあるムシヅ{ 及四にあるパウォン

の位也ーより ;考へて 、建立宮時には極めて大:J;) L校

の伽藍か昆詞羅があっf こと推定されるのである

此のパウォン l亡は大巣天が配られて あっ・て 、M

t吾又は1"] と言ふべきものであり 、ム ンヅ ーは金

堂に和討するもの〉様である 。ボロプド ールは

)J_; の内容外観及位置 より考へて大伽斑又は大昆

詞維の中枢である事 11: 11¥1 泣ひなからうりれ共、

県して本堂と見るべきか、: j ; 品; と見るべきか、ミlG

はthl ] 多堂と見るべき b は-Ff.，i丘に決定 し得ない。

今は姿がなくとも合ては存在し fこであらう他の

諸堂、諸肢を探究し、正しいその配置を建築J -.

からー研究判断する事に依って 、多〈の疑問がjo/.r

かれる :事と忠、五、のである 。

以守|ては寡聞i主撃な筆手干の疑Illj とする所ーであるが

11;J 時に数多のた佐民族rcl ]I I . つでも不可解な結であ

ι うと思ふ 。一 日も. 11' . <起: 等 IC闘する研究が完成

される 事は 、日 ; 4 ; : は武力戦争に強いばかりでな〈

文化1践に於ても優秀な民族であり、道義のJ てから

も宗教のJ てからも 、充分信頼ナるに足るべき事を

束盟諸民族 lて認識せしめる事とな り、共栄圏確立

に少なからぬ寄興をなす筈である 。悲し彼等束疏

諸 ｬ｜ＧＺ 艇は 宗 教に就ては献身的の ｦ 吉 Ｑｱｬｾ 有するから

である 。

曜にボロブド ールのみにと Y まら令、ホ: 立証共柴

凶には{ リ1¥蹟霊蹟が組めて多く 、従って研究するべ

引問題も決じて少くはない o ｾ Ｍ 下の如き大東混戦

争下 ｬ 亡於てか〉るｬｊ ｾｪｪ 題は不急Ｚの ＲＳＲ と断す・る 人 があ

るかも知れないが、筆者は大東ｾ戦争、下なるが故

K 一層速やかに匙められねばなら' ぬ問題で あると

忠ふのでゐる c

ボ、ロブド ー ｊ レ ｾ 背彩として、日の丸の［｢ｪ ￧ をへン

ポン主ひるがへ しつ 〉楓爽警備に蛍る 皇軍兵士の

勇姿を新聞紙_ I - . に見守り乍ら筆者は此のJ惑を深く

する 。 ( 4 月 8 日記)

( 筆者は株式合最土中島組勤務〉

ち予言 V I  



常 務 ー曾 ( 第B図)

時 4月20日午 後う時 10分- 8時

所 陳列場

出席者 理 事 井上則合長

監 事 池 田

強 事

三主 君己 中西、西湾、

三主計 松 久保、小林三、

編 韓 大下、小林、 伊藤

錦 問、

1. 雑誌印刷請 負契約に闘する件

2 南方建設に協力する懇談合開催

の件

3. 元常務高崎祭治氏逝去に付香1t

料賂供。件

4・曾勢幹事合よ り地方幹事委帰 }J

要求の件

5.合員 より 建築訓練所開設に援助

メy懇諮の件

6. 給イ土時半験制出の件

7. 合員詮衡

報 告

1. 建築聯合委員曾よ り中間報告の

件

2.右中間報告命誌、に掲載の件

材 料 委 員 曾 ( 第5問〉

Hキ 4月23 日午 後6時 一81博

所 陳列場

出席者 委 員 長 楠 瀬

幹 事 誼 問

委 . 員 竹 内、野中、前野

議 事

1. 各委員基礎、木材工事に倒する

君主料持寄り英数量に就き検討

材 料 委 員 曾 ( 第6回)

時 5 月7日午後6時20分- 8時

所 倶楽部室

出 席 者 幹 事 柳、道国

委 員 高 田、竹内 、野中 、

前野

V I 5 6  

三舎 報

誠 司E

1. 屋根、鋭工事に闘する資料を按

寄 り検討

編 積 総 事 曾

時 5月7日午後6侍 - 7時 30分

所 陳列場

出 席 者 幹 事 長 小林

議 事

常 務 伊 藤、大下、 針1回

幹 事 川勝、桐本、成瀬

宮問、尾勉、阿国

1. 6 月君主原稿中 、紙面の都合上伊

藤正文、的場浩、横見幹、伊藤

銭吉、古塚正治、五氏鋭敏の燈

火管制記事は 7 月続掲載と 決定

す。

2.  7 月櫓留は伊藤、桐本商氏の民主

都合上 8 月抱負・の大下、志賀雨

氏 と交代し「最近の工場建築J

を其の編斡項目とす3

盲 員 動 静

ｪ ム…ｾ
合 員

岩 f砕 Ｎ 要君尼崎市 ｩｬ￟ 和 ｾ ｾ ｩｩ￬ｩ 4 の

10o  ( 府間組主〉

石賀忠五自 Ｑ｜ 君前 ｉｉ ， ｾ市 須民華麗五位 ノ

池田r 1の48山下方

( 兵山県系総務部EF繕

諜〉

紙 谷 清 太 郎 君 京 都 市 上 京 区 大 将 軍

鷹司町中盤後30 ( 合

資 合 枇 ミ ラ ノ 工 務

宿〉

河合喜三郎君府下泉大湾市松ノ 1箇

805の38 ( 安チi建築

事務所〉

金 子 忠 義 君 /fli 島市 中町 12 ( 成島

鍛道局〉

北 岡、 仁一君 北河内郡大和問村学

北島39 ( 自管〉

木村 正 男 君 紳 戸市須磨直西垂水

町f中岡昭和寮内〈兵

庫県系総務部管繕課〉

栗 原 義 丹 君 神 戸市聾合直闘番通

5の6 ( 株式合j社竹 中

工務庖〉

神 田 省 三 君 神 戸 市 須 磨 直 板 宿 町

3の127 ( 兵庫県系総務

部管繕謀)

児島惣太郎君紳戸市灘甚大和田[ 2

の3 ( 兵庫県率、総務部

管繕課〉

小林 弘君兵庫県系武蔵郡御影町

上西616の2 ( 兵庫県系

総務部俊繕謀〕

重野甚一郎 君 府下泉南郡佐野町中

庄653 ( 月ヱドタオノレ

組合〉

篠原 ー恒 造 君 京 都 市 中 京 高 六 角 通

号荷熊東入624 ( 山本

建築事務所〉

柴悶八白 Ｑ｜ 君兵母Ｈｾ原飾鷹市栄町 Ｔ

( 株式合枇竹中工務

信〉

山本 俊 男 君 凶1&巨額通7の1 ( 藤

永悶造船所〉

長凶 新 治 君 市11戸市湊E王都由之田f

2の8 ( 株式合員士竹I j l

工務! 占〉

難波 篤華文君前11戸市灘医大和田了 4

の21 ( 株式合枇竹中

工務底〉

J体 健 太 郎 君 京 都 市 下 京 区八僚小

坂町 16 ( 池悶組)

; { ; 事谷武雄君補11
1戸市灘直永年町 l

の 6 の38 ( 株式含量土



竹中工務応 〉 大 石 清 隆 君 静 岡 市 長 田Wi /J、阪 4 林組)

舟 橋 英 一 君 紳 戸 市 灘 区 篠 原 南 町 ( 岡田建材! 占} 柏谷 義 男 君 岩 間市言霊木大林組山

う の20j C株式合枇

特 別 賞 助 員
陽出張所 内〈株式曾

竹中工務応〉

阿国 卒 談 君 名 古 屋 市 凶 直 菊:井! 町

枇大林組〉

本多2 f 三太郎君神戸市立合区中島泊

2の12 ( 普遜賛助員

川 口 孝 一 君 紳 戸 市 神 戸 区 中 山手

2の1 ( 株式合佐竹 中

より 事事裕〉

通! の265笹倉方( 株

工務底〉

木村 ｾ旋君堺市戎之町東 Ｔ 丁 Ｒ Ｑ
式含貴士竹中工務底〉

三 浦 三 良li 君 堺 市 三 閣 ケ 丘 町 4 の

( 泉州工場| お舎〉

木谷次郎君成島県長安佐郡可部I i lr

日!C安全索道合枇〕。

IJ、島 鐙 君 西 区 新11庁iili4のB 森

412のl

村岡 E 君 Jt'li 島市千問田rl の571

ri 可平右術門前庖大阪

黒問 治 君 紳 戸 市 兵 庫 区 門 口 町

〈東洋工業株式合枇〕

支底

203 津聞方( 兵庫県系

柳 内 世E実 君 紳 戸 市 湊 直 下 祇 関 町

平尾茂一郎君 京都市上京区大J拘置軍

総務部営繕課〉

3'18 ( 兵庫県系総務部

鷹司町25 C左官工事

1 I i : 成隼男君紳戸市葺合直 中島;1! i

営繕訴! )

請負業〉

! の4 ( 兵庫係厚長総務

大和主正一郎君 神戸市須府直天利IJ 町

村山 元 君 吹 田 市 片 山2t2 (日

部替繕課〉

2の24 ( 兵庫県系総務

共機材株式合最土〕

鈴木 要君/ f f { 烏市南段原町668

部営繕課〕

山田 勝 治 君 吹 田 市 東111了1433 ( 厚

泉保 利一 君 神 戸 市 灘 直 船 寺 通 4

明 石 良 三 君 紳 戸 市灘区中原通 2

型スレ ート 株 式 合

の13池岡 方 ( 兵庫県系

の l のlQ ( 株式合枇

枇〕

総務部営繕課〉

竹中工務底〉

志 垣 正 次 君 ( 東区平野町 3 の29
続 休 庄 作 君 東 成 直 東 IJ、構南ノl l I T

土 屋 克 三 君 府 下 南 河 内 郡 高 鷲 村

( 明正母士大阪支底〉

2 の168 ( 株式舎前土

] I 我荘( 橋本秋田主主

多ｾｾ谷芳久君布施市大字金問 Ｑ Ｙ Ｘ 大林組〉

築事務院〉

の1 ( 日共機材株式
国溢 勇 君 成 島 市宇品 l町十七了

地 方 舎，員
合枇〉

目中村方( 鹿島鎌遁

岩間 恒男君 B青島市西蟹屋町 455 辻、 常吉宏 兵庫県系武庫郡本庄村
局〕

( 成島鍛道局〕 深江 120 C自管〕 土橋 保君 E寄島蘇佐伯郡小方村

大宿} 議君 北海道勇拶p郡小牧町
平野 等 君 名 古 屋市西直柳田r22 大林組大竹出張所内

字 E号排( 株式合祉法
( 合主主合枇岡田建材 ( 株式合祉大林組〉

7.1<組〉 応) 永田 四良[1君f u . : 島市仁保町音l崎川

佐 藤 正 直[i 君 ( R青島市牛回目T早稲
普 通 貨 助 員

楠組出張所。1 [ 楠組〕

問JM，: 943 ( 東洋鋼材

荻野司郎君紳戸市ｾｉｪｩ戸直加納町
成 田 一 男 君 紳 戸 市i神戸直中山手

株式合枇)
4の138 ( 井上建築工

Ji!i l の286 ( 株式曾枇

F11津市太郎君 三重l孫河毒事郡百子l町
務窓〉

竹中工主主席〉

堺町ミラノ工務府〉

寺尾博市君Ｊ成直結銅ｾｽ rl'  5 の

回 森 武 夫 君 紳 戸 市 体 問 直 二 葉 町

村主子 定君 大分県原北海郎郡川ちも
l 悶島方( 東l l l ! 防空

8の34 ( 兵庫E謀総務

村字宮河内 4096 ( 大
防火建築研究所〉

部苦手繕喜善)

分l孫機〉
中田金 之 助 君 旭 区 生 江町7の180清

橋 本 秀 夫 君 E若島市三篠本町 ! の

坪ヂ| 善勝君 繭附市天市IIIJ 町25 ( 九 7. 1 < カ( 東並防空I防火
831  

州帝閣大隈〉 建築研究所〉 服 部 吉 良[i 君 成 島 l孫佐伯郡小方村

直鍋 卓君 E青島市外府中町字飽 森島 均君 西成E百四今般町 1 2  大字ノj、方大林組大竹

総( 東洋工業株式合 ( 藤永田造船所〕 出張所内( 株式合枇

枇) 山崎 三 郎 君 策 舞 鶴市竹遁田了1245 太林組)

l河悶 ! 慣ー君 名古屋市西J M，: 閥菊労 荒城治千代君 l貨島市佐伯郡小;か村 坂井4 a君 西 区 阿 波 度 中逝 l の

IlIr2の12 ( 合資令市士 字立戸大林組大竹1:J: 1
30藤岡方( 兵日』理系線

悶悶建材l古〉 張所内〈株式合枇大 務部管繕課〉
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久 樹 久 男 君 神 戸 市 兵 庫 区 絵 本 渇 I  ，4の930 I 平 井 誠 一 君 選 海 軍 経 理 部

2の30 ( 兵庫県系総務 |  磯 [lj 樹 秀 君 朝 鮮 庭 向 北 道 鹿 il 十色 I  IE木 由 雄 君 府 下 中 河 内 部 位 溢8

都営繕諜) I  度制捜構内穏岡組問 ↓  93 

7! {木 章 君 住 吉 区 天 王 寺 町8320

( 千世工( (1社竹中工務

j医科戸支応〕

山本 修君神戸市: 併王国区腕塚町

8の102 ( 兵庫県系鴻務

部営繕諜〕

日長自二;

金 員

牛 場 条 一 君 中 部 第 二十 二部隊佐

藤隊第 2 班

大 林 芳 郎 君 兵 庫 県 系 武 庫 郡 住 吉 村

張所内

伊勢村間 ｊｾｬ￭ 者 主主湾軍終王: H部第一 l心

リ長所

佐川 伊佐夫君 Jrif 烏市牛倒的ー単稲川

w，: 487 の4

新 野 京 次 郎 君 稲 岡 市 須 l崎袋i I げ35

設 幾 貞 三 君 新 京 市 清 明 街210

鈴 木 和 夫 君 京 城 府 松 月 町112

建 都 幸 一 郎 君 新 居 演 市 昭 和 湿 り甲

1429の21株式合 Jitl:清

水組出張員詰所

高木 世 君 三 兎 豚 四 日 市 市 錦 町

加藤清方

古新図 1474 I 太宰 ニJil l¥沼 潟vfl 関東安市第一代

問 問 文 夫 君 紳 戸 市 神 戸 直 下 山 手 |  用官会42競

部 の73稲井方 |  松本喜三郎君 S開 府 総 町 雲 雀 ケ 丘

! 柑井 幅 三 君 府下南河内郡長野 sI [ I  大体組綴津出張所内

字古野 118の2

河 合 康 治 君 11! ! l ! l I墜里町1758の14

7 市営住宅' i 2! 皮

笹阿美代吉君 西淀川直海老江上 3

の 117

中 商 良 夫 君 府 下 盤 能 郡 箕 面 村 大

字 襖275

並 木 長 吉 君 府 下 泉 南 郡 多 奈川村

谷 川港

中 島ｾｾ之吉主主紳戸市 ｂ 華麗弓木町 Ｓ Ｐ

9  

松 永 孝 太 郎 君 堺 市 銀 砲 町 3 の60

竹 内 政 治 君 紳 戸 市 灘 匿 高 初 鷹匠

古 谷 仁 君 大 連 市 初 音 町 240 第

一土建株式 合員上大ｾ

支応

布施 潔 君 兵 庫l孫憶保郡網干 l町

垣内三石

岡 田 正 夫 君 筑 波 市 保 土 ケ 谷 直'14

子 町 l の 18

阿国 主幹遊君高知市新本町 l の45

終 身 賛 助 員

株式f J r 置土藤木工務! 占東区南替 lur

l の 17

普 通 賛 助 員

8  I  右岡 戸善 二 君 長 野 市 首 問 中 部IKd'; ti:

伽 忠 夫 君 京 都 府 相 楽 郡 首 尾 村 l  株式合枇長野支底内

岩船中岡新太郎方

背|喝 嗣虫1¥君! 符下北 河内郡牧方町

枚方製造所内株式合

祉松村組出狼所内

永 木 甚 法 君 紳 戸 市神戸区山本酒

3の7

菅 原 徹 良1¥君 紳 戸市;体回直五番目T

2の! の l

地 方 舎 員

/ 「チ{ ー延雄君東京市大森区新井街

V I 5 8  

片山 一 郎 君 新 京 特 別 市 古;体大路

304 株式合枇i満州竹

中工務席内

小森 私，¥j 君岐阜県系大垣市室村田f

1175 

高2J i 徳次君港区六ｻ際通Ａの Ｒｾ 反庄

組内

田 所 敏 助 君 旭 区iT1生町3の838の

! rr . 野方

内首長 手土孝君 旭直中宮町747の 7ぴ

木南方

(退

舎 員

岸版 来最朗君、

森 山 1ll.'君、

地 方 舎 員

村上 保君

特 別 賞 劫 員

li! Jt1安太郎弱 、

畑中 善 造君、 溶 合 武 繁 君 、

普 通 費 助 員

植 村 俊 一 君、 小 島 文 敏 君 、

区二三ゴ

普 通 賛 助 員

高 橋 栄 治 君 昭 和 17年} 月 16 口逝去

尾 之 江 武 義 君 昭 和 17年4月17 日逝去

〈謹んで哀悼の; 蛍を表す〉

、，、，、，、.



編 輯

後 ｾ･

鍋 嶋 常 務

伊 勝 手11 夫

小 林 治

大 下 11目 三 郎

31i i 川 出 ー

去る 4 月18日大東逝戦争勃費以司場 初の我

本土空襲があっTこ。首然起こるべき事が起こ

っ fこまでの事である 。我々建築界としては数

年ぅj < i 防空防火の事を叫ぴ続u、又昨年米は之

が賀行に主主力を奉げてうkrこも のであって、 質

lてがf つあるを悼んで居つT二次第である。

生f目即防空 e，云」、事が最近八釜敷〈云はれ

てゐる様であるが我々としては"建築即防昼1 /

であって、防 Ｒ さを考 へぬ都市よ十 謹建築計ＭｾＺは

巧へ られぬことである 。

編輯子は 6 月蹴を防空防火特輯枕として編

輯しその方面の構戚金網羅して諸兄の参考 K

資すゃ うと、3月末より計4 主主準備して ゐTこので

すが、 その途中 K 今度の初22麗と なっTこので

あります 。 早速倣 ｬ 係府ｾ係の建築課長 ｬ 亡所Ｏ｀［な

り大成功をおさ めfこ園民の防空活動の情況等

をお沌し下さる様あ' 願ひしTこのですが締切期

1mが短かかっ? こ魚、 玉稿を頂戴する 事が出来

なかっ fこのは残念でしに。

残念主云へば更に残念なのは紙数の制限上

防空防火に闘する非常 l乞多〈の貴重な論文を.

ｾ競に廻すの告余儀なきに至つに事でありま

す己備装に附じて木下武昌氏、古境正治氏、

灯火管制 K 闘 しては伊藤正文氏、的場浩氏、

横見幹氏、その他伊藤清吉氏の「防空 ｋｾｊ す

る新考案」和田登氏の「仮設住宅に就て」等

の玉稿は玩 11: 4 月末に頂識 してゐながら本盟主

を飾る 事が出来なかっ fこ。こ の黙執事諸氏に

封し深〈お詫びする次第です。

片岡合長のお言葉を借りれば協合は建築を

通じて枇合に貢献する k ころなのであります

から、合員の機制誌である「建築主枇合」は令

員 l亡建築を通じて枇ヂ? を把握させる fこめ り も

のである と編精子は考 へて居りま す。従って

本誌には出来る丈康い部商から記事そ集め度

い t 努力してゐる のであ1 りますが ・仲々 j旦」、

に任せません難波中佐共他二三舎員外D 方 々

に執筆を胸‘ つ Tこのもその一つな ですがーい一。

協令創立官時の座談合を奔見してこれではま

に硯野が狭 〈枇合性が少くないのを 皮ーれてゐ

ます。

何分初めての編輯Tごつ fこので御不満の事と

忠ひますが紡々可愛がうて育て〉やって下さ

い。 ( 錦問〉

建 築 と 註 曾

第25開 tr; 6  ｾ虎

l冊 50銭( 郵税2鎗〉

毎月 l 回! 日 愛 行 定 鏑@

ｉｌ 冊 Ｖ 圃Ｈ ｾ 24銭〉

昭和 17年5月'25日印刷 昭和 17.lf- 6月l 日重量行

後 行 ・編 揖

印 刷 人

大阪市北E王朝日 ピル日本建築協曾内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印刷耐:

大阪市西区江戸堀南通 2丁目 13番 地

重 量 行 所 主 要 日 本 建 築 協 合

大阪市 北 直 中 之 島 3 ノ 3 奇跡日 ピル

電 話 畏北 漬( 23) 4501番 (9)

娠密口座大飯 3 9 9 7 5 番

目本出版文化協曾合員番盟主222043

E 給 元 日本出版画E給株式食品士

東京市静岡直淡路町ニ 了， 目 九 番 地

戸
ー

l

 

'
・
z
'

弘

禁 鱒 鞍

本盟主に掲載せる ものゆ 一 切こ れを緑街に て

特 載 し又は翠行本に上梓その他の複製行需

をなすことを禁ず。
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